
Ⅰ．景気の現状に対する判断理由等

　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・１月26日現在の来客数が前年比134％と非常に伸び
ている。このままで推移すれば、１月としては過去10
年間で最も来客数の多い年となりそうである。

やや良く
なっている

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・外国人観光客の増加により、売上がかなり増加して
いる。円安や中国人に対するビザ発給要件の緩和と
いった要因もあるが、やはり外国人旅行者への消費税
免税制度における対象品目拡大の効果が大きく、当店
の免税販売額は前年から倍増している。

一般小売店
［酒］（経営
者）

単価の動き ・数か月前からの現象だが、シャンパンなどの高額商
材がよく売れている。ワインも以前と比べると300～
500円程度単価の高い商材の動きが良くなっている。
客単価は全体で５％程度上昇している。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・今年は前年よりも積雪量が少なく、行動しやすいた
め、来客数が前年比102％と増加している。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・新春初売りやホテルでの展示会催事への来客数が前
年よりも増えており、商材の購入額も高額になってい
る。暖房に必要な灯油の価格が下がってきたことが要
因の１つとみられる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・１年で最大の繁忙期を迎えているなか、新型車の販
売効果が徐々に表れてきている。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・原油価格の急落により石油製品価格が値下がりして
いることから、販売量が上向きになっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・総選挙も終わり、年が明けてから少しずつ客足が良
くなっている。現政権の経済対策の効果が当地にも表
れてきている印象がある。客が増えていることで、売
上も増加しており、従業員にも活気が出ている。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・台湾や中国など、近隣のアジア諸国からのグループ
旅行、個人旅行が好調である。国内旅行も募集型の旅
行商品による動員が好調である。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・総選挙の影響で前年11月から航空機のビジネス需要
や観光需要に伸びがみられなかったが、年明けととも
に動きが戻ってきている。ただし、悪天候の影響で欠
航便が多数出ており、売上に結び付いていない面があ
る。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・ガソリンや灯油の価格が下がったことで、客の気持
ちにゆとりが生まれており、出費がほかの物にも回る
ようになった雰囲気がある。商品販売にも動きがみら
れ、販売量が前年から５％程度増加している。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・春先からの工事に向けて、消費者に動きがみられる
ようになってきている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・客単価の二極化が進んでいるなかで、売上が減少し
ている。高額商材については販売量と客単価が徐々に
落ち込んでおり、低額商品については販売量こそ変わ
らないものの、客単価がさらに低下している。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の様子をみても前月と同じような反応であり、状
況は変わらない。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・一般客による消費は依然として増えていない。た
だ、悪くもなく良くもないという状況であり、小康状
態が続いている。外国人旅行客は好調を維持してお
り、日本人観光客の落ち込みをカバーしている。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・初売りの３日間の来客数が前年比104％と好調に推
移したが、中旬以降は暴風雪の影響で来客数が大幅に
減少したため、月全体では前年比95％と前年を下回っ
た。セールに対する客の動きが弱く、セールの売上は
前年比92％となった。一方、春物の定価品の動きは月
を通して健闘した。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・新規施策を行っても集客につながらず、売上が減少
した。顧客については、買い回りがみられるなど、１
人当たりの客単価が大幅に上昇しているものの、フ
リー客の来店がみられない。

　景気の現状に対する判断の理由及びそれに対する追加説明等について、その主だったもの
及び特徴的と考えられるものを取りまとめると以下のとおりであった。

家計
動向
関連

(北海道)
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百貨店（販売促
進担当）

それ以外 ・買上客数、客単価ともにマイナス傾向にある。大幅
悪化とはなっていないものの、回復力に乏しい面があ
る。客単価だけをみると、婦人服関連は健闘している
ものの、宝飾、時計などの高品質の高額商材の動きが
悪い。

百貨店（役員） 来客数の動き ・衣料品の売上は前年並みで推移している。一方、家
具や家電などの耐久消費財は消費税増税の影響から脱
しきれていない。当地は雪がそれほど降っていないた
め、ホームセンターでは、除雪用品、暖房関連商材な
どの冬物アイテムが奮わない。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の減少が続いている。

スーパー（役
員）

単価の動き ・クリスマスや年末年始などの行催事の際は、売上な
どの数字が短期的に良くなる傾向にあるが、月単位で
は低調のまま推移している。年が明けてから、来客数
には若干の増加傾向がみられるが、客１人当たりの平
均買上点数は減少傾向にあり、客単価は前年から１％
程度低下している。

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・正月商戦は消費が活発だったが、それ以降の客の動
きが鈍い。お金に余裕がないように感じられる。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・消費税増税以降、来客数の落ち込みが続いている。
特に夜間の減少幅が大きく、たばこや酒などのし好品
の販売量が減少するなど、客の節約志向が顕著に表れ
ている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・米飯の売上は徐々に回復してきたが、動きとしては
まだ鈍い。たばこは依然として回復が遅れている。道
北、道東において公共工事の減少が継続しており、そ
のことも影響している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・一部の人は利益を得ているのかもしれないが、一般
的なサラリーマンの状況は何も変わっていないため、
２～３か月前と変わっていない。

家電量販店（地
区統括）

販売量の動き ・消費税増税後の低迷が思った以上に長引いており、
３か月前と同様の状況が続いている。ただ、テレビな
どを中心に、若干の回復傾向がみられる。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要の反動が続いており、
かなり苦戦している。

自動車備品販売
店（店長）

競争相手の様子 ・東日本大震災後、初めての車検時期を迎える乗用車
が多いこともあり、全国的には車検の売上増加が見込
まれているが、北海道ではその影響がさほど感じられ
ない。むしろ、消費税増税前の駆け込み需要の反動が
出ている。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・正月の帰省も落ち着き、商売としては一段落してい
るため、周りをみても景気の良い話が聞かれない。

観光型ホテル
（役員）

来客数の動き ・外国人観光客は堅調だが、特に道外から訪れる国内
客の予約が伸びてこない。

タクシー運転手 それ以外 ・１月のタクシー１台当たりの売上はほぼ前年並みで
あったが、人手不足で乗務員が足りないため、営業車
の稼働率が落ちている。会社の売上としては前年を下
回った。

タクシー運転手 来客数の動き ・１月の売上は前年並みであり、３か月前と比較して
も景気は変わっていない。

パチンコ店（役
員）

単価の動き ・灯油やガソリンの価格が下がっていることによる効
果がみられる。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・厳冬期を迎えて、旅客、車両ともに輸送量が減少し
ている。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・高額商材、耐久消費財については、消費税増税の影
響がまだ収まっておらず、売上不振の状況が続いてい
る。

住宅販売会社
（役員）

お客様の様子 ・分譲マンションのモデルルームに訪れる客の購入意
思決定にかかる時間が前よりもやや長くなってきてい
る。分譲マンションの購入に関して、客の態度が明ら
かに慎重になってきている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・東南アジアからの観光客の動きは活発化している
が、夜に街中を出歩く姿が少なくなっており、コンビ
ニや大型店の食品売場で夕食を購入する姿が増えてい
る。
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商店街（代表
者）

来客数の動き ・自家用車や公共交通機関を利用する来街者が減少し
ている。例年であれば、年明けから成人式にかけての
期間は若年層をともなった親世代の買物客が増加して
いたが、今年は少なくとも商店街の区域内では増加し
ていなかった。また、地元住民の買物客もまばらであ
り、スーパーの買物袋を携行している客はいても、衣
料品などの袋を携行している客は少なかった。

一般小売店［土
産］（経営者）

お客様の様子 ・地元客については、電気料金の値上げによる影響に
加えて、猛吹雪の日が多かったことから、外出を控え
る人が多かった。ただ、中国を始めとしたアジアから
の観光客が増加していることから、売上は前年比
99.8％と前年並みであった。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・初売りの福袋については、前年を上回る売上がみら
れるなど、大変良い結果であったが、その後のセール
では、紳士服、婦人服とも、コート、ニットの売上が
前年の８割台にとどまるなど、非常に厳しい状況にあ
る。値段が安くなるから買うという客の心理が変わっ
てきている。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・前年秋以降、来客数や売上の増加に寄与するのは、
外国人観光客が中心になってきている。札幌近郊や道
内各地からの客の来客数、売上に関しては縮小傾向に
歯止めがかかっていない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・例年、１月は売上の悪い月であるが、今年は販売量
が前年比で３％の減少、売上が前年比で８％の減少と
なり、ともに前年を下回った。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・来客数が減った。

家電量販店（店
員）

来客数の動き ・初売りは例年と変わらない売上がみられたが、１月
後半は前年以上の来客数の落ち込みがみられた。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・年が替わり、年末にあったリコールの印象が薄れて
いることで客の抵抗もなくなり、再び売れるように
なってきているが、景気が上向くというところまでは
至っていない。

乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・新型車が出ても、受注量が一向に増えてこない。当
社だけではなく、業界全般的な傾向となっており、消
費者マインドの盛り上がりに欠けている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・ここ３か月、景気は上向き傾向にあったが、１月は
予想外の結果であった。景気の変動に付いていけない
状況にある。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・閑散期であることから、初めて週１度の定休日を設
けるとともに、その対策として低価格のイベントを２
日間行ったが、イベントが終わると再び厳しい状況と
なった。月全体では、売上、来客数とも前年を10％下
回った。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・今年は道路状況が悪いため、歩いて来店する客、乗
用車を利用して来店する客ともに動きが良くなかっ
た。外国人観光客は相変わらず多いが、低価格の店舗
や郷土料理店、一部のバイキングなどを利用してお
り、高級な西洋料理店にはあまり来店していない。地
方の飲食店では世界的なガイドブック掲載店でも休業
するケースが目立ってきた。

高級レストラン
（スタッフ）

お客様の様子 ・消費税増税や円安の影響が大きく響いていることに
加えて、地域の人口減少や流入人口の減少に歯止めが
かからないため、景気はやや悪くなっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・円安、デング熱、爆破テロなどの影響により、客が
海外旅行に対してお得感や魅力よりも不安を感じるよ
うになってきている。熟年層のヨーロッパ旅行や韓流
ブームも一段落しているため、安心安全な国内旅行を
望むようになってきており、販売額が減少している。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・旅行会社にとっては前年からの円安傾向に加えて、
イスラム国関連の危険なイメ－ジが重なり、旅行ム－
ドにブレ－キがかかっている。

タクシー運転手 販売量の動き ・前月や前々月と比べると、消費動向が冷えてきてい
る。今月の売上は前年から５％程度減少している。

タクシー運転手 販売量の動き ・例年、１月は冬休みや雪の影響で売上が伸びる月で
ある。今年も売上は３か月前よりも約８％増加してい
るが、前年と比較すると約２％の落ち込みとなってい
ることから、やや悪くなっている。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・他社サービスへの乗換えが増えてきている。
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悪く
なっている

タクシー運転手 販売量の動き ・前年実績を上回ることのできない状況が続いてい
る。大都市圏との地域格差を感じる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・客の設備投資意欲が増しており、実際に購買にもつ
ながっている。

変わらない 食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べて、ほぼ変わらない受注状況であ
る。

金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・住宅においては建築確認申請及び建築着工件数の低
迷が続いているため、状況はあまり変わらない。

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・年度内の受注がほぼ順調に確保できている。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・ようやく生乳の生産量が前年並みに回復してきた。
12月に加工用の乳量が増えたことにより、バターや脱
脂粉乳の在庫が若干増加している。

通信業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・販売量及び問い合わせ件数から、比較的景況感が良
くなっている。一方、商材やサービスの単価について
は落ち着きがみられる。総じて現状の景況感はやや良
い状況が継続している。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・設備投資意欲の向上が感じられない。しばらく沈静
化していた企業倒産も増加傾向にあり、景気が上向き
とは認識できない。

やや悪く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・大都市圏、大企業を中心に景気は持ち直しているよ
うだが、北海道などの地方では景気が悪化しつつあ
る。とりわけ消費税増税前の駆け込み需要があった前
年と比較すると、その傾向が著しい。

建設業（従業
員）

取引先の様子 ・労務者不足といわれた建築現場も大部分が竣工時期
を迎えていることに加えて、新規着工工事も少ないた
め、仕事量が減少している。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・北海道において、第１四半期は建設、工事などの不
需要期に当たるため、それらにともなう物流に停滞感
がある。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・外国人観光客は増加しているが、訪問先が道央圏に
とどまっているため、地方では恩恵を受けていない。
建設業は公共工事のピークが過ぎ、低迷している。個
人消費はガソリンや灯油の価格が下落しているもの
の、電気料金値上げの影響があり、節約志向が強く
なっている。

司法書士 取引先の様子 ・不動産取引や建物の建築は依然として低迷してい
る。冬期間ということもあるが、不動産の中古物件を
扱う業者が在庫圧縮のため、買い控えをしており、リ
フォーム業者などの関連業種にも影響が出ている。

司法書士 取引先の様子 ・当地は降雪地帯であるため、例年、冬期間は不動産
取引などの高額取引が減少する傾向にあるが、今年は
取引件数が極端に減少している。先行き不透明な状況
において、不動産投資の様子見が多くなるため、景気
が思わしくない状況にあるとみられる。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・第４四半期以降、売上の前年割れが続いている。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・大型案件の設計変更などにより工期の延期が発生し
ていることで、これまで活況だった鉄骨加工分野の仕
事量が減少し、低迷している。一方、金属加工業者の
仕事量は確保されているが、取引先の購入意欲が低い
ため、期待できない状況にある。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・若年者への求人ニーズが高くなっている。当社が行
政から受託した就職支援事業において、既卒３年目ま
での未就職者の支援を行ったが、就業未経験者の６割
が正社員として採用されており、企業の求人ニーズが
堅調であることがうかがえる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年を9.5％上回り、59か月連続で前
年を上回った。月間有効求人数も前年を6.5％上回
り、59か月連続で前年を上回った。

企業
動向
関連

(北海道)

雇用
関連

(北海道)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数が増加傾向にあり、新規求人数が13か月連続
で前年を上回ったほか、月間有効求人数も22か月連続
で前年を上回った。一方、求職者数は労働力人口の減
少や会社都合離職者の減少などから減少傾向にあり、
有効求人倍率は1.07倍となった。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

周辺企業の様子 ・多少は求人が増えているが、給与などの雇用条件が
変わってこないため、あまり変化が感じられない。

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・年明けで様子見をしているのか、求人件数に若干の
減少傾向がうかがえる。ただ、人手不足が深刻な状況
に変わりはないため、これから融雪期を迎えれば、求
人が増加することになる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・一見にぎわっている飲食店街だが、外国人観光客が
多く、国内需要の高まりはみられない。求人も非正規
雇用が中心であり、慎重に様子見している企業が多
い。ただ、求人件数は前年並みであった。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・12月の新規求人数は前年を7.7％下回った。新規求
職者数は前年を9.4％下回った。月間有効求人倍率は
0.86倍となり、前年の0.86倍と同数となった。新規求
人数のうち正社員求人の占める割合は47.5％と相変わ
らず低く、求人者と求職者との間における職種や労働
条件のミスマッチも少なくないことから、依然として
厳しい状況にある。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・就職件数が４か月ぶりに前年を上回ったものの、ほ
ぼ横ばいでの微増であることから、身の回りの景気に
変わりはない。

やや悪く
なっている

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・中小企業の担当者によると、円安にともなう仕入値
の高騰により、中小企業では体力が徐々に落ちてお
り、そろそろ製品価格への転嫁を進めないと厳しい状
況にあるとのことである。また、例年、市内ではこの
時期に道路工事などの公共事業が活発に行われていた
が、今年はそうした光景もあまりみられない。

悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・募集広告の売上が前年から１割以上落ち込んでい
る。ここ数か月、前年並みか落ち込んでも微減で推移
していただけに、この３年間、好調に推移していた募
集広告に急ブレーキがかかった形である。なかでも小
売、飲食の求人が半減していることから、消費や外食
を抑制する傾向が出ているとみられる。

　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北開発研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

一般小売店［書
籍］（経営者）

単価の動き ・年末から３千円を上回るギフト関連商材の販売が好
調であり、売上を押し上げている。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年より降雪が早く量も多いせいか、除雪関係機器
の故障修理依頼が増えている。また、地域の高齢化も
影響しているのか、ユーザー先では屋根の雪下ろし、
排雪依頼などの仕事が多く発生している。新聞の折込
広告でも排雪の広告がみられるようになっており、こ
こ数年にはない動きである。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・正月の初売り、福袋販売に関しては目的買いの客が
目立っている。消費に対しての自己管理意識が強くな
り、必要なものや欲しいものを見極めている傾向が強
い。

タクシー運転手 販売量の動き ・以前であれば、客がつかまらずに時間が空くことも
あったが、今は時間的にもスムーズに満遍なく客が
乗ってきている。このことからも景気が良くなってい
るとみている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・今月は出だしが良かったものの、その後はあまり伸
びていない。結果として販売量は前年並みか少しだけ
良いという状況である。アベノミクスの限界か、マン
ションが売れているというような情報はあっても、生
活者全体が消費に動くような意欲はあまりみられな
い。

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

単価の動き ・消費税増税前の駆け込み需要で売上の良かった前年
と比較しても、前年比が100％を少し超えており、さ
らに、客単価も前年比102％となっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・３か月前から客単価の微増傾向が続いている。

家計
動向
関連

(東北)
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コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・担当エリアにおける客単価の動向が若干良くなりつ
つある。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・消費税率10％への引上げ先送りの情報を受けて、消
費がやや回復傾向にある。コンビニ全体の数字として
も、１月は若干、来客数が前年比で上回っている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・暦が良かったのか、初売りは前年以上に来客数が良
かったものの、それ以降は息切れしている。また、例
年であればこの時期に動く就職活動の客の動きが鈍
く、少しあてが外れている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・消費税増税後の反動減が続いている。一方、軽自動
車税改正前の駆け込み需要もみられている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・最大の需要期である３月に向けて動きが出始めてい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・４月から軽自動車税増税が開始されるため、駆け込
み需要が若干増えている。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・耐久消費財を扱っているが、客から次の客につなが
るという好循環があり、今月は来客数が非常に増えて
いる。

その他専門店
［靴］（従業
員）

販売量の動き ・初売りが盛り上がらず苦戦しており、福袋も例年よ
り売れていない。消費税増税の影響がいまだあるの
か、品定めをしている様子がうかがえる。

高級レストラン
（支配人）

単価の動き ・震災前の景気に戻りつつある。また、震災前と比べ
ると、お金を使うときには使うという傾向がある。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数はかなり増加しており動きも大きい。同じ日
に予約が重なり一方を断るということもある。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・稼動を優先した思い切った価格の集客策が当たり、
今月の売上は良好である。

観光名所（職
員）

お客様の様子 ・消費税増税による買い控え、正月の天候不良による
来客数の減少などがあったが、ここにきてフリー客が
若干戻ってきている。また、買物の仕方からも、財布
のひもが緩んでいる、もしくは消費税増税に慣れてき
ている様子であり、販売量はそこそこ戻りつつある。
ただし、客のなかにもばらつきがあり、消費を我慢し
ている様子の客も見受けられる。

美容室（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年比を下回っているが、客単価は持ち直
している。

その他サービス
［自動車整備
業］（経営者）

単価の動き ・前年同時期や半年前と比べて、客単価が15％程度上
昇している。また、総売上も10％ほど伸びている。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・初売りは比較的天候に恵まれたが、例年と比較して
人出は今一つであり、街頭に並ぶ客の列も少なめで
あった。ただし、客の購買単価が高いのか大型店はな
かなか良かったと聞いている。また、各店舗でも良し
悪しは極端であるが、やはり購買単価の高さが見受け
られる。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・前年８月ごろから消費税増税の影響も少なくなり、
物販、飲食共に少しずつ数字が伸びてきていた。しか
し、12月に入り猛吹雪、大雪による来客数及び客単価
の減少が響き、全体的には横ばいもしくは若干の減少
となっている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・正月休みがあけて、商店街は閑散としている。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・年末年始は天候が穏やかであったため、そこそこの
来客数である。しかし、年始の売出しはそれほどの盛
り上がりにはなっていない。

一般小売店
［酒］（経営
者）

単価の動き ・客単価は変わっていない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・客は個々の価値観で必要なものを購入している。自
分の生活にめりはりをつけており、周りの様子を気に
しながらも間に合うものは間に合わせ、不要不急なも
のには反応しない。消費に慎重な傾向が続いている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・初売りやクリアランスなどでは、売上が前年並みか
上回るような場面もあった。しかし、相変わらず高額
商材や呉服などの動きは鈍く、全体的な消費の基調は
変わらない。一方、鈍かった婦人コートの動きが持ち
直してきている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・消費税増税の影響から消費動向が回復していない。
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百貨店（経営
者）

販売量の動き ・初売りは前年並みで推移したものの、その後のクリ
アランスセールは伸び悩んでおり、消費者のセールに
対する期待感の薄れがうかがえる。また、前年の消費
税増税前の駆け込み需要における高額商材の販売実績
分がカバーできていない。

百貨店（経営
者）

販売量の動き ・地方の景気回復が遅れている。特に首都圏、中部
圏、近畿圏などの都市部と地方との景気格差が広がっ
ていく傾向を懸念している。

百貨店（経営
者）

お客様の様子 ・来客数の減少が続いている。衣料品を中心に、紳士
部門、婦人部門共に客の慎重な買い方に変化がみられ
ない。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・天候が安定していても来客数は微減している。ただ
し、客単価は生鮮食品で微増を保持している。価格や
品質において、高ランク、低ランクのものは売れてい
るが、その中間となる商品が売れていない。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客は１回の買物で必要な物だけを購入するように
なっている。そのため、来客数は前年並みであるもの
の、客単価、買上点数共に減少している。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・来客数は増えているものの、１点単価、客単価が上
がらず、依然として食品の買い控え傾向は続いてい
る。

スーパー（営業
担当）

お客様の様子 ・年末年始の際物など必要な物は購入するものの、普
段の生活では節約ムードが漂っており、この傾向に変
化はない。首都圏などのスーパーではかなり良いとの
声を聞くが、東北地方では既存店ベースで前年をクリ
アするのがやっとの状態が続いている。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・近隣の工事関係が一段落しており、来客数は前年並
みに落ち着いている。また、客単価、買上点数共に変
化はない。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・客単価はほぼ前年並みであるが、来客数の減少が止
まらず、前年比が90％台になっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・１月は来客数の前年比が２ポイント改善している。
しかし、前年12月からは20～30人ほど減少しており、
依然として厳しい環境であることに変わりはない。

コンビニ（エリ
ア担当）

競争相手の様子 ・競合店出店の状況が激化している。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・冬期に入り不安定な天候の影響もあり、厳しい状況
が続いている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・仕入価格の上昇が顕著であるものの、販売価格への
転嫁には時間を要するため、苦慮している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・前年に買い控えていた客が初売り商戦で来店してお
り、売上を伸ばした。しかし、10日以降は来客数が大
幅に減少している。

衣料品専門店
（総務担当）

来客数の動き ・商品の処分で単価などを下げているが、販売量は減
少している。また、来客数、買上点数共に前年を下
回っている。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・前年は消費税増税前の駆け込み需要があったため、
売上が前年比に届いていない。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・年末年始にかけての販売量、販売単価が前年並みと
なっており、客の購買意欲が少し上向きになっている
ことがうかがえる。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・土日の来客数が全く増えていない。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・扱っている商品が、耐久消費財、買回り品なので全
体的には厳しい。２～３か月前と比較して来客数は若
干増えつつあるが、販売量は伸びていない。ただし、
季節商材である学習机などは単価の高い商材であり、
販売量は少なくても金額でカバーしている。

その他専門店
［酒］（経営
者）

来客数の動き ・新年会で多少の人出はあるものの、米価の大幅な下
落の影響により地元の農業関係者の飲食が控えられて
いる。その代わりに家飲みが多いのか、店頭小売の定
番、低価格帯の商品が動いている。また、当地では数
年振りに豪雪ではない冬であり、週末に多少の人出が
あるのがせめてもの救いになっている。

その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・上旬は多少の上向きであった販売量も中旬からは落
ち込んでおり、厳しい停滞状況が続いている。また、
降雪量が例年以上に多いことも一因であり、人が動か
なければ物も動かない悪循環から抜け出せていない。
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その他専門店
［白衣・ユニ
フォーム］（営
業担当）

販売量の動き ・大口や新規の物件がほとんどない。また、地元では
老舗のシティホテルが身売りをするなど、なかなか良
いニュースがない。

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（営業担
当）

販売量の動き ・原油価格の下落を受けて末端の販売価格の低下も進
んでいる。しかし、販売価格が低下しても一般車両の
ガソリン節約志向と灯油の節約意識は相変わらず強
く、需要の回復にはつながっていない。

観光型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・年末から年始にかけて、客の休みの都合もあり予想
よりも若干伸びている。しかし、その後は一進一退し
ている状況であり、平均するとほぼ前年並みとなって
いる。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・個人客のうち特に夜帯の客の利用は、２～３か月前
の来客数と比較しても極端な増減がなく推移してい
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・年末年始は休暇が長く売上は例年より増加したが、
正月明けからは落ち込み始め、月でみると売上減と
なっている。数か月連続で売上の前年比マイナスが続
いており、回復も悪化も実感できない状況である。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・前年夏までは堅調であった個人旅行の商品が、秋口
から変化している。そのため、個人旅行の落ち込みを
団体旅行でカバーしてどうにか売上を確保している。

通信会社（営業
担当）

競争相手の様子 ・取引先である基地局請負業者などの話からは、今年
度４月以降新規基地局の設置がなく、新規事業を模索
している状況であると聞いている。また、新規取引、
販路確保が厳しく、通信業界が組織再編を実施してい
るなか不安を抱えている業者が多くなってきている。
ここ３か月間は成長がなく後退している気配がある。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客の設備投資意欲に改善の兆しがみられない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規の加入者は少ないものの、解約者数も減少傾向
にあるので落ち着いている。年末年始商戦も終わり、
状況にあまり変化はない。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・顧客との会話は相変わらずコスト削減の話ばかりで
ある。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・１人当たりの買上点数が変わらないため、来客数の
伸び悩みがそのまま売上に影響している。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・イベントの開催により、例年より来客数は増加して
いる。しかし、イベント終了後は閑散としている。

遊園地（経営
者）

来客数の動き ・期間限定の営業であったが、来客数は前年並みを維
持している。しかし、税抜き単価での売上はわずかな
がら前年を下回っている。

その他住宅［リ
フォーム］（従
業員）

来客数の動き ・受付件数が依然として増えていない。

やや悪く
なっている

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

来客数の動き ・月の前半にやや良かった来客数が、後半に入ってか
らはかなり悪い日が続いたため、トータルでは例年と
比較してもやや悪いという状況である。例年に比べて
強風の日が多く、天候による悪影響とみている。

一般小売店［カ
メラ］（店長）

販売量の動き ・高額商材の動きが非常に悪い状態が続いている。ま
た、低価格品の販売量も激減しており、売上が落ち込
んでいる。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・１月は正月が終われば特にこれといって伸びる要素
が見当たらない。さらに、前年度は消費税増税前の駆
け込み需要があったので、前年比はやや悪くなってい
る。

百貨店（買付担
当）

お客様の様子 ・クリアランスなどのセール時期にはいっても、客の
動向に変化はない。むしろ、クリアランスで安くなっ
た商品の買上についても渋くなっている。また、クリ
アランスと併用して当店カードのポイントアップを
行っているにもかかわらず、客の動向は非常に鈍く
なっている。

百貨店（売場担
当）

それ以外 ・今月は気温に恵まれ、悪天候が来客数に影響するこ
とはなかったが、裏返せば冬物が売れないという状況
でもある。また、消費税増税前の駆け込み需要で２け
たの伸びをみせた前年の売上に対する対策がいまだ出
来ていない。
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スーパー（経営
者）

単価の動き ・１月は中旬以降減速気味であり、１品平均単価もこ
こ数か月のなかでは最低の伸び率である前年比４％増
加に留まっている。また、来客数、買上点数共に依然
として前年比を下回っており低迷している。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・３か月前と比べて、各種商品、特にラーメン、粉類
商品が値上がりしており、客の節約志向が強くなり買
上点数が減少している。

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・人口が減少しており、来客数が改善しない。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・記録的な大雪となり、駐車場の排雪が間に合わずに
客が入りづらいのか、来客数、客単価共に前年比で落
ち込んでいる。また、足元が悪いため、コンビニより
もスーパーや量販店でのまとめ買いが増えているよう
である。さらに、市内に同じ看板のコンビニが増えて
いるのも大きく影響している。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・客は100％満足するもの以外の購入はしない。ま
た、衝動買いもほとんどみられないので、結果として
販売量が減少している。

衣料品専門店
（店長）

お客様の様子 ・買上客数は前年よりも増加しているが、高単価商品
の動きが鈍い。また、冬物商品の売行きが落ち着いて
きているなか、春物商品の立ち上がりが遅れている。

家電量販店（従
業員）

来客数の動き ・初売りも含めて来客数が減少している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・資材費高騰、人手不足が問題である。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・来客数、販売量共に数か月連続で前年を下回ってい
る。また、ガソリン価格の下落により、ハイブリット
車の販売にも陰りがみられている。

その他専門店
［パソコン］
（経営者）

販売量の動き ・年度末が間近であるが、前年度のような商品の動き
はなく、一部の業者間の動きのみである。平均して商
品の動きは鈍い。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・初売りのにぎわいも１日で終わり、非常に静かな年
明けとなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・相次ぐ異物混入事件の影響なのか、レストランの来
客数がぐっと減ってきている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・年末年始の後であり、客の財布のひもが非常に固
い。また、レストランで食事をする客は年々減少傾向
にあり、今年も予想通りではあるが芳しくない状況が
続いている。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・当店では良い時と悪い時が極端であり、どちらとも
いえない。しかし、客や同業他社からはあまり良い話
は聞かない。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・当地は温泉街であり冬の商品が少ない。また、団体
客が少なく観光バスもほとんど走っていない。新年会
は建設関係と自動車関連の企業が相変わらず目に付く
が、そのほかの企業は非常に少ない。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・11月までは横ばいながらも雰囲気のよかった売上
が、12～１月と前年を下回っている。大企業の業績回
復の報道があっても、地方や中小企業にはその実感が
なく、報道と実生活のギャップにかえって先行きの不
透明感が募っている。そのため、とりあえず行楽観光
に使うお金は控えようという雰囲気がある。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・消費税増税以降、客の動きは鈍いままである。さら
に、年末年始にかけては天候不順も大きく影響し、景
気が落ち込んでいる。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・問い合わせ件数、利用件数共に減少気味である。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・宿泊部門が予想より稼動が悪く、宴会部門も例年並
みの受注ができずに落ち込んでいる。また、レストラ
ンの来客数も減少しており、特にお年寄りの利用が少
なくなってきているように見受けられる。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・先行の予約状況が思わしくない。また、他業種の方
に話を聞いても景気が良くなってきているという傾向
はみられない。

タクシー運転手 単価の動き ・客は天候が悪ければ乗るが、金額的には下がってい
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・相変わらず昼も夜も乗客が少ない。
通信会社（営業
担当）

単価の動き ・１月からの物価上昇は国民生活を圧迫しており、支
出ばかり増えて景気全体が低迷している。
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美容室（経営
者）

それ以外 ・客のお金の払い方は、景気が良い時は１万円札が多
く、景気の悪い時は千円札が多くなる傾向がある。１
月は千円札で支払う客がかなり多く、少し消費を抑え
ている様子が目立った月である。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・建築物件のほとんどが完成の時期を迎えている。ま
た、新たに計画している案件が予算に間に合わず、実
施設計に入れない状況である。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・前年12月より住宅受注が伸びていない。また、内覧
会などにおける来客数も少ない。

悪く
なっている

一般小売店［医
薬品］（経営
者）

販売量の動き ・１月は正月から風邪薬が多く売れたが、必要な薬の
みで他の商品はあまり売れていない。そのため、販売
量は前年比より10％の落ち込みとなっている。

一般小売店［寝
具］（経営者）

販売量の動き ・例年１月は商品の動きが鈍るものだが、今年は一段
と悪い。客からは必要なもの以外を買い控えている様
子がうかがえる。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・相次ぐ値上げ報道や実際の値上げによって、客の心
理及び買い方は完全に消費は控える状況に達してい
る。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・消費税増税後は、地元の工場が閉鎖となったり就職
先がなかったりなどして、客がかなり減っている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・前年12月から来客数が極端に減少しており、オー
ダーの注文も少ない。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・悪天候もあり来客数が少ない。また、前年の消費税
増税前の駆け込み需要で多めに購入した時期と重なっ
ており、今年は購入を見合わせている様子がうかがえ
る。特に、コートなどの高単価なものが売れていな
い。とても厳しい状況である。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・天候のせいもあるが売上が減少している。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・地方経済は非常に低迷している。良い材料もなく来
客数も少ない。消費税増税から間もなく１年となる
が、明るい材料はみえてこない。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・12月の総選挙で激減した来客数を新年会でばん回で
きた飲食店は少なく、全体として景気は更に低下して
いるとみている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・お正月や成人式で着物を着る機会が多い月である。
例年であれば定休日でも着付けの依頼があったが、着
物を購入して着付けをする人が少なくなったのか、今
年は着物を着る人がめっきりと減っている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・販売量が増加傾向にあり、給与、福利厚生に好影響
を与えつつある。

広告業協会（役
員）

それ以外 ・正月初売りでは、流通は前年並みであり自動車販売
は好調であった。また、前年から徐々に電力関係がマ
スコミの出稿を増やしており、各社にとって明るい話
題となっている。懸念材料は、住宅関係は展示場への
入場者数が減少していることから受注が減少している
こと、さらに、各地の主力米の販売が落ち込んでいる
ことである。

変わらない 農林水産業（従
業者）

それ以外 ・農業をめぐる情勢は依然として厳しいものの、燃料
価格の下落が経営を下支えしている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・初売りはまずまず良かったが、それ以降は動きが良
くない。全体的に人の動きが少ないように見受けられ
る。

食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・売上は安定して推移しているものの、わずかではあ
るが今月の計画に届いていない。

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・市況に変化がない。

木材木製品製造
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅部材などの需給バランスが依然として悪い。ま
た、住宅着工数が少なく、販売量が落ち込んでいる。

出版・印刷・同
関連産業（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前も今月も、売上の前年比はほぼ100％であ
り、横ばいの状態である。

土石製品製造販
売（従業員）

受注量や販売量
の動き

・天候に左右されており、特に日本海側は積雪で予定
通り工事が進まない状況である。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

取引先の様子 ・システム系の会社は仕事に対して人手不足の状態で
ある。また、製造業では受注が減少している会社が多
いように見受けられる。

企業
動向
関連

(東北)
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建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・資材の値上がりが続いているが、客には値引きを要
求されており、利益に期待が持てない。

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・大型の公共工事などの受注が一段落しており、大き
な変化はみられない。

建設業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・大きな変化はなく、現状維持が続いている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・物量の増加に期待が持てない。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注状況は今のところほぼ計画どおりに推移してお
り、安定している。

通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・景気回復を実感できない。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・増収、増益の会社が増えてきている。また、風力発
電の動きが活発になってきている。

広告代理店（経
営者）

受注価格や販売
価格の動き

・円安の影響で原料費が高騰している。そのため、経
費を抑えるために来季予算において広告物の単価引き
下げを要求されるケースが数多く出てきている。

広告代理店（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税前の駆け込み需要の反動減とともに先行
きの不透明感もあり、受注量がやや低迷している。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・ガソリン価格、灯油価格の低下は消費者にとってプ
ラスとなっているが、食品を始め生活必需品全体の価
格は上がっているため、実質的なプラスを実感できな
い。

公認会計士 取引先の様子 ・建設業関係は利益を出している会社が多いが、大き
く伸びている状況ではない。また、小売業関係は少し
ずつ売上が回復してきているが、業績は前年比を下
回っている。

その他企業［企
画業］（経営
者）

取引先の様子 ・住宅や設備リフォームが停滞したままである。営
繕、修繕といった軽工事はあるが、増改築や設備更新
といった需要は低迷したままである。

その他企業［工
場施設管理］
（従業員）

取引先の様子 ・新品種の立ち上げなども行っているが、それによる
設備工事も増えている。

やや悪く
なっている

農林水産業（従
業者）

受注価格や販売
価格の動き

・農協より前年の秋に出荷したふじりんごの精算書が
届いた。販売単価は前年の８割程度である。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・売上額及び来客数が前年同月比で減少している。

食料品製造業
（営業担当）

受注量や販売量
の動き

・東北地区での売上不振が続いており、販売量は前年
比98％となっている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・自動車部品については、国内の自動車販売が一段と
低下しており、その影響を受けている。

コピーサービス
業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・毎年１月に恒例の展示会を行っているが、来場者数
が予想以上に少ない状態である。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・依然として取引先の廃業などが続いており、売場が
減少している。また、売上があるところでも、以前と
比較すると売上や販売量の減少が顕著に表れている。

その他非製造業
［飲食料品卸売
業］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・飲食店向け、一般消費者向け出荷共に不調である。
新年会の開催が随分と少なかったことが飲食店向けの
出荷不調の原因であり、また、一般向けの出荷量も悪
い数字であることから、全般的に飲酒を伴う食事には
出費を控える傾向があるのではないかと危惧してい
る。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・前年同月比で減少が続いていた新規求人数が増加に
転じたこともあり、有効求人数も３か月ぶりに前年同
月を上回った。また、有効求職者数が引き続き減少し
ていることから、有効求人倍率は過去２番目の高水準
となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・12月の新規求人数は前年同月比33.0％の増加となっ
ている。また、新規求人倍率は2.61倍と７か月連続で
２倍を超えており、好調が続いている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・有効求職者数が減少しており、３か月前は1.40倍で
あった有効求人倍率が、今月は1.51倍に上昇してい
る。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・今までの求人は復興関連、介護福祉関係の業種に
偏っていたが、現在は製造業などの求人も増加傾向に
ある。

雇用
関連

(東北)
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変わらない 人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・塾、外食、小売り、ホテル業などの不人気業種に求
職者が集まっていない状況に変わりはなく、景気は良
いとみている。

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者数がやや持ち直しているが、企業からの求人
依頼とのマッチングが難航している。

アウトソーシン
グ企業（社員）

それ以外 ・ここ数か月の仕事量が前年と比較しても変わらな
い。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・相変わらず正社員の求人数が少ない。また、非正規
雇用の求人数も横ばいである。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・求人広告の売上は３か月前とほぼ同水準であり、依
然として県外勤務地の求人がほとんどである。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・介護、販売員などのあまり応募希望者がいない業種
を除き、求人募集は増加していない。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者数は前年同月比２けたの減少であり、有
効求職者数も21か月連続で減少している。また、求人
倍率は今年度最も高い数値となっている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・有効求人数はやや減少傾向にあるが、有効求職者数
が前年比10％前後で減少しているため、有効求人倍率
は引き続き高水準となっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数は前年同時期と比べても減少している。
しかし、それ以上に有効求職者数が減少しているの
で、求人倍率は高い水準を維持している。しかし、求
人数の増加となる人員の補充が大幅に増えているわけ
ではない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数の前年同月比は17か月ぶりに増加に転じ
たが、新規求職者数、有効求職者数、有効求人数は微
減している。また、有効求人倍率はこの１年の間0.8
台後半～1.0台前半で推移している。そのため雇用が
落ち着いているという印象であり、大きな変化はみら
れない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・年末の総選挙の派遣受注特需により、当社全体で約
２千万円の売上を計上している。悪化の一途をたどっ
ている第３四半期に若干のカンフル剤とはなったもの
の、一過性の案件であり、景気が良くなっている実感
はない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・総選挙後、年が明けても求人数が伸びていない。京
阪からのオファーは伸びているものの、地元企業から
の求人が落ち込んでいる。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・首都圏からの求人広告は増加傾向であるが、地元の
個人消費は伸びておらず、好況感がない。

悪く
なっている

－ － －

　３．北関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・消費税増税後の買い控えの影響が最近薄らいできて
いるが、物価の上昇に伴い、買上数量が減っている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・新学期になり来春の学校の納品が始まるわけだが、
注文などをみると前年並みに入っているので、景気は
悪いと思っていたがそれほどではなく、いくらか上向
きかなという感じを受けている。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・売上が前年比で101％、客数が99％となっている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・初売りより販売が良好な状態が続いている。

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・３か月前は台風、御嶽山噴火など、かなり観光業に
とっては厳しい状況であった。それから比較すると現
状は例年並みに推移しているため、身の回りの景気は
やや良くなっていると判断している。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・正月の帰省客や新年会などで３か月前と比べれば良
くなっているが、前年の１月と比べると景気は決して
回復していない。

通信会社（局
長）

販売量の動き ・新規契約者数は昨年７月から引き続き上昇傾向にあ
る。また、解約件数も減少傾向にある。通信サービス
は家計的にはまず節約対象となるが、解約が減ってい
るのは景気が良くなっているためかと考えている。

家計
動向
関連

(北関東)
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変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・初売りは近郊では大型店、デパートに大変な人出が
あったようだが、商店街、町内は全く静かな正月で
あった。駅前通りといえども路面店に入る人は本当に
少ない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街の空き店舗を改装し、昨年よりオープンした
映画の衣装展企画が功を奏し、商店街、まちなか回遊
効果が出ている。空き店舗の開店、店舗リニューアル
なども増えてきている。

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・暮れから正月にかけての休日は長かった。観光地な
ので忘年会等が盛んに行われて潤っていたが、正月に
入ってからは新年会が大分減っている。この周辺でも
休日明けは皆が控えて静かにしている。大型店も土日
のにぎわいの反動で平日は動きが少ない。今年も１月
が普通の月のようでぱっとせず、正月らしさが感じら
れない状況である。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・景気は決して良くないと思うが、石油製品、特にガ
ソリンや灯油が値下がりしているので、多少ほっとし
ているような感じがある。

百貨店（店長） 販売量の動き ・先行き不透明感が増す中、財布のひもは固く、無駄
な物に消費をしない傾向は強いと感じている。

百貨店（店長） 来客数の動き ・宝飾品や３万円以上の衣料品が相変わらず売れてい
ない。生鮮食品も一部高額品は売れるが、全体的には
安価な商品の動きが良い。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・１月になっても来客数の減少は変わらず、競合店に
行ってもそれほどのにぎわいは感じない。どちらかと
言うと、１回の買物額は変わらないが、来店回数が
減っていると感じている。買上単価は上がっている。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・１月も12月同様に売上は９掛け、客数自体も同じ状
況である。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・天候、気温の安定が寄与し、食品は堅調な動きで、
既存店売上は前年同期比104％前後で推移するも、
コートなどの重衣料は不調である。チラシやメモ書き
を持っての買物で節約志向が顕在化する一方、刺身や
牛肉などの高品質品の動きも良く、消費マインドの二
極化が感じられる。

スーパー（商品
部担当）

お客様の様子 ・来客数の減少はあるものの、単価上昇傾向が続いて
いるため、売上は維持している。また、年明け後、一
部商品が値上がりしているが、買上点数や買上単価に
変動はない。

コンビニ（経営
者）

競争相手の様子 ・近くの牛丼店が24時間営業を再開したため、来客数
がまた減ってきている。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・先月から工事の関係で若干交通量が変わっている
が、来客数は特別大きな変化はない。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新車、中古車共に、販売量、売上の厳しい状況が続
いている。車検等についても客が安い方に流れ、当業
界は政府の掲げるデフレ脱却とは真逆の方向に進んで
いる感がある。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・相変わらず軽自動車中心の販売で台数も落ちてい
る。客はどうしても駄目ならば買換えをするが、それ
も消極的である。当地域の年末賞与は今一つだったよ
うである。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・中古自動車の販売は低価格の軽自動車が多く、利益
が少ないのが現状である。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・観光地でホテル勤務やホテルオーナーの客が多いた
め、毎年１～２月は販売台数が極端に落ちる。毎年の
ことなのでそう驚きはしないが、今年は例年になく新
車、中古車共に売行きが悪い。

乗用車販売店
（管理担当）

販売量の動き ・ガソリン価格は低下しているものの、急激な円安に
より、衣料、食品類の価格が上がり、消費マインドは
依然低迷している。

自動車備品販売
店（経営者）

来客数の動き ・通常の１月の販売に比べ、動きが鈍いところもある
が、客の動きや販売量がやや増えてきている。

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・雑貨を扱っているが月間を通じて変わらない印象で
ある。ただ、前年は消費税増税前の駆け込み需要が
あったため、売上、客数共に前年割れの状況である。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・ランチの利用客は多いが、ディナー客が極端に減っ
ており、売上が伸びず、減少している。
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一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数はほとんど変化していないが、レストランで
選択されるメニューが金額の安いものへ傾斜してお
り、客単価が低下傾向にある。また、期間限定でのお
得なメニューに集中する傾向が強まっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・前月少し上向いたかと思ったが、またちょっと悪く
なったようなので、３か月前と同じくらいである。宴
会の動きは比較的良いが、フリーの客がとても少な
く、集客をいろいろ考えないといけないかと思ってい
る。

都市型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・来客数は伸びているものの、単価の低下が不安材料
である。２月中旬までは残念ながら閑散期となるた
め、現状維持で落ち着きそうである。

旅行代理店（所
長）

来客数の動き ・年末年始はほぼ順調であったが、それ以降は例年同
様の状態である。体育大会がない分、実績はマイナス
である。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・原油は下がっているものの、為替が円安傾向から変
わらないため、旅費が高くなっている。

タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・昼も夜も全体的な動きは３か月前と大差ないが、今
月は前年同月比で３％の増収となっている。

タクシー（役
員）

お客様の様子 ・人の動きはまだ活発になっていない。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・販売量の増減はなく、横ばいである。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・不動産業界は繁忙期を迎え客の動きも活発となる
が、前年比では大きな変化は感じられない。また、新
築ハウスメーカーについては、前年の駆け込み需要の
反動を受ける形で前年割れが続いている。

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・１月は曜日回りの関係から稼働開始時期が遅かっ
た。客もスロースタートの様子で、後半盛り上がり型
の雰囲気にあるが、トータルでは客の様子に大きな変
化を感じるレベルにはない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・この冬は大雪で、スキー場は早くから滑走可能と
なったものの、スキー客の伸びがそれに比例していな
い。

遊園地（職員） 来客数の動き ・今月は年始の低温の影響により、少なからず出控え
があった。３か月前は２度の週末に渡り台風の影響を
受けているため、今月と３か月前の来客数の動きは大
きく変わらない。

ゴルフ場（総務
部長）

競争相手の様子 ・競合するゴルフ場の入場者数の推移からの判断であ
る。

競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共にほとんど変化がない。
美容室（経営
者）

来客数の動き ・成人式の着付けが例年と同数程度あり、そのために
前月とほぼ同じ売上となった。ただし、ひと月でみる
と売上の良い日と悪い日が極端で波がある。

その他サービス
［イベント企
画］（職員）

お客様の様子 ・イベント開催時における景気判断はなかなか難しい
が、地方が改善方向にあるとは感じられない。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・今月は正月休みもあり稼働日が少ないため、３か月
前と比べても来客はかなり少なく、成果を残せず１か
月があっという間に終わってしまった。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・安い物件については引き合いが若干増えたような感
じだが、やはりローンを組むのが難しいのか、所得が
低いのか、なかなか成約には結び付かない。アパート
等についても安い物件は何とか入居があるが、ちょっ
と高めの物件だと相変わらず空き家が多い。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・閑散としている状態を何とかしたいと思っている
が、打つ手が見つからない。日中でも人出が少なく、
通りはいつもがらんとしている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・正月休みを過ぎたあたりから来客数が激減した。寒
さに負けてしまったようである。

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・商品の動きが非常に悪い。来客数も少ないが、業務
に関わる電話も少ない。商店街にも人の姿が見られな
い。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・新年の挨拶回りと合わせて、通常の月より力を入れ
て客を回り、営業活動をしているが、購入意欲がなか
なか感じられない。

一般小売店［青
果］（店長）

来客数の動き ・午前中に施設や学校、病院等の納品の用意をして、
午後はほとんど来客数がなく、大変厳しい状態であ
る。
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百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・クリアランスセールがスタートしたが、中旬以降は
来客数、客単価共に前年割れという状況である。特
に、婦人、紳士のアパレルが不調で、セール品とはい
え不要不急品の購入は控えるという慎重な消費行動が
より顕著に見受けられる。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・新年以降、来客数が減少しており、消費の冷え込み
を感じている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・買上点数は増えているが単価の低い商品のみの購入
が目立つ。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・正月明けで天候はそれほど悪くなかったが、それに
しては販売量が思わしくない。

衣料品専門店
（販売担当）

販売量の動き ・客は見ると欲しくなるので出て来ないようで、来店
頻度が下がっており、客単価も極端に低くなってい
る。ストレスがたまっているので発散しようとはして
いるが、それ以上に景気が悪く、自分たちの生活を守
るという優先順位は決まっているので、当店のような
婦人服まではなかなか買物できるような状況にはない
ようである。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・原材料の値上げにより、商品原価の上昇が売価の上
昇につながり、売上高を維持するという流れで、見か
けは変化がないように見えるが、販売量は減少してい
る。また、原価上昇分をすべて吸収はできず、粗利益
率も下降してきている。

その他専門店
［燃料］（従業
員）

単価の動き ・単価の変動が大きく、値段が下がっている。安定価
格になっていない。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・年末が少し良かった分や正月の反動が今になって来
たようである。いずれにせよ地方は全く良くない。

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・客の動きについては３か所のビジネスホテルいずれ
も前年と比べて稼動が低く、販売量の動きが悪くなっ
ている。12月は通常稼動が良い月であるところ、少し
落ちていると感じていたが、それが１月も反映された
ような感じである。

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・客足が鈍く、受注も少ない。国内旅行についてはバ
ス料金の改定があり、旅行代金が高騰したため、申込
が少なくなってきている。また、海外旅行も円安の影
響や情勢不安のため、国内同様に申込が少ない。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・販売量が減少している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・正月でお金を使って大変だからか新年会をやらない
という人が多く、タクシーを利用してくれない。駅で
は大勢の人が降りてくるが、タクシーの利用客がいな
い。駅構内に入ると、乗車するまで２時間待ちが当た
り前になってしまっている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・新規加入が低調である上に解約も続いている。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・天候不順が大きく影響し、天気予報でも寒波や降雪
などの予報が多く発表されていることから、出控えに
つながっているようである。

美容室（経営
者）

競争相手の様子 ・今年の成人式の着付けの人数を各店主に聞くと、昔
からの美容院はそれなりの人数を確保できているが、
地域に密着できていない店はあまり取れていない。着
付けは写真屋、貸衣装屋、着物屋などが入り乱れて激
戦である。異業種に取られないように常に営業してい
かないと、段々他業界に取られていく方向である。

その他サービス
［立体駐車場］
（従業員）

来客数の動き ・例年選挙後は来客数が伸びるが、今回は逆に若干
減っている。単価が横ばいのため、総体的に売上もや
や悪くなっている。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・仕事に遅れが出るような状況だったが、新規物件数
が減ってきている。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・１月ということもあって、情報がほとんどない。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・11月の消費税増税時期の延期以降から来客数が減少
している。年が明けたら改善するかと思っていたが、
依然動きが鈍い。３か月前と比べ、来客数は更に減少
している。

悪く
なっている

一般小売店［衣
料］（経営者）

販売量の動き ・当店は学生関係のお店なので、１～３月くらいは学
生服の販売で良くなるような感じがするが、全体的な
客の様子はあまり景気が良いような話が聞こえてこな
い。
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百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・冬物セールが不調、特に、衣料品が婦人、紳士、子
どもいずれも低迷している。販売数が落ちており、不
要不急な物への支出が極端に絞られている。３か月前
と比べると極端に悪化している。

家電量販店（店
長）

単価の動き ・昨年は消費税増税間近であることから、住宅着工に
伴った大型電気製品のエアコン、冷蔵庫などが好調で
あったが、今年は一転して不調である。金額比で60％
程度、単価も大幅に下がっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・この３か月間で仕入原価率が５ポイント上昇し、来
客数は11月より12月、12月より１月と減少が続き、売
上額は近年になく減少している。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・じわじわと厳しさがしみてきている。月を追うごと
に販売量は下降の一途をたどっている。

ゴルフ場（支配
人）

それ以外 ・今月は正月から降雪が多すぎ、クローズ日が例年の
1.5倍の状況である。人件費、融雪剤等の経費がかさ
み、厳しい月である。

良く
なっている

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・本業の環境装置は行政向けの５、７、10年リースで
あるが、増設が続き、売上は増えるばかりで好調であ
る。フロンの冷媒回収装置は、新型の単価310万円の
回収機の廃家電プラントへの納入が続いている。自社
の太陽光発電関連では、円安の局面下における仕入価
格上昇を回避するため、国内比重の大きく品質の高い
メーカーから円建てでの購入を行っている。

やや良く
なっている

窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べて良くなっているというのは季節的
要因も大きい。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・徐々にではあるが業種を問わず仕事の動きが出始め
ており、数社からスポットの増産オーダーが入り始め
ている。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先の自動車完成メーカーの輸出量が増加し
ている。

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事は前年比10％増の発注額があり、アベノミ
クス効果が続いている。当社の受注額も前年比10％増
なのは有難いが、相変わらず最低価格での受注なので
利益確保は厳しい。発注主が最低価格の引上げをして
くれることを願っている。

変わらない 化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と同等の生産量、販売量になると思われ、
比較的好調であった時期と変わらない程度の水準を確
保できる見通しである。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・年始も特注品受注の対応が続いている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・良い企業と厳しい企業がはっきりし、一段と格差が
ついてきている。倒産は少ないが廃業をする企業が数
件みられ、小企業は選択を迫られている。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の様子等に変わりはない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・現状は新生活商品、白物家電やインテリアなどの物
量は例年並みとなっている。また、原油価格も下が
り、燃料コストが下がったため、利益が増えている状
態である。

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・自動車関連部品の製造業は好調のようだが、その他
の製造業はそうでもない。また、個人消費では、この
ところの寒さの緩みで衣料品が低調である。

金融業（役員） 受注価格や販売
価格の動き

・円安で原材料費が高くなっており、人件費もかなり
高騰しているため、採算面が非常に苦しくなってい
る。また、市場のパイが少なくなっているので、１つ
の仕事を取るのに競争から利ざやが非常に縮小してい
るということである。

広告代理店（営
業担当）

取引先の様子 ・年末年始の集客状況は、家や車、結婚式など高額な
商品ほど厳しい状況で、個人消費は活発にならないの
が現状である。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

取引先の様子 ・県内を毎日走る個人経営の定期便の運転手が、燃料
価格が下がったのは嬉しいが荷物の依頼がなく、物流
が低調だと嘆いている。今月のチラシ出稿量は前年比
93.3％である。

企業
動向
関連

(北関東)
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経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・街なかの商店、飲食店などに活気がなく、下請製造
業、建設業などの業況も芳しくない。そうした中、ご
く一部であるがわずかに資金繰りが改善しているとこ
ろもある。

社会保険労務士 取引先の様子 ・中小企業の事業主と話をしていると、景気が良いと
いう事業主はほとんどいないが、サービス業の事業主
は皆バイトが集まらないと話している。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・特段の変化はみられない。

やや悪く
なっている

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べ、仕事量は減っている。テレビで報
道されているような良い話は、身の回りに何もない。

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年間で最大の宝飾展示会が開催され、海外バイ
ヤー、特に中国を対象とした企業は好調であったが、
当社のような国内バイヤー対象のところは軒並み苦戦
している。国内マーケットの冷え込みは予想以上に厳
しい。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・年度末であるこの時期に、現場の手が空き始めてい
る。例年であれば考えられないことである。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・円安に伴う原材料の高止まりなどマイナスの影響が
広がっている。個人消費の回復に向けた戻りも緩慢な
状態が続いている。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・建物物件の管理について、傷んでも簡素化して経費
削減する傾向がみられる。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・今月は立ち上がりがあまり芳しくなく、推移してい
る。一過性のものであればよいのだがと思っている。

悪く
なっている

食料品製造業
（製造担当）

それ以外 ・依然として原材料価格が高騰しており、いまだに商
品価格に転嫁できておらず、赤字か赤字ぎりぎりのと
ころで非常に厳しい。販売点数も落ちてきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・12月まではそれなりの数字できたが、１月になって
から急激に受注量が悪化している。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・メインの取引先からの電話システムの送受器組立受
注が昨年から急激に落ち込んでいる。

不動産業（管理
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・先月から言われていた、受注管理業務の大幅見直し
要請のため、売上が大幅に減少している。人員の割り
振りを変更し、余剰となったため、経費が増えてい
る。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・このところ30人くらい新しい依頼があり、３か月前
よりは少し忙しくなってきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・円安の影響で輸出による利益が増えつつある事業所
があり、半導体や実装機の受注が伸びてきている。一
方、原材料費の高騰により、経費がかさんで景気が悪
くなっている事業所もあり、すべての業種で景気が上
向きというわけではない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人が増加し、求職者が減少しているように感じら
れる。また、正社員募集も増加している。

変わらない 人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・製造業の自動車関連や電子については、ちょうど年
末年始で稼動が少なかったこともあり、ほぼ横ばいか
若干落ちている傾向である。やはり円安の影響が出て
きており、医療や食品の消費税対策でかろうじて消費
が伸びているという状況なので、３か月前と比べると
ほぼ同じぐらいである。スーパーやデパートについて
は若干持ち直してきている。

人材派遣会社
（管理担当）

採用者数の動き ・派遣社員の採用数に変わりはない。年始の短期派遣
は伸び悩んだ。

人材派遣会社
（支社長）

採用者数の動き ・１月は求人の引き合いが例年より少なく、動きの弱
さを実感する月であった。加えて人材の動きも悪く、
どちらも動きがないために商売にならない月となって
いる。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・周辺の製造業は人手不足をあまり感じておらず、今
いる人員で対応できる様子である。求人募集賃金も２
年ほど横ばいで、パート求人の募集賃金の下限は上昇
したが、これは最低賃金の引き上げの影響かと思わ
れ、人手不足から引き上げたという様子ではない。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・企業は採用者数を減らした上、今まで以上に合否に
時間を掛けており、長ければ２か月もたってから通知
をするところさえある。

雇用
関連

(北関東)
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求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・一部の製造業を除き１月の景気は低迷しており、求
人広告を出す企業は極端に少ない。

悪く
なっている

○ ○ ○

　４．南関東（地域別調査機関：（株）日本経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・少人数だが週末に席の予約をする電話がかなり増え
てきている。今までにそういったことはなかった。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・契約数が例年の１月に比べて伸びている。

やや良く
なっている

一般小売店［和
菓子］（経営
者）

販売量の動き ・年末年始の需要期に前年と比べてかなり伸びたの
で、売上が若干上がったが、後半にきて天候不順など
でやや落ち込んでいるため、さほど変わらない売上に
なっている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・昨年の消費税増税後から販売不振が継続していた
が、夏ごろからの食料品、日用品の回復に続き、昨年
12月の総選挙を境にして、現政権の景気回復策への期
待からか、高額品についても前年比で上昇に転じてい
る。１月の初売りも福袋をはじめ好調に推移してお
り、昨年の消費税増税前の駆け込み需要の反動減を吸
収して、売上が伸びている。

百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・年明けから展開しているセール体制が奏功し、来客
数が増加して買い回りも伴い、成果を上げている。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・来客数は前年と比べて相変わらず悪いが、単価が上
がっているので売上は何とか前年をクリアし、多少良
い状況である。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・年末年始という気分的な面で、購入する客が多く
なっている。その傾向が極端に出てきている。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・厳しい状況にあるものの、販売高の前年比のトレン
ドが前月、前々月に比べ回復傾向にある。

衣料品専門店
（統括）

販売量の動き ・年末年始の初売りやバーゲンに市場は活発に反応
し、来客数が伸びたことが大きな要因である。

家電量販店（経
営企画担当）

販売量の動き ・前年の同時期は消費税増税前の駆け込み需要が始
まっていた。当初の計画との比較では上回っている。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・初売りの宣伝効果があり、来客数が増えて新車の成
約数もかなり上がっている。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・個人消費はあまり変動がないが、法人は上向き傾向
である。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・年末年始商戦に数字もさることながら勢いを感じて
いる。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・チェーン店と差別化した純和風テイストが外国人の
みならず、インターネットを通して若い世代にも受け
入れられている。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・海外旅行の早期申込があるため、やや良くなってい
る。

タクシー運転手 お客様の様子 ・日中は依然として動きが良い。会社、病院、一般家
庭からの無線本数も増えている。新年会の影響もあ
り、出だしは良い。

通信会社（経営
企画担当）

それ以外 ・案件情報の件数の増加傾向と技術者募集動向の活性
化から、やや良くなっている。

その他サービス
［福祉輸送］
（経営者）

お客様の様子 ・新しいタイプの新車が技術的にも進歩した形で出始
めて話題を集めており、引き合いや来店客が多い。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・設計はスパンが長いものなので、１本決まるとしば
らくの間は横ばいが続く。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・早く良くなってほしい。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・最近、客は非常に慎重になっており、お金を出し渋
るような状況がみえる。契約まで持っていくのが大変
困難になっている。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・とにかく販売量が動かなくなっているので、大変で
ある。近隣に大型店ができたこともあり、かなり心配
である。

家計
動向
関連

(南関東)
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商店街（代表
者）

来客数の動き ・商店街で物販店２軒が閉店したが、その後に入って
くるのが接骨院などの非物販店のため、客が離れてい
くような状況で非常に苦労している。やはり商店街と
いうのは生鮮三品が充実していなければならないとつ
くづく感じている。

商店街（代表
者）

それ以外 ・最近、商店街では後継者がいないため、廃業による
空き店舗が増えている。店舗は築20～30年の建物が多
く、入居のためにはかなりの手直しが必要となり、手
つかずの物件が増えている。商店会加盟店の脱会も悩
みである。

商店街（代表
者）

それ以外 ・クレジットカードの取扱高は順調に増えている。た
だし、クレジットカードを扱うような店が良いだけ
で、単価が低いところや飲食店は苦戦している。年度
替わりに向け、店の入れ替わりの波が来ている。動き
はあるが、景気の波が底堅いとは言い切れない。

一般小売店［家
電］（経理担
当）

販売量の動き ・３か月前も景気は良くなかったので変わらない。年
が明けて静かな時期でもあり、物はあまり動かない。
同業者間でも同じような話が多い。

一般小売店［印
章］（経営者）

来客数の動き ・路面店のため天候にも左右されるが、正月を挟んで
いるため、客の動きが非常に少ない。

一般小売店［米
穀］（経営者）

来客数の動き ・商品の動きと客の動きをみると、今一つと感じる。

一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

販売量の動き ・小売に関しては単価は変わらないものの、来客数が
徐々に増えており、売上が上がっている。一方で、外
商は案件数が乏しく、トータルで考えると変わらな
い。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・富裕層に関しては高額な時計や宝石などの動きがあ
るが、中間所得層は商品をよく吟味して購買するケー
スが多い。セール品も安いから買うという行動が前年
より厳しくなっている。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・食品や婦人服など基本アイテムの売上が100％前後
である。これからも変わらず、非常に不透明な状況が
続く。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・先月から大きな変化はなく、依然として消費は低迷
し売上は厳しい。特に、買上率は前年度と比べ10％低
下しており、客は目的の商品だけを買い無駄使いをし
ない傾向にある。客のマインドがまだ消費には動いて
いない。

百貨店（広報担
当）

単価の動き ・購買行動の二極化が進み、高額所得者による高価格
帯の売上が比較的好調である反面、ボリュームゾーン
の売上が減少している。また、インバウンド消費も都
心店は多大な恩恵を受けているが、同じ都内でも少し
外れた店舗は、それなりの売上増でしかない。結果と
して全体の売上はやや減少となっている。単純に景気
が上向き、下向きとは言い切れない状況にある。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・決して良くはなっていない状況である。例年に比べ
来客数が少なく、本当に欲しい客だけが来店してい
る。クリアランスを迎えているが、大きな盛り上がり
はない。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・初売りは食料品福袋等が好調で、前年比で２けたに
迫る伸びを示している。婦人服を中心としたクリアラ
ンスは非常に厳しく、大きく数字を落としている。重
衣料の動きが厳しいこともあり、購買単価が上がらな
い。一方、高額絵画が売れるなど、宝飾品等の動きは
良く、さらにインバウンド需要も堅調に伸びている。
ただし、ボリュームの大きい婦人服関連の動きが悪い
ため、全体としては伸び悩みの状態が続いている。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・冬物衣料クリアランスにおいても堅実な購買は継続
しており、商品選択においては内容と価格を吟味し、
必要な物だけを購入している。ついで買いや衝動買い
は極端に少ない。

百貨店（副店
長）

販売量の動き ・福袋や催事、イベントで一時的に大きく売上をとっ
ても、天候や常備品のマイナスで最終的にはプラスマ
イナスゼロに落ち着く。客は上手に選択しながら店を
使い分けているのではないか。

スーパー（販売
担当）

お客様の様子 ・客の様子をみていると、広告初日の価格が出た目玉
商品やポイント何倍の日、あるいは何割引きの日とい
う特典のある曜日、時間を選んでうまく買い回りして
いるようである。
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スーパー（店
長）

販売量の動き ・３か月前と比べて買上点数が伸びてこない。チラシ
や特売などで安い商品を入れても売れる商品と売れな
い商品とがはっきりしているため、安く売ったからと
いって、点数が上がって売上が上がるということでは
ない。安売りしてもその中から客がシビアに選んで購
入している状況なので買上点数が伸びず、売上もなか
なか伸びてこないため、厳しい。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・点数、来客数は依然として横ばいだが、単価の上昇
がみられない。来店頻度もさほど変化はなく、近隣の
競合店を買い回りしている様子がうかがえる。

スーパー（営業
担当）

販売量の動き ・ここ数か月、来客数、販売量、買上単価共に好調に
推移している。

スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・商品原価の値上げに伴い、売価も上げざるを得ない
状況にあり、一品単価の上昇で前年比２～５％増で推
移している。

コンビニ（店
長）

お客様の様子 ・天候の影響もかなり大きいが、１人当たりの買上点
数が減ってきている。

コンビニ（商品
開発担当）

来客数の動き ・客単価は前年を上回っているものの、来客数が前年
を下回る傾向は続き、改善傾向がみられない。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・値下げ幅を大きくしてもジャケット、コートが売れ
ない。安くても不要不急の物は買わない。今月入荷の
春物の価格はすべて10～20％値上げしており、更に
８％の消費税がかかってくるので、客から高くなった
と言われている。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・冬物バーゲンの最盛期であり、本来なら安くなった
高額品を買う客が多いが、今年は単価の低い実用品や
特別な買得品に集中している。単価の下がった分を来
客数で何とかカバーしている状況である。

衣料品専門店
（営業担当）

販売量の動き ・１月前半はコートなどの重衣料がバーゲンになるた
め、それを狙った客で売上も取れ良かったが、中盤は
来客数が少なくなり苦戦した。後半にコートなどの最
終価格を目指す客が増え、何とか103％で前年を達成
することができた。これで11か月連続で前年達成であ
る。細かな仕入で客を飽きさせない状況が吉となって
いる。

家電量販店（統
括）

販売量の動き ・前年は消費税増税前の駆け込み需要があったため、
前々年と比べても数量の伸びは悪い。反面、単価は確
実に上昇傾向である。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売は昨年の
４月からあまり芳しくない。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新規オープンして４か月になるが、にぎわいが終息
傾向にある。

乗用車販売店
（総務担当）

来客数の動き ・国内の自動車販売会社にとっては厳しい状況が続い
ている。消費税増税の反動減がいまだ続いている。

高級レストラン
（副支配人）

来客数の動き ・法人関連の宴会予約の状況から、変わらない。

高級レストラン
（仕入担当）

単価の動き ・客単価、来客数等も変わらない。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・前年比でみて、３か月前の10月１～24日までの売上
は98.4％、来客数92.5％であった。今月は、１～25日
までの売上で104.6％、来客数100.2％という結果であ
る。曜日まわりが良いからである。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊については高稼働で推移しているが、婚礼、宴
会、レストランについては販売量は減少しており、相
変わらずの状況が続いている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・団体旅行の見積件数や問い合わせの電話は非常に多
いものの、３か月前と比べると販売量は変わらない。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・来店客は年々減っている。インターネットで簡単に
予約ができるようになったので、これから良くなるこ
とはない。

旅行代理店（支
店長）

販売量の動き ・法人関係は３か月前から厳しくなっている。１月は
法人関係がなかなか動かない時期ではあるが、反面、
学生が動くため、全体的な販売量は３か月前と変わら
ない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・深夜タクシーの需要がいかにあるかで世の中の景気
をみることができるが、新年になってあまり良くな
い。前半は正月明けで動きがなく需要が少なかった
が、後半は高速を使う中距離客が多少あった。
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タクシー運転手 お客様の様子 ・例年のことだが、年末から年始にかけて会社の動き
が止まるため、景気の動きはつかみにくくなる。ここ
へきてやっと例年どおりの動きになりつつある。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・１月は稼働日が少ないことから加入獲得予算が低く
設定されているためテレビ、インターネット、電話共
に獲得は堅調であり、解約も予算並みに着地する予定
である。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・契約数の目標はクリアしているものの、上振れ幅が
小さくなってきている。

通信会社（社
員）

お客様の様子 ・加入は順当に獲得できている一方で、解約も増えて
いる。良くなっているという実感はなく、変化を感じ
ない。

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・２月スタートの大手通信会社の光回線卸売りが業界
全体に与えるような影響はまだ見られない。３～４月
以降のトレンドのチェックが必要である。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・客の契約理由はサービス価格の見直しが多く、収入
が増加しない中で家計の支出の見直しを行っている。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・固定インターネット回線は利用しないという理由で
解約するケースが徐々に増えているものの、契約獲得
数は横ばいを維持している。

通信会社（管理
担当）

販売量の動き ・販売量の伸び悩みは継続している。３～４月の繁忙
期における獲得競争は激化するものの、総量を増やす
取組みを業界全体でできていない。新規ＭＶＮＯによ
る取次は増えるものの、デフレ傾向の一面にすぎず、
新しい技術で景気を底上げできていない。

通信会社（局
長）

販売量の動き ・年末年始に契約数減があり、マインド面での盛り上
がりに欠ける雰囲気となっている。また、政府の経済
政策が末端の給与に反映されていない現状で、現場で
はかえって景気が後退している面もある。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・新規加入やコース変更の状況から特に変化は感じら
れない。下位コースへの加入が多く、相変わらず必要
最低限に止めておくという意識が強く感じられる。

通信会社（管理
担当）

それ以外 ・求人への応募状況等に変化はない。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・３か月前の10月は繁忙期に入る月で旅客がかなり出
始める。１月は初詣での旅客があるため、３か月前と
はさほど変わらない。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・ゴルフ場は天候の影響が大きいが、それにしても景
気が良くなってきているという実感はない。思うよう
に利用が伸びていない。

ゴルフ場（支配
人）

お客様の様子 ・景気が上向きそうな雰囲気はあるが、依然混とんと
した状態を感じる。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・個人の所得が上がってないことと、天候不順による
客数減が考えられる。

パチンコ店（経
営者）

競争相手の様子 ・ライバル店の客数をいつも調査しているが、変化は
さほどない。当店も以前とあまり変わらない。また、
低玉貸しといってあまりお金を使わないコーナーは客
が結構いる。単価の動きも少し関係あるかもしれな
い。

その他サービス
［保険代理店］
（経営者）

お客様の様子 ・客は必要以上のものは求めない。景気の上向き状態
を感じながらも消費動向には現れていない感がある。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・新しいプロジェクトの話はあるが、実際に始まって
いるわけではなく、今まで受けていたプロジェクトも
定期的に会議がある程度で、大きな進展がない。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・昨年早々に具体的な予定が延期になって来年にはと
いうことがあったが、今年の１月になっても具体的に
はならず、延期となっている。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・昨年から引き続き、売りアパートに関しては客の動
きも活発で良い方向に進んでいる。ただし、戸建て分
譲は動きが鈍く、他の業者の情報でも在庫が多く残っ
ていると聞いている。

その他住宅［住
宅資材］（営
業）

販売量の動き ・住宅関連資材の受注においてある程度の物件数は確
保できるが、上向くというところまでは感じられな
い。
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やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・消費税増税後から約１年がたとうとしている今、消
費者は実質賃金の伸びを日々の生活消費に回しておら
ず、小売業では苦戦が続いている。駅前のスーパーで
客足を減らしている一方、住宅地に続々出店している
小型スーパーの台頭が、商環境地図を塗り替えつつあ
る。

一般小売店［文
房具］（経営
者）

販売量の動き ・年明けから順調にきたが、途中で悪天候のため急に
落ち、前年よりやや悪い状況である。

一般小売店［家
具］（経営者）

販売量の動き ・12月はやや良かったが、１月に入って大分販売量が
落ちてきている。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

単価の動き ・客は低価格志向で安い物、値引きされている物を選
んでおり、その傾向がますます強くなっている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

来客数の動き ・下旬に入って来客数の減少が目立ち、売上も下がっ
ている。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・例年は寒さが厳しくなるとお茶の売上が上昇して例
年を上回る月があるが、今年は前年同月を下回る売上
高が続いている。お茶の販売量も減少しているが、ラ
ンクでも安い単価の見積が欲しいと言う客が目立つ。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・クリアランスも想定以上に売上が伸びず、以前のよ
うに値段が下がったことで財布のひもが緩むといった
傾向はほとんどなくなり、本当に必要なものでないと
なかなか購買につながらない。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・初売りの集客は前年並みであったが、その後は前年
よりも営業時間が長くなっているものの、来客数は前
年割れで推移している。また、衣料品を中心にセール
商品であっても吟味して購買する客が多く、売上につ
ながっていない。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・昨年、株高による資産効果で売上を伸ばしていた高
額品のうち、輸入時計などは引き続き好調である。都
心の店舗は訪日外国人の売上伸長が著しい。しかし、
主力商材である婦人服のクリアランスが不振であるな
ど、好不調商品のばらつきが大きく、全体としては勢
いを欠いている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・買上額、来店回数共に減少してきている。

スーパー（総務
担当）

お客様の様子 ・１月は気温が下がったにもかかわらず、冬物、防寒
物の動きがあまり良くない。頻度性の高い食品や日用
品の売上も厳しい。前年並みであるのは生鮮食品であ
り、全体的にはあまり良くない状況が続いてる。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・３年ぶりに前年と比べて来客数がプラスに転じてい
る。ただし、単価が低いため、売上はマイナスであ
る。この傾向は続く。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・ここのところ、来客数が減少している。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・ホットコーヒーや一部プレミアム商品の売上を除
き、売上が大きく低下し始めている。近隣の大手スー
パーでの買物が増加し、コンビニ離れが始まったよう
である。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・コンビニエンスストアは近くて便利ということを前
提に商売しているが、四方八方に同じチェーン店や他
社の同業店ができて過当競争になっている。店同士で
客の取り合いをし、皆が苦しんでいる、客はどこでも
同じ商品が買えるので、近くて便利な店へ行くという
ような認識で行動している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・正月明けという季節的要因もあるが、客の消費意欲
は全然盛り上がっていない。アベノミクスの末端への
浸透力は今一つである。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・12月から売上が前年比99.7％と下がっている。天候
や気温は前年と比べても決して悪くはないので、何か
原因があるのではないかと考えている。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・今月は来客数が少なく、冬物セールが売れない。客
の反応が悪く、前年を大きく下回っている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・生活必需品の値上がりや風邪、インフルエンザの流
行で外出を控えており、バーゲンセールの効果もあま
りなく、コートなどの動きもぴたっと止まっている。
極力消費を抑えて手持ち品で我慢している様子がうか
がえる。
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家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・消費税増税の影響が響いてきている。生活必需品な
どの回転は良くても他の分野においては大きな動きは
なく、変わらない。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・2014年は前年の13年と比べると約20％の販売増であ
り、トラックが増えてきていた。１月は前年の約90％
までしか受注できておらず販売量が減ってきているた
め、景気は下向きである。

住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数の減少に伴い、販売量も大分減っている。

その他小売
［ゲーム］（開
発戦略担当）

販売量の動き ・１月は前年比90％程度で推移している。上位タイト
ルと下位タイトルの二極化が激しい。

一般レストラン
（経営者）

販売量の動き ・３か月前と比べると今月は一番悪くなっている。単
価も下がっているが、来客数も落ち込んでいる。ケー
タリングが少しあるが、例年に比べるとかなり落ち込
んでいる。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・12月の年末も含めて１月は３か月前と比べて少し来
客数が減っている。年末年始でお金を使ったこともあ
ると思うがそれは例年も同じなので、あまり景気が良
くないような気がする。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・12月から少し売上が落ち始めたものの、１月の１週
目後半ぐらいまでは良かったが、２週目以降、客足が
急に悪くなっている。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・街などを見ても物が動いていない。当店は焼き鳥屋
だが、売上は上がってはいない。落ちてもいないが、
消費税８％を納税するとあまり良くない。それほど生
活に困っていない人はあまり消費税増税を感じない
が、生活水準の低い人は大変である。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・来客はあるが販売量に結び付かない。客も様々な情
報を持っており、そぐわないようである。なかなか思
うようにいかない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・深夜になると街が静まり返る。
通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・低価格サービスへの移行が進んでおり、目標とする
販売量に到達しない状況が続いている。

通信会社（総務
担当）

単価の動き ・ガソリン等の石油製品以外は、円安の影響で商品価
格の上昇に歯止めがかかっていない。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・早く大寒が終わり春が来ることを願っている。風邪
をひいている人が大変多い。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・現在の仕事は行政の公的な設計が約６割、民間が４
割となっている。行政は新年度の４月から動くが、民
間は全然上向きではない。何をしていいのか分から
ず、先がみえない状態で民間の仕事は低迷している。
様々な形で模索はしているが、全体的に動きがない。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・クライアントは消費税増税等もあり、なかなか投資
意欲がわかないというのが末端の状況である。大企業
は良いとしても中小零細の厳しい状況は変わらない。

設計事務所（職
員）

それ以外 ・年度末が近付いているが、案件発注数が少ない。ま
た、大型案件も少なく、上向きや横ばいという感覚で
はない。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注状況は前年を上回るようになってきたが、昨年
は消費税増税の反動減が大きく、極端に受注状況が悪
い時期であったため、一昨年と比較すると下回ってお
り、厳しい状況は変わらない。受注残が減少してお
り、売上に影響が出てきている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・更なる消費税増税が延期となったためか、増税前の
駆け込み契約が見られなくなり、請負契約締結の減少
が顕著になってきている。

悪く
なっている

一般小売店［家
電］（経理担
当）

来客数の動き ・今月は極端に来客数が少ない。４Ｋテレビが売れて
いるといわれているが、実際はそれほど売れていな
い。今はエアコンの高額品が売れている。

一般小売店［食
料雑貨］（経営
者）

競争相手の様子 ・近隣の大型モールが売上を伸ばしているからであ
る。

一般小売店［祭
用品］（経営
者）

来客数の動き ・年明けから客足がぱったり止まってしまっている。
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百貨店（計画管
理担当）

販売量の動き ・婦人服、特に、コートなどの重衣料の販売量が不振
である。前年の消費税増税前に駆け込みで購入してい
るため売れないのか、クリアランスセールそのものの
魅力がなくなっているのか原因は定かでないが、とに
かく前年を大きく下回っており、３か月前に比べても
景気が悪くなっている。

その他小売［生
鮮魚介卸売］
（営業）

販売量の動き ・天候不順などで入荷が安定せず、売上や利益に影響
している。

住宅販売会社
（経営者）

来客数の動き ・当社は住宅を主に扱う不動産デベロッパー業と総合
建設業だが、住宅事業において消費税増税後の４月以
降は広告をいくら出しても全く反響がなく、客が全く
来ない。ここ30年ぐらいの中でこれほど住宅が売れな
いことはなかった。総合建設業は、建設費の高騰で公
共事業の採算が取りづらくなっている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・今月の販売量は目標数字の約55％であり、３か月前
の販売量と比べても悪い。近年は年末年始だからと
いって住宅建設等の検討が止まることもないが、販売
量は落ち込んでいる。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・個人の消費はまだ回復していないが、新年会の土産
等の注文が企業、団体共に増えている。

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・前年同時期と比較すると微妙に上向きである。新規
の事業受注に見込みが出てきている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・印鑑やゴム印、名刺印刷などの仕事をしている。今
月は会社設立印が４本と通常と同じぐらいだが、ゴム
印の特需が法人関係で２件あり、１件は通信機器会社
の取引先の会社名、もう１件は建築会社から工事件名
の印鑑の受注があり、いつもよりかなり多い。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・引き合いのあった物件での受注が増えてきた。ま
た、見積中の物件も精度のあるもので現場の人をどう
工面するか頭の痛いところである。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・繁忙期に入り、物量が増加傾向である。いよいよ本
格的に忙しくなってきた。

金融業（役員） 取引先の様子 ・輸出関連企業の業況回復を受けて、ようやく下請企
業にも積極的な動きが出てきた。個人消費の回復は遅
れており、特に、日用品を扱う地元商店街は厳しい状
況が続いている。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・主力の所有オフィスビルの入居率が更に上がり、ほ
ぼ満室状態となった。分譲マンションは完成在庫と
なった２物件のうち、ようやく１物件が昨年末に完売
した。残りの１物件については、値引き幅を大きくし
て早期に完売に持ち込む予定である。

その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・円安ではあるものの原油価格の低迷で燃料費が安く
抑えられており、トラックを頻繁に動かすことができ
ている。受注も若干ではあるが、プラス方向に動いて
いる。

その他サービス
業［警備］（経
営者）

取引先の様子 ・警備員の不足により仕事を断っている状況である。
長期現場を優先的に受注している。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・マンションオーナーのインターネット環境整備に向
けた意識が若干向上しており、受注件数が伸びてきて
いる。

変わらない 食料品製造業
（営業統括）

受注量や販売量
の動き

・年末は少し上向いたが、年明けからは伸び悩んでい
る。

繊維工業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・相変わらず「注文が増えない」という声が大半の組
合員から聞こえてくる。中小零細企業、特に、ＯＥＭ
生産をしている製造業者は、ベースアップなどとても
できないという声が大半である。

出版・印刷・同
関連産業（所
長）

受注価格や販売
価格の動き

・年度末に向けた案件が少しずつ動き出しているが、
依然として前年を下回る状況で厳しさは変わらない。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注内容を見ると需要の多い分野、少ない分野が
はっきり分かれており、トータルすると受注、販売量
共に増えてないため、変化がない。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・医療容器、化粧品容器の受注は順調だが、住宅関連
部品の受注に勢いが感じられず、一進一退を繰り返し
ている。

企業
動向
関連

(南関東)
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金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・仕事量は出ているが、価格競争で安く定められ、売
上や利益につながらない。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前年の同時期と比べると売上が15％ほど悪くなって
いる。やはり昨年は消費税増税前の駆け込み需要が
あったからだと今更ながら感じている。

精密機械器具製
造業（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・前月と比べてプラスマイナスゼロである。稼働日も
少ないので製造業の動きは鈍化している。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・同じペースで仕事ができることに有難みを感じてい
る。取引先が非常に努力していることもあり、今の安
定した状態が続いている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・商品が売れない。

建設業（経理担
当）

それ以外 ・引き合いはいくつか来ているが、工事の場所や工期
等で現場監督のやりくりがつかず、受注にまでこぎ着
けない。発注者側でもう少し予算を確保してくれれ
ば、欲しい仕事も出てはいる。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・波がありすぎて、我々中小企業には全くついていけ
ない。

輸送業（総務担
当）

取引先の様子 ・年末に出荷量が若干増えたが、年明けは計画を下回
る状況が続いている。年度末にかけて出荷量が増える
見込みであると荷主は話しているが、増加する兆しが
見えない。

輸送業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気が上向くような継続的な売上増は期待できず、
案件もないため、変化はみられない。

通信業（広報担
当）

受注量や販売量
の動き

・最悪期からは脱したが、10月以降は足踏み状況であ
る。

金融業（統括） 取引先の様子 ・新たな資金ニーズが発生している状況ではなく、今
後も増加傾向はあまりみられない。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先の大部分は中小企業だが、景気が良くなって
いることを実感するようなコメントは聞かない。

金融業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・取引先の中小企業の様子だが、建設業やガソリン価
格の低下で運送業が売上等を伸ばして利益を上げてお
り、好調な業種もあれば、製造業は原材料の高騰でま
だ売上等も上がってこないという状況のため、平均す
るとそれほど変わっていない。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・駅から徒歩４分の１ＤＫの29戸が17戸空室で年を越
したが、今年に入り13戸に申込があり、残り４戸と
なった。この調子で今年は乗り切れればと願ってい
る。また、学生向け１Ｋの家賃を約１万円下げた
35,000円にし、賃料発生を学生の希望する３月として
ようやく満室となった。

税理士 それ以外 ・最寄駅の商店街をよく歩いているが、客がほとんど
入っていない飲食店が結構ある。昔と比べて全然入っ
ていない。

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社が多く見受けられる。
税理士 取引先の様子 ・年が明けて１月が過ぎようとしているが景気上向き

の実感はなく、消費税増税を回避したものの円安の影
響は大きい。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・商店街の新年会で年末年始のセールの反応について
話し合ったが、全体的に反応が鈍かったという声が多
い。賞与はまずまずだったようだが、先が不透明のた
め備えようという意識が消費者に働いているのではな
いかとの全体の意見である。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・金属加工の製造業、板金などの加工業の中小企業で
は、自動車関係であっても相変わらず厳しい。介護
サービス、マッサージ等のサービス業では採用難が死
活問題である。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、受注額共に特段の変動はない。

その他サービス
業［映像制作］
（経営者）

取引先の様子 ・全体的に低調で変化はないが、数年ぶりに就職関連
のＤＶＤ制作の注文があり、求職は増えているようで
ある。

やや悪く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・他社との価格競争で予算が厳格化し、受注は減少傾
向に感じられる。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

競争相手の様子 ・同業他社の印刷会社が業績不振で廃業した。
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一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・新しいテーマの仕事がない。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・引き合い関係が衰えており、景気も一段と悪い方向
に進んでいる。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・どうしても消費者の購買意欲に火がつかない。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・数か月前から作業員の人手不足により人件費が高騰
し、見積が上がっている。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新年に入り、経済活動はまだ活発さを欠いている。
前年に比べると物の動きが若干少ないような気がす
る。

輸送業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・例年１月は稼働日の減少等により売上が下がる時で
はあるが、今月の取扱量は前年同月を下回り、大変厳
しい年の始まりとなっている。

輸送業（営業担
当）

それ以外 ・知人のドライバーは、大手印刷会社の仕事が激減
し、やむなく昼過ぎには帰宅してしまうほどであると
嘆いている。

広告代理店（経
営者）

取引先の様子 ・昨年あった１月の案件のうち２件が休止になった。
表向きの理由は「条件に沿わなくなった」だが、「お
金がない」が実際のところである。２件のうちの１件
は10年以上続いてきた案件なので、お互い寂しい思い
の休止である。

その他サービス
業［ソフト開
発］（経営者）

それ以外 ・近隣の飲食店が倒産しており、なかには数十年も営
業してきた店も含まれている。

悪く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・材料の出方が悪いので良くない。

良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求職者数の動き ・求人数に対して人手が不足している状況である。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前に比べ、求人数が増えてきている。特に、
以前に比べて事務系の求人が増加している。また、派
遣料金アップの交渉においても一定の理解を示してく
れる企業が増えている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・今月は倒産が小さい会社の２社のみである。新規が
32社で金額的には前年の2.5倍相当で、年明けの１月
から相当の盛り上がりである。

職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・正社員の新規求人数は、前年同月比で２けたの増加
率が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は、前月足踏み状態だったが再び増加して
いる。特に、正社員求人数が増加してきている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は建設業、派遣関係など一部で減少している
ものの、全体では正月を過ぎても引き続き前年比50～
60％の増加傾向となっている。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・どの業種も特に求人が増えているものはない。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・人材依頼の受注量は前年以上、登録者数は前年以下
の構図は変わらず、成約数は伸び悩んでいる。

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・時給は少しずつ上昇傾向にあるが、採用数自体にあ
まり変化はみられない。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・今まで派遣を利用していない企業からの問い合わせ
等も増え、労働力不足感が出てきており、派遣需要が
若干多くなってきている。しかし、新規登録者が少な
く、雇用に結び付いていないため、数か月前とさほど
変わらない。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・求人数は横ばいであり、目立つ業界、業種も特にな
い。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・2015年卒の採用は最後の追い込みに入っているもの
の、今から急きょ採用を増やす企業は少ない。16年卒
の採用が活発で、12月のインターンシップから内々定
が出始めている。３か月後倒しにして学生、企業双方
にとって効率的な就職戦線を目論んでいたが、逆に長
期化すると想像する。ビジネス機会は増えるのではな
いか。

求人情報誌製作
会社（広報担
当）

採用者数の動き ・取引先などで事業所等に人を増やすという話をしば
しば耳にするようになっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は前年同月と比較すると10％程度増加してい
るが、介護関係が多く、ここ数か月間、状況に変化は
ない。

雇用
関連

(南関東)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前月と比較し若干減少傾向であるもの
の、高止まりで推移している。しかしながら、正社員
求人数でみると介護、建設等の人出不足の業種を除く
と、求人数の伸びがあまりみられない。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・幅広い業種で求人依頼が出ている。年齢層は若年か
ら中堅が主だが、職種によっては55歳からの求人も出
てきている。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人数については特に業界に偏りなく、引き続き維
持傾向にある。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・求人意欲は依然として高い。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得件数は前年同月比で微増状態であり、大き
な変化はみられない。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －

　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の表情が、どんどん明るくなっている。

都市型ホテル
（支配人）

来客数の動き ・単価はまだ低いものの、宿泊客数はリーマンショッ
ク以前の水準にまで回復しつつある。しかし、宴会需
要は低迷している。レストラン部門では、個人客は好
調だが法人需要は弱い。

やや良く
なっている

一般小売店［自
然食品］（経営
者）

来客数の動き ・テレビ等の影響も考えられるが、今月後半から少し
ずつ新規客の来店がある。消費者は、必要な物は購入
するように感じる。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・初売りから１週間は、クリアランスセールの商品を
目当てに、良い物を安く買おうとする客が多かった
が、特売品のサイズが不ぞろいになってくると、安く
なくても良いので品物が欲しいという客が増加してい
る。紳士靴が金額とは関係なく売れはじめ、平日でも
売上の良い日が続いている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・会社が利益を出して体力のある間に同業他社やド
ラッグストアへ対抗するため、一部商品の価格を見直
し、一層の安値で販売をした結果、来客数が更に伸び
始めている。

スーパー（店
員）

来客数の動き ・年が明ければ売上が若干下がると予想していたが、
良い天候に恵まれて客足は鈍っていない。以前のよう
な節約ムードは感じられない。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・客単価が前年同期よりも２％以上、上昇している。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・ここしばらく、来客数は前年割れで客単価は前年を
上回るという傾向が続いていたが、今月は、来客数は
まだ前年割れではあるもののかなり回復し、客単価は
高い水準を維持しているので、売上が回復している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・新商品効果やお買い得キャンペーン、コーヒー需要
の伸び等で、来客数が前年に比べて２％改善してい
る。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・例年１～３月は増販期であり販売台数は増加してい
るが、それを差し引いても10月頃と比べると多少景気
が良くなっている。４月からの軽自動車税の増税も影
響している。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・春からの軽自動車税増税を前に需要が喚起され、購
入意欲も高まって成約の後押しとなっている。

その他専門店
［貴金属］（営
業担当）

単価の動き ・期間限定の催事では、販売単価が前年よりも大幅に
上がっている。また、通常時の店頭への来客数や販売
単価も、徐々に増加する傾向にある。

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・正月明けから、例年になく多数の大型案件が入って
おり、好調である。

家計
動向
関連

(東海)
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観光型ホテル
（販売担当）

来客数の動き ・売上が当初予定を下回った３か月前と比べると、や
や良くなっている。単価は下がっているが宿泊人数は
増えており、馴染み客以外から大型宴会を受注したこ
ともあり、予算ぎりぎりではあるが前年を上回る見込
みである。

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・法人利用の宿泊、宴会利用が好調で、リーマン
ショック前の状況に戻りつつある。客単価の動きも良
好である。

タクシー運転手 来客数の動き ・１月ということもあるが、夜の集まりでの利用客が
多い。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・ＮＧＮ（次世代ネットワーク）関連の設備投資が増
加傾向である。

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

競争相手の様子 ・介護事業では、利用希望者数が増加しているため、
入居希望者を選別しながら、より良い介護サービスを
提供できる環境が整いつつある。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・年明けから今月上旬の販売量はまあまあであった
が、中旬以降は販売量が激減している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・客単価が低下しているので、販売量、売上高の増加
につながらない。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・販売量の動きからは景気の停滞を感じる。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・初詣の時期に大雪の影響で道路上の障害が続いたた
め、観光客が予想以上に減少している。

一般小売店［生
花］（経営者）

来客数の動き ・例年この時期は来客数が少ない上、寒い日は客足が
更に遠のき、店はとても静かであまり活気がない。

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・連休の売上不振、正月明けという時期や天候不順等
が重なって、それほど良くなかった３か月前と比べて
も良くない。来客数は減り続け、売上単価も改善せ
ず、当地方の経済の悪さがそのまま影響している。

一般小売店［食
品］（経営者）

お客様の様子 ・来客数は例年並みであるが、乳製品を始め輸入材料
の値上がりが続き、商品も値上げせざるを得ない。客
の購買意欲は厳しくなっている。

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・１月は新規の客が増加する時期であるが、来客数は
減少しており、客の中身は入れ替わりながら売上とし
ては変わらない金額となっている。購買客数から見た
市場規模は小さくなっているが、一部に良い調子の客
からの売上でマイナス分をカバーし、全体的には変わ
らない。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・クリアランスセールだからと言ってまとめ買いする
客は少なく、必要な物を吟味して購入する姿勢が変わ
らない。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・ごく一部の高額商品が売れる中で、全体の売上とし
ては芳しくない。

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・売上高、来客数共に前年並みで推移している。しか
し、暖冬傾向のため衣料品を中心としたクリアランス
では盛り上がりが見られない。

百貨店（販売担
当）

競争相手の様子 ・福袋やセールは例年になく好調であったもの、通常
の営業時は非常に厳しく、中旬からは前年同期でマイ
ナスに転じている。競合他社でも同様で、客からはお
買得感のある物しか買いたくないという様子がうかが
え、景気が回復しているとは言い難い。

百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・正月商戦は前年と比較して単価が下がり、購入客数
は前年並みを確保したものの売上は苦戦している。こ
こ数か月続く単価の低下傾向を脱していない。また、
来店客数も減少傾向から抜け出せない。

百貨店（経営企
画担当）

お客様の様子 ・前年同期の消費税増税前の駆け込み需要の反動に加
え、衣料品等、百貨店の主力商品が非常に厳しい状況
が続いているが、特選ブランドや宝飾時計が非常に好
調なことに加え、インバウンド関連の売上も大きく伸
張しており、これまでの基調は何とか維持している状
況である。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・消費税増税の影響は長引いており各家庭の所得も伸
びず、支出の増加で苦しくなっている。テナントでも
売上は伸びず、光熱費等も上がって採算が合わないの
で閉店するという通知も受けている。近所の大手スー
パーでも、衣料品を含む冬物バーゲンを長い期間行っ
ているが、あまり客が入らず苦戦している。社会の裾
野では、まだまだ景気は良くならず困っている状況で
ある。
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スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数は前年同期の97％前後で推移し、回復の兆し
は見られない。競合店の出店や改装等で、売上確保が
難しい。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・来客数、販売量の動きとも前年同期と変わらない
が、生鮮食料品の１品当たり単価のアップで前年の売
上実績をクリアしている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・商品値上げの影響もややあって１品当たり単価は上
昇しているが、購入点数が若干下がり気味のため客単
価はあまり上昇せず、ほぼ横ばいという状況である。

スーパー（店
員）

販売量の動き ・前年に比べてそれほど変わりはないが、販売数量が
少しずつ増加している。

コンビニ（企画
担当）

競争相手の様子 ・競争店では、来客数が安定している。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・客単価は前年同期を上回っているが、相変わらず来
客数が前年を５％下回って推移している。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・売上高は前年同期をクリアできず、厳しい状態が続
いている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・客足は１週間の中でも日々異なっている。月曜日か
ら水曜日にかけてはあまり良くなく、木曜日頃から増
加して金曜日がピークという状況がずっと続いてい
る。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・客の購買意欲には変化はなく、売上としては前年同
期と変わらない。バーゲンセールに一見客が来店して
も、値段を見て何も買わずに帰る人が多く、不景気で
あると感じる。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

お客様の様子 ・景気の良い客とあまり良くない客が混在している。
どちらの客層も必要以上の物は買わないが、原料高等
による商品値上げが続く中で、買い控えも見られず通
常通り売れている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・故障した製品の買換え需要に支えられており、売上
は悪化はしていない。底を打っているようにも感じ
る。

家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・全体として、消費者の財布のひもは固い。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・例年１月は来客数がそれほど多くないが、今年は例
年以上に少ない。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・例年この時期は必ず販売台数が伸びる時期で、実際
に販売は順調はであるが、客の様子からは、今一つ
すっきりしないものがあり、景気の良い悪いがわかり
づらい状態である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量の動きを見ると、景気は良くなっていない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・前年同期は消費税増税前の駆け込み需要があったの
で、単純には比較できないが、客の様子からは購買意
欲の高まりを感じない。客との話の中でも、先が読め
ないので新車購入にはなかなか踏み切れないと言われ
る。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・株価は上昇傾向であるが、その恩恵を受けて車を買
うという話はほとんど耳にしない。商品としては購入
価格が上がる中、買い控える人が多い現状である。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・新築住宅の着工戸数は伸び悩む反面、リフォーム需
要はおう盛である。一般公共工事や企業の設備投資等
についても、需要はおう盛である。職人不足や資材の
値上がりで、工事が進まない点が心配される。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・購入決定までに時間がかかる。何度も来店し、他店
やインターネット価格とも比較する等、時間をかけて
決める傾向が続いている。

その他専門店
［書籍］（店
員）

来客数の動き ・年始から孫連れの客が目立っており、絵本や幼年誌
等のほか、新入学商品等も動き始め、売上は前年同期
を１割ほど上回っている。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・客は商品の購入前に、価格の妥当性や特売品かどう
かをよく見極めている。

その他小売
［ショッピング
センター］（経
理担当）

販売量の動き ・売上高は、前年に比べて10.2％のマイナスで、来客
数は同じく0.5％のマイナスで推移している。

高級レストラン
（役員）

来客数の動き ・宴会客数は前年とほぼ同水準で推移している。天候
の影響等はあまり感じられない。
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一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が増加しない。

旅行代理店（経
営者）

競争相手の様子 ・相変わらず安売り商品が目立っており、採算ギリギ
リのため、そのうち利益確保が難しくなる。インバウ
ンドに期待しているが、まだまだこれからであり一般
庶民に恩恵が回ってくるまでには、相当な時間が必要
と思われる。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・関係省庁の指導により、2014年８月受注以降の貸切
りバス代金が全般的にかなり高くなっている。そのた
め、客に代金を提示すると驚かれる事が多い。その影
響で例年に比べて受注のテンポは遅く、受注確定まで
に時間を要している。

旅行代理店（経
営者）

単価の動き ・春から夏にかけての新商品も出始め、問い合わせも
増えているが、希望する内容は、日程や旅行費用の面
でお買い得感を求められ、細かい指示も多い。３連休
も多いので、アジア圏の海外旅行の人気が高まりそう
である。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・通常１月は客の動きは良くないが、昨年のヒットア
ニメ映画の影響で、大型テーマパークを中心に客の動
きが見られる。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・団体旅行の動きを見ると、社員旅行を実施する企業
が増えている。ただし、ぜいたくな旅行ではなく、積
立金の予算内で実施するケースが多い。また、全額会
社負担という旅行は減っている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・年末年始にかけて帰省や宴会等で出費が続き、正月
明けすぐに３連休もあったので、客の動きは良くな
かったが、それ以後は通常の水準に戻り、特に月末の
給料日後は来客数がやや増加している。

タクシー運転手 来客数の動き ・夜の飲食街では人出が少ない。前年同期よりも乗車
回数は減っているが乗車１回あたりの金額が上がって
おり、売上としては変わらない。

通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・客からの注文電話は多い。光回線の新規申込等は、
３か月前とあまり変わらない、その他の注文が増加し
ている。

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

それ以外 ・資材の仕入れに際して値上げ要請が増えてきてい
る。１年前は原油価格の高騰による値上げ、今年は原
油価格の低下にもかかわらず、円安の影響で更に値上
げということで利益に響いている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・販売量にはあまり変化はない。

その他住宅［不
動産賃貸及び売
買］（経営者）

お客様の様子 ・時期的にはにぎわっているが、客の様子からは上向
きであるようには感じられない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・法人からの注文が多少は増えているが、前年同月を
下回っている。個人需要に関しては完全に下降気味
で、客の購入単価が上がらないため販売量が減少して
いる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・取引先では仕入れ調整を行って在庫管理を厳しくし
ており、買物客も、不要不急の物はほぼ買わなくなっ
ている。また、支払の滞りも増えてきていると感じ
る。

百貨店（経理担
当）

お客様の様子 ・高額所得者層の消費は堅調だが、中間所得者層の購
買意欲は減退しており、全体としては悪化している。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・目的買いではなくフリーで来店する客が、前年から
５～10％程度減少という状況が続いている。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・正月のセール以降は、客は商品を吟味し、買物に慎
重になっている印象である。

百貨店（販売担
当）

販売量の動き ・この時期は単価の高い冬物衣料のまとめ買いで、客
単価と販売点数が伸びる時期であるが、現実はそう
なっていない。客は商品を吟味しており、価値の高い
商品の価格が下がっていても、本当に必要でなければ
購入しない。商品自体の価値よりも、自分の気持ちの
中で価値を感じなければ購入しない傾向が強い。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・飲食店や小規模な小売店では、年明け以降は非常に
厳しく、売上が確保できないという声を聞く。

スーパー（販売
促進担当）

販売量の動き ・衣料品は天候の影響で前年同期の販売量の80％、食
品は同じく94％で推移している。購入商品点数も少な
く、節約しながら生活している様子がうかがえる。
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スーパー（商品
開発担当）

販売量の動き ・客が必要ではないと感じる商品は売れず、最低限の
物しか売れない。特に衣料品や住宅関連商品の売行き
が厳しい。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・１月は雪や雨の日が多く、来客数に大きく響いてい
る。

衣料品専門店
［紳士服洋品］
（売場担当）

来客数の動き ・初売りの日は、雪の影響も多少はあるが、例年ほど
の盛り上がりはない。それ以降のセールに関しても、
明らかに来客数は減っている。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・来客数、問い合わせ件数ともに減少している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・増販期に入って例年は販売台数の増加が見込める月
であるが、全体的に落ち込んでいる。３月にエコカー
減税終了という駆け込み需要の要因があるにもかかわ
らず、消費税増税前の駆け込み需要で大幅に増販した
前年同期と比較すると、70％前後の数字で推移してい
る。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・今月に入ってから軽自動車とコンパクトカーしか売
れない。その割に値引き要求も厳しいので、非常に厳
しい状況になっている。販売台数は前年割れしてお
り、軽自動車の増税前の駆け込み需要があっても、
トータルでは需要が落ちてきていると感じる。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・今月は予算の達成率が40％程度に終わり、かなり厳
しい状態である。

都市型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・予約数が減少している。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・販促効果で新規契約数は増えているものの、契約単
価の低下は顕著となっている。既存客においても、低
価格なコースへの移行が目立つ。

ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・入場者数、売上高ともに、予算、前年実績と比べて
良くない。前月に引き続き今月も、正月早々に雪の影
響を受けて大幅ダウンである。正月明け以降は、あま
り入場者は減少しておらず、特に景気が悪化している
とは言い切れないが、２か月続いての大幅ダウンのた
め悪くなっているように感じる。

理美容室（経営
者）

来客数の動き ・今月は寒さの影響で閑散期ではあるが、それにして
も客が来ない。

美顔美容室（経
営者）

来客数の動き ・風邪が流行したり、雪が降るたびにキャンセルが増
える。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・冬になって冷え込み、客の出足も悪くなり来客数、
売上が減少している。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・この先また、消費税が増税となる一方で給料は増え
ない中、消費者はどのようにやりくりしたらよいかわ
からない状況である。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・景気が良くなるような話は聞かない。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・客は単価の低い商品を求める層と高額な商品を求め
る層に分かれているが、どちらを合わせても来客数が
少ない状況である。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・家を新築したいという話はなくなったと言ってもよ
いほど、物件が減ってきている。

その他住宅［住
宅管理］（経営
者）

単価の動き ・大型案件では同業他社との競合となり、仕事があっ
てもなかなか利益が確保できない。まだまだ景気は横
ばいである。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・正月明けということで、客足は非常に悪い。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・前年末より、客先を訪問した際の感触が非常に悪
く、何も売れそうにないと感じる。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・飲食店への客足が鈍くなっている。客がほとんどゼ
ロの店や、ゼロの日が増える店が多くなっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・来客数は、宿泊は前年同期の80％、会食に関しても
90％で前年より減少している。前年の、富士山世界遺
産登録の効果や、消費税増税前の駆け込み需要と比べ
ると、トーンダウンしている。

パチンコ店（経
営者）

販売量の動き ・来客数の動きが悪くなっている。

美容室（経営
者）

それ以外 ・12月から１月にかけては、客の予約が入っていて
も、寒さの影響やインフルエンザや風邪等、客の体調
によるキャンセルが多く、今月も売上は悪い。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・客からは景気の良い話は出ない。また、客足は安い
店にどんどん流れている。
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・依然として消費マインドが上向いているという実感
はないものの、プレミアム感のある商材に対する消費
は、以前よりもおう盛になっていると感じる。

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・例年この時期は、中国ＥＭＳ（電子機器受託製造
サービス）企業からの受注の減少に伴って受注、売上
とも低水準となるが、今年は中国企業からの受注の落
ち込みも少なく、それに加えて欧米系ＥＭＳ企業から
の受注が多く、高水準な受注のままで推移している。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・１～３月は取引先のチェーン店で設備投資が大幅に
増えるため生産量も増えており、景気は良い方向へと
向いている。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・軽油価格の下落と単価値上げ交渉の結果が反映され
つつあり、利益を押し上げている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が若干上向きとなってきている。

金融業（法人営
業担当）

取引先の様子 ・取引先の貴金属店では、株価上昇に伴う資産効果等
もあり、高級時計の売行きが良くなっている。

企業広告制作業
（経営者）

それ以外 ・大学生の就職状況が改善しつつある。企業を選ばな
ければ就職可能な時代となっている。

変わらない 化学工業（人事
担当）

受注量や販売量
の動き

・販売量には特に変化が見られない。

化学工業（総務
秘書）

それ以外 ・株価、為替相場やエネルギー等、世界経済は複雑な
要因が絡み不透明感がある。時期的に賃金アップへの
期待感が強まっているが、実施に影響する景気の動き
には、大きな変化が感じられない。

金属製品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注量は多く、工場の稼働状況も高水準が続いてい
るが、受注単価が上がらない中で原材料費等の原価は
上昇しているので、利益の圧迫が懸念される。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気が下降局面に入っている実感はなく、これまで
と同様に緩やかな回復状況にあるが、為替、資源価格
の動きや治安等、変化が大きいため判断が難しい。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・昨年の消費税増税の悪影響がまだ残っている。その
一方で、円安の好影響は現れていない。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・輸出向けと思われる工作機械関係は良い状況で横ば
いが続いているが、それは為替の影響によるものであ
り、国内の景気そのものには、さほど好況感は見受け
られない。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・円安による輸入機器の価格上昇にもかかわらず、販
売先との関係で売価に転嫁できない。また、通信関連
事業の工事では需要が伸びているものの、獲得競争が
厳しく適正な利益が確保できない。そのため、悪い状
況から変わりはない。

輸送用機械器具
製造業（品質管
理担当）

取引先の様子 ・客の生産計画により、しばらくは今の調子が続く。

建設業（営業担
当）

取引先の様子 ・この時期はどの業界でも１年で最も忙しい時期かと
思っていたが、業界によってかなりばらつきが出てき
ていると感じる。現在、年度末に向けて忙しいのは道
路工事関係くらいである。

輸送業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・輸送物量は依然として前年実績を下回り伸びていな
いが、原油価格の下落によりトラックの燃料価格や
フェリーの燃料調整金等が下がることで、物流業界に
は一息感がある。しかし、深刻なドライバー不足によ
る配送車不足で人件費や外注費の引上げが避けられな
い中、輸送量の減少で一部の大手事業者では運賃ダン
ピングの動きもあり、懸念をしている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・足元の輸出量はやや増加傾向にある。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・１日の取扱い荷物量は前年及び前々年を下回り、毎
日この３年で最も荷物が少ない状況である。世の中を
流れる荷物の量は増加しておらず、景気が良くないこ
とが現れている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・荷動きは前期比では0.2％のマイナスと減少してい
るが、前年比ではプラス1.7％となっている。

通信会社（法人
営業担当）

それ以外 ・消費マインドは冷え込んでおり、景気が良いとは全
く感じられない。消費税率の８％も重くのしかかって
いる。

企業
動向
関連

(東海)
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金融業（従業
員）

取引先の様子 ・自動車関連企業では、為替の影響等で輸入・輸出が
かなり変動するため、現在は不安定な状況となってい
る。

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・前年からの円安、株価高も横ばいで、資産を持つ個
人の景気も一段落している。米国の金利引上げまで、
当面は現状が続く。

不動産業（用地
仕入）

受注価格や販売
価格の動き

・販売の進捗状況には大きな変化が見られない。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・予算削減の影響なのか、取引先主催の冬のイベント
は、いつもより集客数が悪く盛り上がりに欠けてい
る。

行政書士 受注量や販売量 ・貨物の動きが通常と変わらない。
公認会計士 それ以外 ・中小企業は、円安に伴う原料価格の高騰等により収

益性が非常に厳しくなっており、その状況には変化が
ない。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・中小企業者でも、左官、とび、大工、鉄筋等の職人
を雇用する業種は活況で、人材募集も大変になってい
るが、小売業・サービス業においては低迷が続いてお
り、価格競争等に苦労をしている。

会計事務所（社
会保険労務士）

取引先の様子 ・ここ数か月同じような状況であるが、業績が上向き
の顧問先が増えている。

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

それ以外 ・情報通信インフラ技術者の供給に余裕が出始めてい
る。企業のサーバ更新等が一段落している。

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・原油安によるガソリン価格の下落で、少し恩恵を受
けている。海外へ進出している取引先では、得意先の
大企業からは国内での増産を求められ、判断に迷って
いるところもある。

やや悪く
なっている

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・今月は稼働日数が少ないこともあり、受注量、販売
量とも確保が難しく、業況はやや悪くなっている。

窯業・土石製品
製造業（社員）

受注価格や販売
価格の動き

・製品の値引き要求が増えており、円安による原料価
格の上昇にもかかわらず販売価格に転嫁できない状況
である。

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年明けからの販売量や単価が全く伸びない。前年比
で見ても５％強の減少となっている。そろそろ公共事
業の補正予算を見込んだ仕事が出てくる時期である
が、動きが不透明である。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量が減少している。

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・欧州やロシア等、米国以外の世界経済があまり良く
ないため、輸出関係の売上が増加しない。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・地価、建築費共に高騰していて、適正利益を得るに
は相場をはるかに上回る販売価格となってしまう。同
業他社では事業を凍結するところもあり業界全体が失
速気味である。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・問い合わせ件数や契約物件が減少している。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折り込み広告の受注量が前年同期を下回っている。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・技術者派遣の引き合いは多く、供給が追いつかない
状態である。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求職者が複数の企業から内定をもらうケースが増え
ている。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・来年度に向けての求人が増え始めている。求職者も
仕事を選べる状況となっており、就職活動の動きは活
発になってきている。

人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・１月の受注数は、３か月前と比べると９割弱である
が前年同月とほぼ同水準である。今月の採用者数が前
月の採用終了者数を上回る状況が７か月連続となって
いることからも、緩やかな景気回復が続いている。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・３か月前と比較して新規求人数が増加している。た
だし、パート求人が53.2％とフルタイムでの求人を上
回っており、先行きの不透明感が現れている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数が５か月連続で前年同月を上回ってい
る。

雇用
関連

(東海)
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職業安定所（職
員）

求人数の動き ・医療、介護分野及び建設関連や小売業等では、引き
続き人手不足である。求人時の採用意欲も、引き続き
全産業で感じられるが、正社員の求人数は伸び悩んで
いる。地域の基幹産業である自動車等の製造業では海
外移転が進んでいて、その影響も出ているが、国内販
売も好調なため忙しい企業も増加している。オートバ
イ関係も、北米等を中心に大型バイク等の需要が増え
ており、前年末で底を打った感がある。そのため、残
業や交代勤務を復活する会社も出始めている。

民間職業紹介機
関（営業担当）

求職者数の動き ・年明けから転職希望者の動きは活発となっている。
４月入社又はゴールデンウィーク明けを目途とする、
潜在的な転職希望者の活動意欲が高まっている。

民間職業紹介機
関（営業担当）

周辺企業の様子 ・中小企業支援施策が強化され、補助金等の申請に積
極的な姿勢を見せる企業が増加している。

変わらない 人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・技術サービス市場では、需要過多と供給不足の状態
が続いている。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・３か月前から引き続き良い状況に変わりがないが、
法人関係の新年会向け派遣スタッフの利用が多く、例
年と比べても良い状況である。

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

周辺企業の様子 ・前月の新車販売台数は、６か月ぶりに前年同月比で
プラスに転じてはいるが、前年10月以降、生産調整が
続いており、在庫削減は一向に進んでいない状況であ
る。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・医療、福祉分野や小売関連は人手不足である。しか
し、製造業関連の求人等、全体的な動きは鈍い。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・年末年始で消費は若干伸びているが、企業の収益は
あまり上がっていないようで、景気が良くなっている
とは言えない。ただし、工作機械や輸送機器関係を中
心に、製造業では比較的忙しい状況が続いているの
で、現状維持が続いている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月に比べて6.1％減少してい
る。一般求人では3.1％の増加、パート求人は14.5％
の減少となっている。産業分類別では、建設業、製造
業、運輸業・郵便業、医療福祉では増加し、卸小売
業、宿泊業・飲食サービス業、生活関連サービス業で
は減少している。時期的な要因を差し引いても、窓口
で感じる事業所の求人意欲は低下が見られる。

やや悪く
なっている

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求職者数の動き ・求人広告の掲載実績は一段と悪化している。また、
新聞以外の求人媒体でも苦戦の様子がうかがえる。求
人広告を掲載しても反応がないため、見合わせるとい
う状態が続いている。

その他雇用［広
告代理店］（求
人広告担当）

それ以外 ・自社の業況や取引先企業の様子等から、良くなって
いるとは感じない。

悪く
なっている

－ － －

　６．北陸（地域別調査機関：一般財団法人北陸経済研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・初売りがスタートし、客の購買意欲が高くなり来客
数が増加した。セール待ちだった客がほとんどで、ま
とめ買いなどもみられた。目的以外でふらっと立ち
寄った人が、良いものがあれば買うという感じで、１
月は大きな天候不順もなく、予算ペースで推移してい
る。

やや良く
なっている

一般小売店［鮮
魚］（従業員）

お客様の様子 ・毎月北陸新幹線の話題になるが、開業を間近に控
え、観光客の入りがやや落ち着いたかに思えるが、ぐ
んと減っているわけではない。ホテルなどの取引先
は、開業後の予約の見込みが従来とはけた違いに増え
ている様子で、忙しくなるのは目に見えているので、
優先的に納品してほしいとの依頼を受けている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・来年度の自動車関連の税制大綱が発表されて買換え
の促進につながったようで、注文が少しずつ多くなっ
ている。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・１月に他社合同のイベントがあり当社も毎年出展し
ているが、年々来場者が増えている。

家計
動向
関連

(北陸)
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一般レストラン
（統括）

販売量の動き ・北陸新幹線開業に向けた準備で、モノの動きが盛ん
になってきた。一例として、ホテル飲食部門の宴会に
不足する食器類補充が、年明けよりあちらこちらで盛
んになっている。大きな催しが例年になく多く組ま
れ、消耗品関係業者はその準備に慌ただしい。

タクシー運転手 来客数の動き ・全体的に寒い日が続いたこと、また、新年会などで
利用客があり、好調であった。

通信会社（営業
担当）

来客数の動き ・購入意思がある新卒生の客が下見に来ることが増え
たため、来客数が増えている。また、「かけ放題」の
プラン見直しに伴い来客数が増えている。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年を上回る月が、３か月に一度くらいの
比率で出てきた。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・受注は駆け込み需要の反動減から回復基調にある。
しかし、一過性のものか見極めが難しい。実態は円安
に伴う資材の高騰分を価格に反映させておらず、反映
すれば受注減は避けられない状況下にある。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・北陸新幹線が３月14日に開業ということで、人の動
きが活発になり、景気が上向きだ。

変わらない 商店街（代表
者）

それ以外 ・春物に対する動きが、例年通りの感がある。

一般小売店［書
籍］（従業員）

来客数の動き ・来客数の伸びもなく、客単価も特に変わっておら
ず、横ばいである。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・季節商品の単価ダウンにより、期待していたほどの
伸びは示さなかった。特に選挙後に期待していたが、
公務員のボーナスアップにもかかわらず消費に回った
とは言い難く、高額商品は不振だった。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・１月の百貨店ではファッションの冬物最終処分セー
ルの時期で、例年であればこの時期には、コートや
ブーツの値下がりしたものの動きが結構あったのだ
が、今年はそうした商材の動きは非常に厳しい。食料
品関連は何とか前年並みを維持しているが、ファッ
ションについては季節商材が厳しいという現状であ
る。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・来客数の前年割れが続いている。メーカーの商品値
上げ等もあり売上を維持している状態だが、今後も来
客数減少が続きそうである。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・食料品の値上げがこれまで通り続くが、生活必需品
であることから販売量は変わらない。

スーパー（統
括）

来客数の動き ・３か月前からみると、客の買物動向は変わっていな
い。昨年などからみると、当地は雪がないということ
で足場の状況は良いが、だからといって来客数が多い
わけではない。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・ここ３か月ほど、同じようなことを言っていて申し
訳ないが、三大チェーンがそろい踏みして落ち込んだ
数字が、ずっと変わらない状態が続いている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・景気自体は悪いと実感しているが、先月までで下げ
止まったように感じる。売上は消費税増税後から前年
と比較にならないほど低下し、前年割れがここ数か月
続いていたが、先月とほぼ同様の数値まで下げ止まっ
た。逆に人件費の単価は上がる一方で、規模の小さな
同業者はやっていけなくなってきている。景気が上
がって所得が上がっているのではなく、少なくとも当
業界では人がいないから時給を上げて求人せざるを得
ない状況である。

コンビニ（店舗
管理）

来客数の動き ・年末年始の商戦は、大雪で大苦戦した。その後は天
気も安定し、徐々に盛り返している。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・セールの影響もあり、売上は少し回復をみせた。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・円安が一服して、ガソリンや灯油が値下がりし、物
価も落ち着いているような気配だが、当店の売上は不
思議なくらいに悪い。近くの商店街の人たちは、口で
は悪いと言っているが、本当のところはそれほど悪い
と思っていないのかもしれないとも思い、とても不安
な思いである。

衣料品専門店
（総括）

競争相手の様子 ・ブランド力のあるもの、趣味し好品にはお金を出す
が、買わなくても生活に支障のないもの、家に在庫が
あるものに関しては買わない。

家電量販店（店
長）

来客数の動き ・来客数が鈍り始めている。一人暮らしの新生活セッ
トの販売数量が伸びない。
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乗用車販売店
（役員）

販売量の動き ・自動車の整備事業では一時の下降状況から脱して前
年を上回るようになってきたが、販売の方がなかなか
受注に結び付かない状況である。台数では前年比10％
程度ダウンの状況が続いている。

その他小売
［ショッピング
センター］（統
括）

販売量の動き ・期待された年末年始商戦は、寒気降雪の影響もあり
昨年を下回る結果となった。家具家電などの耐久消費
財、高額宝飾品の販売も不振である。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・売上の中心は新年会での利用になるが、忘年会と
違って町会、婦人会、組合などの恒例行事が大半のた
め例年並みの売上となった。

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・北陸新幹線開業の前のせいか入込人員、売上ともに
例年並みである。

観光型旅館（ス
タッフ）

来客数の動き ・前年比総売上94.1％、宿泊人員90.5％、宿泊単価
101.8％であった。12月は大雪暴風の影響で個人客が
前年比90％割れになった。地区別では地元北陸地区が
低調であった。

都市型ホテル
（役員）

販売量の動き ・宿泊に関しては、ビジネス客のネット申込と北陸新
幹線工事関係者の特需により増加傾向にある。レスト
ランと宴会利用に関しては横ばい傾向である。婚礼に
関しては価値観の多様化と少子化、郊外のハウスウエ
ディングの影響により減少傾向にある。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・個人客が全く動いていない。天候不順だけではな
い。北陸新幹線開業までは、動く気配はない。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・光サービスの提供エリア拡大を進めており、新サー
ビス知名度の浸透と相まって、ここ数か月は新規契約
件数も徐々にではあるが増加傾向にある。

その他レジャー
施設（職員）

お客様の様子 ・１月に入ってから、微増であるが入会が動き出し
た。しかし、第３四半期までの会員減が解消されるよ
うな動きではない。ガソリン等が下がってきているの
が救いである。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・問い合わせや住宅展示会の来場は増えているもの
の、契約件数や販売額はまだ増えていない。一棟あた
りの金額もますます低くなっている。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・注文住宅の受注が落ち込んでいる。展示会等の来場
数は多く、住宅取得を望む人は活発に動いているが、
歩留りの悪さが目立ち、かつ時間を要するケースがほ
とんどである。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・今年は冬物バーゲンに入る時期が極端に早く、また
商品も豊富にそろっている。商品を見ると、11～12月
に売行きが悪かったことがうかがえる。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・１月当初はまずまずであったが、それ以後は人通り
も少なくなり、それにつれて売上も若干減少してきて
いる。日用品などの価格が上昇傾向にあり、消費者の
心理として必要な物以外は買わない傾向がある。

一般小売店［精
肉］（店長）

単価の動き ・単価の高いものがそれほど出なかったように思う。
単価自体安いものが売れているようだ。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客の買物状況は上がっておらず、食品の値上げや農
産物の相場高騰もあり、客単価も上がっていない。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・客単価については前年同月比101％くらいの状態が
ずっと続いているが、来客数の落ち込みが大きく、前
年を大きく割り込んでいる状態が続いている。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・衣料品に関しては、初売りから売上の不振が続いて
いる。都心の百貨店などでは高額品、インバウンドな
どの売上が好調のようだが、地方ではまだまだ実感が
できない。

乗用車販売店
（経理担当）

販売量の動き ・１月の販売量は対前年同月比69％であった。昨年10
月の販売量は対前年同月比90％だったので、３か月前
と比較して下向きである。昨年は消費税増税前の駆け
込み需要があったとはいえ、減少幅が大きいと見受け
られる。

自動車備品販売
店（従業員）

お客様の様子 ・初売りの状況では例年から客数も大きく減少してい
る。高額商品の動きも鈍く、消費を控える傾向が続い
ている。また、カーメンテナンス関連もオイル交換件
数が下がっており、全体の買上単価の減少になってい
る。車販売では買換え需要が若干ではあるが増えてい
る。
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その他専門店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・年始の売上に少し期待をしていたが、やはり本当に
必要な分しか買っていかず、財布のひもは固いという
か、余分な分は一切買わないという状態で、やはり景
気は冷え込んでいる。

その他小売
［ショッピング
センター］

販売量の動き ・衣料や住まいの品の不振が続いている。期待の冬
バーゲンも盛り上がらず、大きく前年を割り込んだ。
住まいの品も寝具、防寒用品も苦戦しており、人気
キャラクター玩具のみピンポイントで需要がある状態
である。必要以上に買わない、節約志向が感じられ
る。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・宿泊は消費税を考慮し、販売価格に転嫁したとこ
ろ、宿泊単価は上がったが宿泊客数が減少し、売上高
はわずかに前年を上回っている。しかし宿泊客数が減
少したため、レストラン売上が減少している。レスト
ランでは、１月は宿泊客以外の一般客数も減少してお
り、ここ１年で一番厳しい状況となっている。

タクシー運転手 来客数の動き ・１月は雪があまり降らず足場が非常に良いことか
ら、利用客がものすごく少ない。夜の繁華街は、金曜
日や土曜日でも静かである。

通信会社（役
員）

販売量の動き ・年末キャンペーンの反動で契約獲得数が少し減って
いる。

悪く
なっている

スナック（経営
者）

来客数の動き ・新年早々からとにかく客が少なく、前年同月の８割
である。客も年齢層が高くなってきており、来店の頻
度も減少してマイナスが多い状態である。駅前の居酒
屋は客が多いと聞くが、商店街の店主からは、例年と
様子が違うと悲鳴が聞こえている。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・海外からの来客数については、前年同月比でも同水
準か、やや良い状況ではあるが、国内客の動きが大変
鈍くなっている。中でも個人客については、前年同月
比で10％を超える利用減となっている。１月は例年と
比べ天候が悪かった影響もあると思うが、２～３か月
前とくらべると、景気が悪くなっている。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量については安定感を増しているが、採算面で
の改善がこれからの課題である。

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・今年は非常に早くから寒くなっていることから、冬
物の実用衣料関係は売行きがまあまあ良いという状況
である。非衣料の分野は、非常に安定している。

輸送業（配車担
当）

取引先の様子 ・北陸新幹線の開業を控え、今後は人の動きが活発と
なり、それに伴い物量も多くなる。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・北陸新幹線開通が３月に控えて、工事などが多い。
それに伴い、消費活動も活発化している。

変わらない 化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上状況は、横ばいで推移している。

プラスチック製
品製造業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・価格面においても現段階では大きな動きはない。

一般機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・昨年12月までは欧米、国内とも受注があった。しか
し、各市場とも設備投資意欲が落ちている。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・３か月前は年末工期の工事の完成に向けて多忙で
あったが、現在は年度末工期の工事、特に工程管理が
難しい大型工事の完成を目指して、土日も祝日も返上
で施工している。３月14日の北陸新幹線開業に合わせ
ての工事に携わっていることで高揚感はあるが、景気
が上向きになっているとまでは感じられない。

建設業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・地域により受注競争が再燃しつつあり、一部で厳し
い価格で受注する業者が出始め、受注環境が変化し始
めている。

金融業（融資担
当）

取引先の様子 ・設備や不動産への投資意欲が強まっている取引先が
ある。一方で為替相場など金融市場の不安定化を警戒
して、先行きに不安感を示す取引先も出てきている。

不動産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・個人客では、購入者が出てきていないという情報が
多い。

司法書士 競争相手の様子 ・司法書士間で新しい受託が相続手続ばかり、会社法
人の解散ばかりという話をよくする。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（役員）

受注量や販売量
の動き

・同品種の販売品目が高価なものから廉価品へと移行
している。かつ、全体的に販売数量が微減傾向であ
る。

企業
動向
関連

(北陸)
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精密機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・大～中規模展開をしている小売チェーン店におい
て、恐らく雪や選挙の影響だと思われるが、在庫調整
のために特別な商品を除いて各メーカーからの仕入れ
をストップしているところが何軒か出てきている。こ
れが単月に終わるのか、しばらく継続するのかはまだ
分からない。

税理士（所長） 取引先の様子 ・小売業などの販売関係は、今一つ伸び切れていな
い。全体として売上が増加していくという客は少ない
現状である。実質的な賃金も、中小企業の従業員で
は、むしろ目減りの状態ではないかと思われる。人件
費の面と大手企業から下請企業に対する工賃などの値
上げが大切だと思う。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は再び増加傾向で、２～３年ぶりに求人
募集する事業所が目立ってきたなど、企業の採用意欲
は高まっている。

変わらない 人材派遣会社
（役員）

求人数の動き ・雇用情勢は安定しているが、派遣需要が少ない。ス
キルを問われる人材要求の対応が厳しい。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・業種や職種にもよるが、30代前半～後半の経験豊富
な営業職の求人依頼をする企業が増えてきた。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・１週あたりの求人の数が３か月前とほとんど変わっ
ていない。

新聞社［求人広
告］（役員）

求人数の動き ・１月の求人広告売上は、前年同月比で75％程度であ
る。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告の件数は減っているが、多い日と少ない日
にばらつきがある。2016年度新卒採用に対する意欲は
高い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人は増加傾向が続いている。北陸新幹線の開
業への期待から、宿泊業やサービス業から活発に求人
が申し込まれている。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職者は減少傾向にあるが、増加傾向にあった
在職者の求職申込数も減少していることから、今の状
況に満足はしていないが、転職には慎重になっている
ことが想像される。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・企業からの求人数が増えてきていない。また求人広
告を出しても応募者が少なく登録人数が増えていな
い。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人数は前年同月と比較しても微増であり、特に変
化はみられない。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

　７．近畿（地域別調査機関：りそな総合研究所（株））
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

百貨店（服飾品
担当）

来客数の動き ・都心立地の店舗は、広域からの集客がどんどん増え
ている。また、インバウンド客の増加も来客増の大き
な要因となっている。１月は百貨店にとってセール月
であるが、今年は定価品の売上が良い。季節や気温に
関係なく、新商品を投入すれば早い反応がみられる。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・団体客、個人客共に好調である。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・12月ごろから外国人観光客向けの免税売上が増加
し、売上が好調である。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・消費税増税後の売上低迷は継続しており、前年に
あった駆け込み需要の反動もみられる。ただし、昨年
10月以降、急激に増加している外国人客向けの売上の
増加で、今月は増収の見通しである。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・食料品の動きはやや回復しているが、天候や気温要
因により、ファッション関連では動きの良い商品と悪
い商品に分かれている。

雇用
関連

(北陸)

家計
動向
関連

(近畿)
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百貨店（商品担
当）

来客数の動き ・中国を中心に、アジアからの観光客が増え続けてい
る。特に、1000万円近くの高級ブランド品を自分用に
買う裕福な客が増えている。また、外商売上も好調で
ある。

百貨店（外商担
当）

販売量の動き ・年明けのクリアランスは、気温の低下もあり好調に
推移している。高額の宝石や海外ブランド品について
も動きが出てきている。

スーパー（社
員）

単価の動き ・年末年始の売上は多くの店で前年よりも増えてお
り、この傾向はその後も続いている。競合が厳しく
なった分、来客数は伸びていないものの、やや単価の
高いお値打ち品を求める客が増加し、全体の買上単価
の上昇につながっている。

コンビニ（経営
者）

単価の動き ・ファストフードや弁当、おにぎり、デザートなど、
どれも付加価値の高いプレミアム商品の売上が好調
で、客単価が上昇している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数が前年比で４％増となっている。急に寒く
なってきたため、ひきたてホットコーヒーがアイス
コーヒーと同じぐらい売れている。

家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・全体的に来客数が増えており、それに伴って売上が
増えてきている。４Ｋテレビや省エネ家電への関心が
高まり、商品単価が上がってきている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・正月明け以降、雪が降ったこともあって、事故車修
理の仕事が多く入ってきており、毎日忙しい。

乗用車販売店
（販売担当）

来客数の動き ・今月に入り、新車販売、サービス共に来客数が増え
ている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

単価の動き ・消費税増税により、小売業には非常に厳しい状況が
続いていたが、年が変わって購入単価が上がっている
商品もある。商品を購入する際、客は少し良い商品を
選ぶようになっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・繁華街では年末から確実に来客数が増えている。ビ
ジネス街でも10名以内の小宴会の利用が増えているほ
か、新規顧客も増えている。いずれも爆発的な勢いは
ないが、来客数の増加につながっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・宿泊に関しては、東アジアからの訪日客が大幅に増
加しているほか、国内客も同様に好調である。この半
年以上は同じ状況が続いており、単価も確実に上昇し
ている。一方、宴会部門は前年比で微増程度であり、
消費税増税分をいまだに値上げしきれず、客単価は上
がっていない。食堂はディナータイムが苦戦している
など、個人消費の伸び悩みが顕著である。

都市型ホテル
（客室担当）

単価の動き ・稼働率は依然として上昇中であり、客室単価も上
がっている。また、円安の影響でインバウンド客も順
調に増えている。

競輪場（職員） 単価の動き ・今月の客単価は10,950円で、３か月前は9,587円で
あった。ただし、正月の消費はその年の運試しの意味
合いもあるので、好調は一時的なものと考えられる。

競艇場（職員） 単価の動き ・１人当たりの購買単価が、３か月前と比べて103％
と上昇している。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・春のシーズンに向けて、購入や住み替えの需要が高
まってきた。ただし、これは例年の動きである。

住宅販売会社
（総務担当）

来客数の動き ・正月から展示場は営業している。来客数は前年並み
であるものの、具体客が少し多い。

その他住宅［情
報誌］（編集
者）

お客様の様子 ・年明け以降、新築マンションの販売センターへの来
場数は増加している。また、来場者による検討の度合
いも高まってきている。

変わらない 一般小売店［時
計］（経営者）

お客様の様子 ・客の平均年齢が高いせいもあるが、新年を迎えた華
やかさもなく、淡々と新しい年に変わったように感じ
る。低価格帯の腕時計が少し動いたものの、相変わら
ず割引が求められるなど、インターネットでの価格と
比べられている。個人店としては割引にも限界があ
り、インターネットの無店舗販売には勝てない。流通
経路が時代と共に変化するのは仕方がないが、個人店
の景気が良くなる日が本当にくるのかどうかは、心も
とない限りである。

一般小売店［鮮
魚］（営業担
当）

来客数の動き ・国内需要は、明らかに消費税率の引上げによる影響
が続いている。その一方、インバウンド客はますます
増加し、売上はアップしている。
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一般小売店［衣
服］（経営者）

販売量の動き ・新年のセールに期待したものの、販売量、来客数共
に昨年よりも少し落ちている。消費者の購入先がイン
ターネットも含めて大きく広がった影響もあるが、客
１人当たりの購入数や購入金額が落ちている。消費者
の買物はよりシビアになっている。

一般小売店［衣
服］（経営者）

お客様の様子 ・１月に入ってから、買物の動きに盛り上がりが出て
きている。

一般小売店［菓
子］（営業担
当）

販売量の動き ・年末年始は各地で雪の影響が大きく、特に年末は売
上が伸びなかった。注文が少なく、数字がなかなか上
がらない。

一般小売店
［酒］（社員）

来客数の動き ・来客数の前年比が悪化したままである。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・まだまだ景気が安定していないほか、長期的な見通
しも立てられない。東北や神戸の復興も完全でないた
め、景気対策を早期に行うほか、赤字国債の減少、東
北の原子力発電所問題の対策などに全力で取り組むべ
きである。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・今月は福袋などの初売りは好調であったものの、目
標は未達の見通しである。前年は消費税増税前で、
スーツやコートの重衣料の売上が好調であったが、今
月の中盤以降はその反動が顕著になってきている。イ
ンバウンド客の需要は好調に推移しているが、国内需
要は厳しい状況にある。客はバーゲンでも、価値のあ
る商品でなければ購入しない傾向が強くなっている。

百貨店（企画担
当）

お客様の様子 ・正月の福袋など、入っている物が分からない商品の
購入が減っている。一方、クリアランスの売上は好調
である。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・海外からの観光客による買上は　化粧品や宝飾品な
どで非常に伸びているが、富裕層の優良顧客による高
額品の買上は減ってきている。

百貨店（サービ
ス担当）

お客様の様子 ・今月の初売りは最多の来客数を記録したが、１月全
体では大きな変化はない。前年の実績は上回ってお
り、来客数やレジ客数も同様の推移となっている。

百貨店（商品担
当）

販売量の動き ・１月は正月休みが前年よりも１日少なく、雪の影響
もあったため、特に郊外店は厳しいスタートとなっ
た。また、ファッション商材の冬物セールに勢いがな
く、従来のような福袋と値下げによるスタートダッ
シュが切れていない。

百貨店（営業企
画）

来客数の動き ・来客数の前年比は、10月が6.7％減、11月が0.1％
増、12月が3.2％減、１月は25日現在で4.1％減となっ
ている。

百貨店（売場マ
ネージャー）

お客様の様子 ・消費は悪い状態が続いている。回復の大きなきっか
けがないことが、主な理由として考えられる。一方、
ギフトの解体や再値下げのセールといった底値企画の
ほか、量販品の売場には反応がある。

スーパー（経営
者）

来客数の動き ・先月、近隣に相次いで競合店がオープンし、極端な
価格攻勢が続いている。また、正月は思わぬ降雪によ
り、来客数が大幅に減少した。その後の週末も、近隣
競合店も含めて客の分散傾向が続いている。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・年末は大きな盛り上がりもなく、今月に入って一段
と客単価や買物の量が落ちている。客の買物に対する
姿勢が慎重になっている。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・社会的に食品への異物混入が話題となったが、来客
数、単価共に上向いている。景気は良くなりつつあ
り、影響が出ているようには感じない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・正月関連で必要な商品だけが堅調に動いており、全
体的には節約志向が続いている。食品以外のバーゲン
も低調で、衝動買いも極めて少ない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・そろそろ昨年が消費税増税前で、需要が増加した時
期となる。消費者の買物をみると、昨年から購入点数
を減らし、少し良い物を選択する傾向が定着してきた
が、今まで以上に吟味が厳しい。食品以外では昨年に
購入した物がまだ残っているため、特に耐久消費財や
重衣料の動きが鈍い。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・価格訴求商品の売上点数が伸びていない。客もただ
安いだけでは購入しなくなってきている。

スーパー（経理
担当）

販売量の動き ・一時的に食品への異物混入の報道が過熱し、売上へ
の影響も懸念されたが、消費者の冷静な判断により沈
静化しつつある。このため、引き続き売上は堅調に推
移している。
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スーパー（広報
担当）

来客数の動き ・食料品は比較的堅調に推移しているものの、衣料品
を中心とした季節商材の動きが相変わらず鈍い。

スーパー（管理
担当）

販売量の動き ・従来と同様に、購買点数が増えない。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・ドーナツなどの新しい商品の販売が始まり、売上へ
の貢献がみられるが、全体的には横ばい状態である。

コンビニ（広告
担当）

お客様の様子 ・昨年の消費税増税以降、景気の下向き傾向が続いて
いる。特に、関西エリアは増税や値上げに対し、消費
者がシビアに反応している。

コンビニ（店
員）

販売量の動き ・ファストフードや焼きたてパンの売上はやや好調で
あるが、全体的に大きな変化はない。

衣料品専門店
（販売担当）

単価の動き ・昨年以降、買い控えが続いている。

家電量販店（経
営者）

お客様の様子 ・家電製品の買換えサイクルが長くなっており、故障
しない限り、使い続ける客が増えている。

乗用車販売店
（経営者）

来客数の動き ・ガソリンの値下がりなどで多少は良くなっている
が、客がガソリンを使って忙しく動き回るような状況
ではない。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・テレビや新聞で見聞きする情報と、自分の身の回り
の景気に、客は大きなギャップを感じている。不安感
から購買意欲が低下している。

乗用車販売店
（営業企画）

来客数の動き ・３月の決算時期に向けて、集客数、利益率は上向い
ているが、例年に比べて来店数は15％減少している。

住関連専門店
（店長）

販売量の動き ・販売量の動きに大きな変化はないが、消費意欲は
戻ってきている気がする。

その他専門店
［宝石］（経営
者）

お客様の様子 ・消費税増税がしばらく延期されたため、少し落ち着
いている。

その他専門店
［宝飾品］（販
売担当）

お客様の様子 ・催事においても、客によって購買意欲に差がある。

一般レストラン
（企画）

来客数の動き ・正月の営業は例年になく好調であったが、２週目以
降は、来客数の前年比がほぼ３か月前の水準に戻って
いる。客単価のアップにより、前年の売上を維持して
いる状況である。

一般レストラン
（店員）

来客数の動き ・年が明けてからの２週間は非常に良かったが、それ
以降は昨年と同じ動きである。

一般レストラン
（経理担当）

来客数の動き ・法人関連の宴会については、前年と同様のペースで
推移している。ただし、衆議院選挙期間中の売上は、
前年比で３％落ち込んでいる。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・半月休業し、リフレッシュして再開した。新規客の
来店を期待したところ、結局は常連客が中心となった
が、以前と変わらずに経営することができている。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・昨年は和歌山で大型観光キャンペーンが実施され、
集客に成功したようであるが、その後は客足が落ちて
いる。

観光型旅館（経
営者）

来客数の動き ・客は価格だけで判断せず、お金を払う価値のある物
と、そうでない物の判断をよりシビアに行っている。
景気によって、旅館ごとの調子の良し悪しが分かれて
いるわけではない。

観光型旅館（団
体役員）

来客数の動き ・来客数は、依然として前年を下回っている。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・年末年始の予約状況や、忘年会、新年会の動きは昨
年とほぼ同じであるが、会議や研修の予約状況は悪
い。その反面、宿泊は好調を保っているため、販売量
は昨年の水準を維持している。

都市型ホテル
（総務担当）

単価の動き ・宿泊の客室単価は依然として高水準を保っている。

都市型ホテル
（管理担当）

それ以外 ・客室部門は、円安効果で引き続き好調に推移してい
る。ただし、料飲部門は輸入食材の値上がりや消費税
率のアップで苦戦が続いている。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・国内旅行はまずまずで、海外旅行は不調という傾向
に変化はないほか、いわゆる間際需要が弱い。前月末
までは前年並みの予約が入っていても、その後の間際
販売が少ないため、最終的には前年を下回る形となっ
ている。

旅行代理店（店
長）

お客様の様子 ・海外旅行の予約は、世界情勢の問題で減っている。
国内旅行は昨年並みに戻りつつあるものの、景気の回
復によるものではなく、毎年行くからといった理由が
多い。単価も特に変化はない。
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旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・自然災害などの影響が、国内、海外旅行共に出てお
り、個人消費の動きが鈍くなっている。

旅行代理店（広
報担当）

お客様の様子 ・春休みの旅行受注が芳しくなく、卒業旅行も足踏み
状態である。大きく受注が増えるようなトピックスも
ないため、状況は変わらない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・年末年始の繁忙期には、予想どおりの営業収入が上
がっている。

タクシー運転手 競争相手の様子 ・年末や正月の反動で徐々にひまとなったが、全体的
には建築関係が忙しく、結構動いている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・原材料費などの高騰が進んでいる。

通信会社（社
員）

販売量の動き ・新規加入者は獲得できているが、それと同時に解約
数も増えてきている。相殺すれば、加入増とはいえな
い状況である。

観光名所（企画
担当）

来客数の動き ・年末は少し回復傾向にあったが、１月になり再び停
滞気味となっている。

ゴルフ場（支配
人）

それ以外 ・予約状況をみると昨年並みであるため、状況に変化
はないと感じる。

パチンコ店（店
員）

お客様の様子 ・景気が良い話は聞かれない。

その他レジャー
施設［飲食・物
販系滞在型施
設］（企画担
当）

販売量の動き ・インバウンド客は堅調に増えているが、トータルと
しては特に伸びていない。国内消費の鈍さが感じられ
る。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・年配客は、雨が降ったり寒くなったりすると、家か
ら出たがらない。

美容室（店員） 単価の動き ・冬になって単価は落ちているが、来店周期は変わっ
ていない。

その他サービス
［ビデオ・ＣＤ
レンタル］（エ
リア担当）

販売量の動き ・年末のキャンペーンの好調が年初も続いており、レ
ンタル、ＣＤ販売、書籍共に、前年並みで推移してい
る。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・住宅販売数や仕入原価には変化がなく、安定してい
る。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・近畿圏の新築マンション販売に関しては、建築費の
高騰で販売価格を上げざるを得ず、適正価格とのかい
離で販売を見合わせている物件が出てきている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・節約のため、客は買物の頻度を減らしている。

一般小売店［珈
琲］（経営者）

お客様の様子 ・消費税増税後、各店舗の来客数は減少が続いてい
る。10月ごろからは円安で仕入価格が値上がりしたも
のの、販売価格には転嫁できていない。

一般小売店［精
肉］（管理担
当）

販売量の動き ・正月ムードが終わり、学校が始まると通常のおかず
の購入も減っている。特に、成人の日の三連休が終
わってからは、週末の盛り上がりも少ない。その割に
牛肉の相場は年末と同じ水準で推移しており、セール
もかけにくい状態である。

一般小売店
［花］（店長）

販売量の動き ・販売量、来客数共にかなり減少している。消費税率
引上げの影響かどうかは分からないが、今後も良くな
らないと感じる。

百貨店（売場主
任）

来客数の動き ・来客数の減少の内訳を調べると、子育て世代である
30～40代の減少が際立っている。もともと育児で金銭
的に余裕のなかった顧客層が、昨今の物価上昇による
影響を受け、更に生活防衛せざるを得なくなってい
る。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・降雪による初売りの売上や来客数の減少を取り戻す
ことなく、１月が終了した。セールも以前に比べると
まとめ買いが少なく、必要な物だけを購入する傾向が
みられる。インバウンド客向けの売上は前年の３倍で
推移し、全館売上の約３％にまで増加したほか、富裕
層を中心とした高額品や目新しい商材の動きも良い
が、全体的には消費は鈍化している。

百貨店（販促担
当）

販売量の動き ・クリアランスが始まり、衣料品が苦戦しているほ
か、重衣料も低調で、客単価は下がっている。月後半
は季節需要が中心となるが、定価品の動きは前年並み
である。一方、食品や雑貨、高額品は堅調に推移して
いる。
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百貨店（売場マ
ネージャー）

来客数の動き ・１月のセールの立ち上がりなど、月初めは順調にス
タートしたが、その後は入店客数が中だるみとなって
いる。入店客数は盛り上がりに欠けた昨年に比べても
減少が続いており、１月に入って更に３％ほど悪化し
ている。前年の売上は、海外高額品の値上げや消費税
増税前の駆け込み需要などで伸びたため、いまだに取
り戻すまでには至っていない。

百貨店（マネー
ジャー）

販売量の動き ・近隣に競合店が出店した影響もあるが、生活雑貨を
中心に主婦層に支えられていた消耗品や、紳士用雑貨
の低迷に歯止めがかからない。特価品の動きは前年並
みであるが、定価品が不振である。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食品の動きは堅調であるが、日用品以外は衣料品を
中心に良くない。来客数の減少を単価や買上点数の改
善で補っている状況である。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・１月になって来客数の前年比が更に３ポイント低下
し、92％となっている。明確な原因はよく分からな
い。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・客の購入意欲が低い。消費税増税は先送りとなった
が、賃金が増加していないため、なかなか購入には至
らない。

その他専門店
［食品］（経営
者）

販売量の動き ・外食全般の動きが大きく落ち込んでいるわけではな
いが、下降傾向にあるように感じる。

その他小売［イ
ンターネット通
販］（企画担
当）

単価の動き ・客の購入個数が低迷しており、買上単価も１月は前
年比で５％近く落ち込んでいる。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・例年どおり年末年始の反動が出ており、客足は伸び
悩んでいる。

高級レストラン
（企画）

来客数の動き ・飲食に関しては、単価が比較的低い個人客の動きが
鈍い。

その他飲食
［コーヒー
ショップ］（店
長）

来客数の動き ・消費税増税後、単価は上昇しているが、税抜額ベー
スではさほど変わらない。一方、来客数は徐々に減少
している。収入が増えていないにもかかわらず、支出
が増えるため、消費者の買い控えが目立つ。一方、福
袋商品などは前年を超える販売量となっている。

観光型旅館（経
営者）

単価の動き ・正月の３日間が悪天候となり、客足が遠のいて収益
に影響が出ている。客単価も大きな落ち込みとなり、
３か月前よりも30％低下している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・日に日に落ち込んできている。
テーマパーク
（職員）

販売量の動き ・結果として、衆議院選挙の影響が悪い方に出てし
まっている印象がある。

美容室（店長） 単価の動き ・メーカーからの化粧品の仕入価格が引き上げられ、
非常に厳しくなっている。

その他住宅投資
の動向を把握で
きる者［不動産
仲介］（経営
者）

販売量の動き ・住宅販売では在庫が増加している。

その他住宅［展
示場］（従業
員）

お客様の様子 ・例年１月の住宅展示場は来場が多いが、今年は大型
集客イベントの来場も芳しくなく、前年比で１割減と
なった。また、景品やイベント目的の来場が多く、モ
デルハウスの見学客が減少している。

悪く
なっている

一般小売店
［花］（店員）

お客様の様子 ・客の購買意欲が落ちていると感じられる。

百貨店（売場主
任）

販売量の動き ・初売りの１月２～３日は、積雪で来客数に影響が出
たことはやむを得ないが、その後のバーゲンセールで
も婦人衣料を中心に売上が伸びていない。今年のよう
な厳冬の年には、防寒具がもっと動くはずであるが、
消費者の財布のひもは固い。

百貨店（売場マ
ネージャー）

単価の動き ・１月のバーゲンの時期となったが、来客数は前年比
で２けた減とかなり厳しい状況である。さらに、来店
客の購買意欲も低く、客単価も低下している。昨年が
消費税増税前で堅調に推移していたことを除いても、
例年よりも更に10％近く悪化している。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数の減少傾向に歯止めがかからず、食品以外は
厳しい状況となっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・特に、食品以外の来客数が減少している。元気な人
は大型ショッピングセンターに行っている。
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衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・最近は来客数が減少しているほか、本当に必要な物
しか購入しなくなってきたため、売上が減少してい
る。その原因は分からないが、財布のひもが固くなっ
ていることは事実である。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・アベノミクスなどといわれているが、やはり消費者
は景気が悪い。特に、年金生活者や高齢者は来店が少
なく、近くのスーパーも人がまばらである。

良く
なっている

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・当社は鉄鋼関連の顧客が多いが、最近になって大規
模な投資計画が出てきており、引き合いが活発となっ
ている。

やや良く
なっている

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注が増加している。

輸送業（営業所
長）

取引先の様子 ・立地条件の良い場所や、現在よりも大きめの事務所
に移転する企業が多くなっている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・紙媒体、インターネット媒体共に、売上が前年より
も少し増えてきている。

変わらない 食料品製造業
（営業担当）

取引先の様子 ・取引先が販売価格を下げているにもかかわらず、販
売数量は伸びていない。消費者の購買は確実に減って
いると感じる。

繊維工業（団体
職員）

受注量や販売量
の動き

・消費税増税の影響がまだ需要面に残っている。

パルプ・紙・紙
加工品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節的要因を考慮すれば、変化はない。

化学工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・米国の大型金融機関の破たん時に近い動きの悪さ
で、周囲の経営者仲間に聞いても悪い。関西は相当に
悪いように感じる。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年明けの立ち上がりが例年に比べてかなり遅い。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・国内向けの商品に大きな変化はなく、低位安定状態
で推移しているが、海外向け商品には引き合いが出て
きている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・景気の動向が大きな転換点にあると感じている。受
注量や販売量の動きだけでなく、受注価格や販売価格
の動きも景気が悪いことを示している。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・公共事業関連の仕事は動いている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・住宅向けや学童向け商品の受注量が良くない。

輸送用機械器具
製造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・国内外の案件の受注競争が激化し、受注額は伸び悩
んでいるが、いつも年明けから３か月ぐらいは動きが
鈍くなる。

その他製造業
［事務用品］
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・年末年始の動きは例年と変わらず、受注量や売上に
も変化がない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年始から受注が少し鈍っている。これから増えてい
くことを期待したいが、今のところ動きは弱い。ただ
し、太陽光発電関連は今年度中の発電開始を目指す動
きもあるため、状況は良い。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・新築住宅の案件が少なくなってきた気がする。同時
にリフォームの単価も低下傾向にある。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・年度末に向けた公共工事の入札不調が増えてきてい
る。工期の問題や、現場技術員や技能労務者不足など
が原因となっている。今後は民間関係の工事も同じよ
うな状況になってくる。

通信業（管理担
当）

取引先の様子 ・客に活気がなく、価格も微妙に高いなど、芳しくな
い状況である。

金融業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・円安が進んでおり、販売価格に大きな影響が出てい
る業種も見受けられる。

金融業［投資運
用業］（代表）

それ以外 ・原油価格が下がり続けている。相場があまり急激に
乱高下すると、いずれ揺り戻しが来る。しばらくは原
油価格に翻ろうされそうな気がする。

不動産業（営業
担当）

取引先の様子 ・神戸から事業所がなくなってきており、事務所や社
宅のニーズが減少している。これは神戸だけではな
く、関西全域の動きでもある。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込収入がやや増えているが、購読数が減ってい
る。

企業
動向
関連

(近畿)
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広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・年末から特に大きな動きはない。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・冬物のバーゲンでは、月初めは景気が良いと感じた
が、郊外のショッピングセンターでは中旬以降の人出
が激減している。

経営コンサルタ
ント

受注価格や販売
価格の動き

・今年度に入ってから、当社への発注は増加している
が、対応できる件数が限られているため、特に景気が
良くなったという印象はない。

その他サービス
［自動車修理］
（経営者）

取引先の様子 ・年明け早々に業者からの仕事は入ってきたものの、
その後が少ない。

その他サービス
業［店舗開発］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・正月の３日までは人出も多く、駅構内は大いににぎ
わい、特に土産物は好調に推移した。ただし、４日以
降は例年にない反動があり、その影響は月末まで尾を
引いている。

その他非製造業
［機械器具卸］
（経営者）

取引先の様子 ・輸入商品の原価が上がってきているため、得意先に
値上げを要請しているが、今のところは受けてもらえ
ない。夏場ぐらいまでは粗利益が減少する。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・１月に入り、前年を少し上回るぐらいの製造量と
なっているが、逆に売上は減少している。需要が安価
な商品に流れているためで、原価の高騰などもあり、
同じ手間をかけても利益が出ない状態になっている。

食料品製造業
（経理担当）

それ以外 ・寒さが厳しいためか、客の動きが非常に悪く、売上
も前年比で５％程度減っている。

繊維工業（総務
担当）

取引先の様子 ・催事での１日の売上が、前年よりも10％減ってい
る。販売額の確保のために参加しているが、その分だ
け経費が増え、採算は悪くなっている。

出版・印刷・同
関連産業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・例年７～８月、１～２月は受注が減るという季節的
要因はあるものの、例年以上に落ち込んでいる。単価
の下落も影響している。

化学工業（管理
担当）

受注量や販売量
の動き

・自動車や電子部品、建築関連の全般にわたって、販
売数量が前年比で約９％落ちている。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・年末年始ということもあるが、受注、販売量共に下
降線をたどっている。

金属製品製造業
（営業担当）

受注価格や販売
価格の動き

・売上は堅調であるが、コスト上昇分を価格に転嫁で
きない状況が続き、採算が大幅に悪化している。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・配達件数が昨年よりも15％ほど減っている。

その他非製造業
［商社］（営業
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・取引先からの特価での業務依頼が増えたが、受注に
は至っていない。同業他社も年度末に向けてかなり価
格を下げ、荷物の動きを増やしている。

悪く
なっている

金属製品製造業
（管理担当）

受注量や販売量
の動き

・今年に入ってから急激に受注が減っている。関西で
は目立った案件がない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・昨年末からの忙しさが一度収まりかけたが、今年に
入って各企業とも雇用に対してかなり積極的になって
きている。年度末まではこの状態が続く。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・１月はあまり動きのない月であったが、求人数の増
加が続くなかで、長期案件が増えている。特に、事務
職の増員などの案件が多くみられる。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・訪日外国人客の増加に伴い、小売業や宿泊業を中心
に新規求人数が増加傾向にある。

変わらない 人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・派遣登録者が極端に減っている。世の中の景気自体
は良いのかもしれない。

人材派遣会社
（役員）

それ以外 ・企業の求人に対する求職者の数は、依然として不足
しており、派遣時給は確実に上がっている。時給を上
げないと人が集まらない状況は、３か月前と変わって
いない。

人材派遣会社
（営業担当）

採用者数の動き ・採用者数に大きな増減はなく、欠員補充での募集が
ほとんどである。

アウトソーシン
グ企業（社員）

雇用形態の様子 ・正職員は雇用形態や給料の見直しが検討されている
一方、それ以外の職員は何も変わらない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

それ以外 ・好調のまま推移しており、円安で利益増となる企業
が増えている。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・大阪、奈良、京都を中心に海外からの旅行者が増加
し、免税対象商品の販売が拡大している。これに対応
する企業や店舗が、人材を求める傾向が強まってきて
いる。

雇用
関連

(近畿)
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新聞社［求人広
告］（管理担
当）

求人数の動き ・直近の求人広告は前月に続いてやや増加したが、季
節的な要因と思われ、景気の方向性を明確に示すもの
ではない。この傾向が１月以降も続くようであれば、
上向きという判断も可能であるが、時期尚早である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数は前年に比べて増えており、事業所からも景
気は良くなっているとの声が聞かれるが、３か月前と
の比較では変わらない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年比で4.8％増加した。外国人観光
客の増加で好調な宿泊業は、２か月連続の大幅増と
なったほか、多くの業種で増加している。一方、今ま
でけん引役となっていた製造業で２か月連続の減少と
なったほか、卸売業、小売業、建設業も減少した。一
方、求職者数は引き続き減少傾向である。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規求職申込件数は、昨年４月から減少傾向にあ
り、特に事業主都合離職者の減少が顕著となってい
る。一方、転職希望の在職者の割合も低下しているな
ど、景気回復時にみられる求職者の動きがない。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・企業の人事担当者からは、採用数は増加している
が、決して景気が良くなったからではないとの話をよ
く聞く。

学校［大学］
（就職担当）

求人数の動き ・求人数は年が明けて少し増加しているが、あまり変
化はない。

やや悪く
なっている

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・建設業を中心とした日雇い求人の前年比での減少幅
が、この数か月で少し拡大している。

悪く
なっている

－ － －

　８．中国（地域別調査機関：公益社団法人中国地方総合研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

競艇場（職員） 販売量の動き ・正月レースや１月中旬のＧ１レースで、十分な売上
を確保できた。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・商店街への来街者が12～１月と引き続いて多く、高
額品の販売が好調な店もある。

一般小売店［印
章］（経営者）

販売量の動き ・印章店にとって１月は暇な時期であるが、今年は一
般客からの注文が多かった。会社関係でも支店開設に
伴う注文も受けた。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客数は前年並みである。客単価は前年の101％と、
３か月前に比べて良くなっている。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・来客数が増え、客単価も上昇している。景気は徐々
に良い方向に向かっている。

スーパー（総務
担当）

単価の動き ・来客数の推移に比べて、客単価が伸びている。

コンビニ（副地
域ブロック長）

来客数の動き ・駐車場の利用が増えており、自家用車で来店する客
が増加している。

家電量販店（企
画担当）

来客数の動き ・来客数が増えてきており、景気は回復傾向にある。

乗用車販売店
（店長）

お客様の様子 ・新年を迎えて、客に買物しようという雰囲気が出て
きている。新車に関しては成約率が高くなっている。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・人の動きが少し出てきた。

タクシー運転手 お客様の様子 ・総選挙が終わり、街ににぎわいが戻ってきた。売上
は前年の101％である。

タクシー運転手 来客数の動き ・企業の利用が増えている。新規設備等の関係で、本
社から役員や関係者の来訪が目立つ。

テーマパーク
（営業担当）

来客数の動き ・天候も良かったので、来園者が増えた。土産もよく
売れた。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・当店はランチの単価がやや高めなためか、昼食の来
店客が減少傾向にある。それに加えて午後３時以降の
客が激減してきた。

一般小売店［食
品］（経営者）

来客数の動き ・前年同月と比較したときに、客数の減少傾向が続い
ている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・全体の販売量は前年と同程度である。客単価は前年
より上昇しているが、買上客数は減少している。１月
からバーゲンセールを始めたが、夏バーゲンと同様
に、売上は前年から減っている。正価品は販売量が伸
びているので、不必要なものはバーゲン品でも買わな
いという傾向が更に強くなっている。

家計
動向
関連

(中国)
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百貨店（販売促
進担当）

お客様の様子 ・１月から食品を中心に値上げが相次ぐなか、ギフト
解体セールは過去最高の売上を確保した。正月の福袋
やコート等の高額品は値引きを重ねても動きが低迷す
るなど、客の堅実消費が継続している。また地方にお
いては話題のインバウンド効果はほとんどみられな
い。

百貨店（売場担
当）

販売量の動き ・高額な美術品や工芸品等は時々売れているが、まだ
景気回復にはほど遠い。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客の必要なもの以外は買い控える姿勢が変わらな
い。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・景気が良い話も、悪い話もあまり聞かない。食料品
に関しては購入量に変化はみられない。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・割引日への客のシフトが顕著であることに変化はな
い。

スーパー（業務
開発担当）

販売量の動き ・日用雑貨や菓子を中心に、販売点数が落ちている。
野菜や鮮魚も前年割れの状態が続いている。

スーパー（財務
担当）

来客数の動き ・少し値が張る商品も売れているが、低価格志向の客
が多い。客単価の上昇により売上は前年を上回ってい
るが、客数が前年割れする傾向は変わっていない。

スーパー（販売
担当）

来客数の動き ・12月に大型ショッピングモールが開業し、来客数の
減少を心配していたが、今のところ予想した程の影響
はなく、安心している。

スーパー（管理
担当）

来客数の動き ・客数の減少比率に変化はみられず、同じ状況が継続
している。

スーパー（販売
担当）

販売量の動き ・この２～３か月は前年並みの売上である。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・携帯等のゲーム関係の売上が増加している。その影
響なのか客単価は伸びているが、一部の客に限られた
現象と考えている。それ以外の客層では売上は伸びて
おらず、景気に変化は見当たらない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・売上や客数は前年並みであり、客単価にも変化がみ
られない。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・客数に下げ止まり感はあるが、販売単価が上がって
こない。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・消費税増税後は客の様子がずっと変わっておらず、
出費に後ろ向きである。同じものを買うにしてもサー
ビスを受けるにしても、少しでも安い店や安い方法を
探している。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・客の購入意欲からみると、景気はあまり変わってい
ない。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・前年比でみると、売上は変わらないか悪いくらいで
ある。景気回復は業種や地域によって違いがあるの
か、当社にとってはまだ程遠い感じを受ける。

その他専門店
［時計］（経営
者）

来客数の動き ・高額品の購買客が限定されている。全般的にみる
と、景気は良くない。

その他専門店
［ファッション
雑貨］（従業
員）

お客様の様子 ・客数は１月初めは前月から持ち直して前年並みで推
移したが、正月が終わり学校が始まると客数は激減し
た。食品売場に客はいるが、衣料品ゾーンでは客がま
ばらで、従業員の人数が客より多いような状態であ
る。

その他小売
［ショッピング
センター］（運
営担当）

それ以外 ・テナントの入退店状況及び全館売上の伸びが、前年
と比べて良くならない。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・予約は前年並みで推移しており、週末の個人利用が
少しずつ増えてきている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・飲食業界は中小企業の客が大半を占めるので、中小
企業の景気が回復しなければ、当業界も良くならな
い。

都市型ホテル
（スタッフ）

販売量の動き ・１月の販売量は前年とほとんど変わらず、来客数も
同様である。景気が良くなっているとは感じない。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・宿泊客数は国内客と海外客がともに好調に推移して
いる。海外客では特にアジア、北米やヨーロッパから
の客が好調で、個人客と団体客はともに増えている。
レストラン部門では高単価の和食店が依然として低迷
している。

旅行代理店（経
営者）

販売量の動き ・総選挙も終了し、今後アベノミクスで景気は良くな
ると言われているが、世間を見渡しても景気対策が実
行されているようには思えない。
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通信会社（広報
担当）

来客数の動き ・これから新生活需要を迎える時期であるが、来客数
の動きが良いとは言えない。

通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・サービス契約数は新規加入と解約の繰り返しが続い
ており、契約数にあまり変化はない。

通信会社（販売
企画担当）

来客数の動き ・来客数に変化がない。

通信会社（総務
担当）

販売量の動き ・新規加入件数が横ばい状態である。

テーマパーク
（管理担当）

来客数の動き ・入館者数や商品販売高は前年同月から変動がない。

ゴルフ場（営業
担当）

お客様の様子 ・予約状況は変わらない。

美容室（経営
者）

単価の動き ・当店の客はどちらかというと既婚者が多い。住宅を
購入すると客は安いメニューを選択するようになる
し、こづかい制の人も多いので、単価が上がる気配は
ない。

その他サービス
［介護サービ
ス］（介護サー
ビス担当）

お客様の様子 ・利用者や家族との会話のなかでは、景気の変化がう
かがわれる話は一切聞かない。

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・消費税の再引上げが先送りされた影響で、住宅建築
やリフォーム工事が見合わせられる場合が多くなり、
なかなか契約に至らない。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・来場数は減少しているが、購入意欲を持つ客もみら
れる。

設計事務所（経
営者）

お客様の様子 ・消費動向や販売状況に変化はない。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・依然として住宅展示場への来場者数は低調なままで
あり、年始の正月営業でも前年を下回った。

住宅販売会社
（販売担当）

お客様の様子 ・イベントでは客の反応が薄く、客は時間をかけて検
討している様子である。低金利や優遇措置を説明して
も、客は住宅取得を後押しされるほどのメリットを感
じていない。

やや悪く
なっている

商店街（理事） 来客数の動き ・一時的な要因かもしれないが、12月に１km先に大型
ショッピングモールが開業したので、客が流れている
ようである。状況が落ち着いた後にどうなるかわから
ないが、年始の客の動きがいつもより少し悪かった。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客に買い控えがみられ、購入数量が減少している。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・毎年、年明けは需要が少なくなるが、今年はバーゲ
ンセール等の割引を実施しても客の反応が鈍い。また
来客数も減少している。

一般小売店
［靴］（経営
者）

販売量の動き ・昔は年が明けるとバーゲンセールを期待する客が多
数みられたが、今はそうした客は少ない。当店も専門
店としてバーゲン品よりも次の季節に備える品を販売
したいが、そうした品ぞろえがここ数年難しくなって
いる。来客数はあっても客が望む品物をそろえられ
ず、売上が減少するという負の連鎖に陥り、困ってい
る。

一般小売店［紙
類］（経営者）

お客様の様子 ・観光客は今までどおりの動きであるが、地元客の日
用品購入金額が下がっており、全体として景気はやや
悪い。

一般小売店［酒
店］（経営者）

販売量の動き ・客に正月疲れが出ているのか、土日にはある程度売
上があるが、平日は売上が伸びない状況が続いてい
る。

一般小売店
［茶］（経営
者）

販売量の動き ・商店街や業界の新年会では、非常に厳しい話ばかり
出る。地域の経済は冷え込んだままである。

百貨店（経理担
当）

来客数の動き ・悪天候の影響等で来客数が減少しており、売上減に
つながっている。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・12月の売上は前年の80％弱で、来客数も同程度で
あった。１月は前年実績を上回る店舗が全テナントの
うち25％程度と、依然低迷が続いている。大型ショッ
ピングモール開業の影響も大きいが、客の購買意欲が
戻っていないように感じる。一方でヘアーサロン等の
サービス系やアパレル店であっても、客をしっかりつ
かまえている店はあまり売上が落ちていない。
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百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・前年より気温が低く冬物セールには好条件であった
が、消費者の財布のひもは固かった。必要なものだけ
購入する客がほとんどであり、売上は前年を大きく下
回っている。

百貨店（購買担
当）

お客様の様子 ・12月の総選挙に続いて、１月には市議選があった。
客には選挙を応援する方も多く、買物する気にならな
いという常連客もあり、今月は厳しい状況が続いた。
また気温も比較的高く、コートやアウター類は紳士
用、婦人用や子供用がともに動きが悪かった。ただ宝
石やバッグ等の高額商品への関心に変化はない。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・新春初売りは天候の影響もあり、近年になく不振で
あった。１月中旬は雨が多く、下旬は気温が高めで
あったこともあり、婦人服や紳士服等の衣料品が軒並
み厳しい状況であった。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・客の来店回数が少なくなっている。今まで月５回の
買物客が月４回の来店になるなど少なくなっている。

コンビニ（支店
長）

来客数の動き ・客数の落ち込みがすべてである。前年を上回ること
がない。

衣料品専門店
（経営者）

単価の動き ・中小企業の客は、景気は良くなるどころかむしろ悪
くなっていると嘆いている。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・日用品の値上がりで家計の負担が増しており、消費
は減るばかりである。地方企業はアベノミクスの効果
を感じておらず、地方経済は冷え込んだままである。
高価な商品がなかなか動かず、ものづくりの環境はま
すます厳しくなっている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・客の財布のひもは非常に固い。家電品に関しては壊
れたら取り替える考え方が多く、商売がやりにくい。

家電量販店（販
売担当）

来客数の動き ・初売りが盛り上がらなかった。

乗用車販売店
（営業担当）

来客数の動き ・例年であれば決算期に向けて客が増える時期である
が、逆に客数が減少している。

住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・客数の減少はもちろん売上に影響している。また当
店に住宅図面等を持参して買物する客が少なく、高額
買上につながらないため、客単価が上がらない。

その他専門店
［和菓子］（経
営者）

販売量の動き ・１人当たりの購買数が減少している。

その他専門店
［布地］（経営
者）

お客様の様子 ・年末や正月に多額の金を使ったせいか、１月は客数
が少ない。また客に消費意欲がみえない。

その他専門店
［海産物］（経
営者）

来客数の動き ・１月は週末に雪による高速道路の通行止めも発生
し、全体的に観光客の客数が少ない。

その他小売
［ショッピング
センター］（所
長）

来客数の動き ・１月初めの降雪と正月休みが前年より１日少なかっ
たことが影響し、全館的に集客が厳しかった。特に食
品物販業やサービス業に悪影響が出た。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・年末年始が終わり、消費動向は大きく落ち込んでい
る。今年は福袋等のセールスも芳しくなく、正月が過
ぎると来店客の減少が顕著である。

一般レストラン
（店長）

来客数の動き ・客の来店頻度が下がってきている。

一般レストラン
（外食事業担
当）

お客様の様子 ・新年会等の予約は前年並みに入っているが、１組当
たりの人数の減少が目立つ。また会社関係の利用が減
り仲間うちの利用が増えているため、組単価が低下し
ている。ランチは伸びているが、夜９時以降のディ
ナー利用が３か月前に比べて減少している。

観光型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・例年に比べて宿泊客の動きが鈍く、月初から客数の
増加がほとんどない。１月中旬からスタートした当地
域あげてのランチフェアの集客も低調である。

都市型ホテル
（企画担当）

来客数の動き ・年末から正月にかけて宿泊などの個人客は増加傾向
にあったが、１月後半は大型ショッピングモール開業
の影響も薄れ、客数の動きは鈍くなっている。原油価
格は下降気味であるが、物価高による一般消費の抑制
傾向は継続している。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・前年比で販売額がマイナスになっている。
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タクシー運転手 来客数の動き ・年が明けて気温も冷え込まず天候も良いのに、客数
が伸びない。11～12月は例年どおり繁忙期で忙しかっ
たが、１月に入ると理由は不明であるが客数が前年に
比べて減少している。

通信会社（企画
担当）

お客様の様子 ・商品を選ぶに当たり、時間をかける客が多い。

テーマパーク
（業務担当）

来客数の動き ・１月は閑散期であることに加えて週末に天候不順な
日が多かったため、来客数が減っている。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・同業者で話すと、１月は例年になく来客数が少な
く、売上も悪かったという話になる。

設計事務所（経
営者）

来客数の動き ・消費税の再引上げが先延ばしになってから、引き合
いが急に少なくなってきた。

住宅販売会社
（営業担当）

お客様の様子 ・住宅エコポイントの復活など住宅購入者を後押しす
る制度が始まるが、それを理由にする購入者はまだ少
なく、問い合わせも減っている。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・年明けになって来客数と購入額が極端に減少した。
年末に大量購入した反動かもしれないが、例年以上に
落ち込みが大きい。

商店街（代表
者）

単価の動き ・12月に総選挙が実施された後、消費に急ブレーキが
かかったように感じる。１月のバーゲン時期を迎えて
も状況は変わらず、売上の前年比が非常に悪くなって
いる。

百貨店（売場担
当）

お客様の様子 ・ある主婦に聞くと、12月の寒波の影響で電気代やガ
ス代が思った以上の請求金額となったと驚いている。
食品の値上がりを受けて、ギフト解体セールなどの安
売り催事で必需品をまとめ買いして節約している。新
入学等のスーツも手持ちを着まわしさせて、新調はし
ない。

百貨店（営業推
進担当）

販売量の動き ・イベントを開催しても来店客が少なく、今まで好評
を得てきた催事でも売上が減少している。集客できな
いため、全館の売上にも影響している。また食品では
生鮮品が苦戦しており、客は堅実な買物を徹底してい
る。

乗用車販売店
（統括）

販売量の動き ・前年の駆け込み需要の影響で、１月の販売量は前年
の60％と大変厳しい状況となっている。

自動車備品販売
店（経営者）

来客数の動き ・繁忙期を過ぎ閑散期に突入したが、今年は例年以上
に来客数が悪い。ネット販売で格安商品が出ており、
対面販売は年々厳しくなっている。

その他飲食
［サービスエリ
ア内レストラ
ン］（店長）

来客数の動き ・高速道路の交通量が減少し、観光バスの立ち寄りも
減少している。

良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・自動車メーカーの好調を受けて、部品製造メーカー
も忙しい状況が続いており、景気は良い。

やや良く
なっている

農林水産業（従
業者）

それ以外 ・12月を３か月前と比較すると、水揚げ量は566tの増
加、水揚げ金額は7,500万円の増加であった。増加理
由は沖合底引き網漁や大中型巻き網漁の増加である。
12月単月の前年比は、水揚げ量が98tの増加で前年の
105％、水揚げ金額が１億500万円の減少で前年の81％
であった。水揚げ量の増加理由は沖合底引き網漁や大
中型巻き網漁の増加で、水揚げ金額の減少理由はイカ
釣り漁の減少である。また2014年の年間水揚げ量は１
万9,295tで前年の124％で、年間水揚げ金額は53億
1,004万円で前年の107％であった。増加理由は沖合底
引き網漁や大中型巻き網漁の増加である。

化学工業（経営
者）

競争相手の様子 ・競合他社が業績悪化から極端な値下げ攻勢を行って
いたが、ようやく一段落した感がある。徐々にではあ
るが、受注量が回復している。

輸送業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・１月は年始で営業日数が少なかったが、輸出入貨物
の取扱を中心に荷動きは堅調に推移している。荷動き
が活発になりつつあると感じる。

不動産業（総務
担当）

それ以外 ・賃貸物件の需要時期に入り、来客数や成約件数は２
～３か月前に比べて増加している。ただ前年に比較す
ると、来客数が落ち込んでいる。

変わらない 食料品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・例年であれば年末には受注が完了していた相手か
ら、１月に入っても受注を受ける状況であり、好調な
販売が続いている。

繊維工業（統括
担当）

受注量や販売量
の動き

・秋口に不振であった冬物衣料に若干動きが出てい
る。

企業
動向
関連

(中国)
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化学工業（総務
担当）

それ以外 ・国内の景気は良くなっていると新聞等は報道する
が、当社の売上は微増である。一方で円安により原料
輸入に悪影響が出ており、事業が更に好転していく要
素は見当たらない。

窯業・土石製品
製造業（総務経
理担当）

取引先の様子 ・鉄鋼業向けの大型案件は最終段階にあり、作業量が
多い状態が継続している。このため作業員の残業時間
が高水準である。

鉄鋼業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・仕事量に大きな変化はない。

鉄鋼業（総務担
当）

取引先の様子 ・在庫に余剰感が若干あるが、客先の活動水準は前月
から大きな変化はなく、一定レベルで推移している。

金属製品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・12月に得意先から、受注量の増加見込みに伴い当社
に対して納期面での協力要請があった。ただ結果とし
ては１月はこれまでと同水準であり、受注の伸びは感
じられない。

電気機械器具製
造業（総務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注量はまずまず確保しているが、受注単価が上が
らない。原材料費や労務費の上昇のしわ寄せが当社に
きて、適正利益の確保が難しい。在庫量はやや過剰で
あるが、これを一気に消化する力は市場にも企業にも
まだ不十分である。

輸送用機械器具
製造業（財務担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・国内造船各社は2018年から更にその先の予定を埋め
つつあり、中期的な仕事量は確保している。当社も同
様に仕事量は多いが船価自体が芳しくないため、当面
の収益は関連企業も含めて厳しい。

輸送用機械器具
製造業（経営企
画担当）

受注量や販売量
の動き

・主要客からの受注は、内示より若干減少傾向となっ
ている。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・建設業の仕事量は官公庁関係も民間関係もある程度
出ているが、他県から参入が進みつつあり、当地の建
設業は潤っていない。当社も仕事量は確保できている
が、労務費等のコストアップで苦しい状況が続いてい
る。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・景気の先行きは不透明である。様々なリスクが顕在
化しつつある。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・予定を含めると、手持ち工事はこの先１年は目一杯
な状態である。新規受注に関しても中長期的な視点か
ら営業展開を進めている。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・中小企業や個人客からの荷量は前年割れが続いてい
る。個人消費の落ち込みが単価を押し下げる状況が継
続している。ただ原油の値下がりで燃料コストが下が
り、輸送業界にはプラス要因となっており、増益の見
込みである。

金融業（貸付担
当）

受注量や販売量
の動き

・取引先から11～12月の実績報告を受けたが、販売量
が前年同月比で減少している取引先が多い。歳暮商戦
で例年なら売上は伸びる時期であるが、総選挙の実施
により贈答品等が買い控えられた影響ではないかとの
話である。ただし高額商品は前年より売上が増加した
との声もあり、景気は変わらないと判断している。

金融業（自動車
担当）

取引先の様子 ・完成車メーカーの輸出はこれまで好調だった北米向
けがやや減少してきたが、全体としては高水準を維持
しており、自動車部品メーカーの受注はほぼ前年と同
水準になっている。

広告代理店（営
業担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量及び販売量からみると、景気にあまり変化は
ない。ただ受注先の業種により受注量等に増減がみら
れ、景況感には業種により差がある。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・住宅の着工件数は案外減っておらず、建設業の業績
は比較的順調であるが、相変わらず人手不足に悩まさ
れている。反面、製造業にはやや陰りが見え始めてい
る。株高の恩恵は中小零細企業には無関係で、円安の
悪影響の方がかなり大きい。

やや悪く
なっている

非鉄金属製造業
（経理担当）

受注量や販売量
の動き

・輸送用機器関連では、組立メーカーが減産する影響
が顕在化している。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・年度末決算が迫っていることもあり、客に買い控え
感がある。

通信業（営業企
画担当）

取引先の様子 ・法人向け通信サービスでは一部事業者がダンピング
提案を増加させており、製造業を中心に通信サービス
価格の下落が始まっている。

悪く
なっている

食料品製造業
（総務担当）

受注価格や販売
価格の動き

・販売価格と受注価格の下落が続いている。
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その他製造業
［スポーツ用
品］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・現在は多少落ち着いているが、円安が進行したまま
である。仕入部品の価格が高くなり、コスト面が非常
に苦しい。春は新商品を発売する時期であるが、コス
トがあわず販売中止となる商品が発生している。この
ままでは生産量が不足して経営が更に厳しい状況とな
りかねない。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・正規雇用ではなく、非正規雇用のニーズが増えてい
る。

民間職業紹介機
関（職員）

求職者数の動き ・求職者に対して複数企業から内定が出るケースが増
えてきており、以前よりも辞退数が増加している。

変わらない 人材派遣会社
（支社長）

周辺企業の様子 ・求人数は前年と比較しても高い水準で推移してい
る。高水準の背景をみると、好景気による増員という
割合は減少し、退職の補充がままならないという割合
が高くなってきている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・１月は転職希望者の相談は12月より増えているが、
企業の中途採用意欲は少し止まっている。一方、企業
からの派遣依頼は増えてきており、年度末に向けて退
職者や休職者の一時的な補充や、新年度に事業展開す
るための依頼は少し増えたように感じる。

人材派遣会社
（経営企画担
当）

求職者数の動き ・１月の求職者数には大きな変化はみられず、登録者
数確保には依然として厳しい状況が続いている。ただ
少しずつではあるが、主に小売流通サービス分野で人
材の動きが出てきており、潮流をつかんだ広告展開を
行っていく。

求人情報誌製作
会社（営業担
当）

求人数の動き ・企業の新卒採用意欲は高まっているが、採用スケ
ジュールの変更もあり、企業から対策について相談さ
れるケースが多くなっている。

求人情報誌製作
会社（広告担
当）

求職者数の動き ・新規の採用活動が３月より本格的にスタートする
が、現在は採用人数などについて最終調整を重ねる段
階である。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・大型ショッピングモール等が開業して雇用情勢が改
善し、当地の有効求人倍率は全国でも上位に位置す
る。しかし景気浮揚に大きな影響を与える住宅不動産
業や輸送用機器製造業で、景気が回復していない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

雇用形態の様子 ・淘汰されるかのように、零細企業の廃業が相次いで
いる。小規模事業所では代表者の後継者がみつからず
廃業を選ぶケースがある。小さな工務店では当地の事
業所をたたみ、３～４人でチームをつくり東京や東北
に出向いて仕事を続けるケースもある。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求職者数の動き ・有効求職者数は2014年４月以降、毎月減少してい
る。また新規求職者数は、在職者、自己都合退職、事
業主都合のいずれの区分においても減少しており、管
内の景気は落ち着いている。

職業安定所（産
業雇用情報担
当）

求人数の動き ・新規・有効求人数はともに前年比で減少が続いてお
り、また新規求職・有効求職者数も同様である。全体
として動きが鈍くなっていると感じている。

職業安定所（雇
用開発担当）

求人数の動き ・有効求人数は前年比で増加しており、有効求職者が
減少していることから、有効求人倍率は高い水準と
なっている。

学校［短期大
学］（学生支援
担当）

求人数の動き ・前年は求人について少し良い状況が続いていたが、
最近は頭打ちとなっている感じを受ける。

その他雇用の動
向を把握できる
者［労働機関］
（職員）

求人数の動き ・新規求職者の内訳をみると、在職者は前年比で２割
増加しているが、離職者は２割弱減少している。求職
者全体をみると減少傾向が続いており、業種によって
は人手不足感が強まっている。また離職者の内訳で
は、会社都合による離職者が４割弱減少した。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

　９．四国（地域別調査機関：四国経済連合会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

○ ○ ○

雇用
関連

(中国)

家計
動向
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やや良く
なっている

スーパー（店
長）

来客数の動き ・好調であった年末年始商戦以降も、客数は前年より
増えている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・季節商材がけん引した結果、他部門の販売量も増加
に転じている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・年始より来店者が増え、販売台数も回復基調にあ
る。消費税増税延期の影響はわからないが、新車販売
は上向いていくだろう。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要があった前年とは比較
にならないが、昨年暮れに相次いで新型車を投入した
効果から、１月の販売は高水準にある。

乗用車販売店
（役員）

来客数の動き ・今年に入り、新車受注に動きが出ており、四国の販
売店の数字も少しずつ良くなっていくと考えている。
２～３月も期待している。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・現況は変わらないが、これまで長期間取り組んでき
た賑わいづくりの効果が徐々に現れてきている。毎月
１回開催している「とくしまマルシェ」は常に１万人
の集客力があり、ユニ－クな野外市場として全国から
注目されている。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・気温が低い影響か、来街者数が大きく減少してお
り、特に週末の人通りが非常に悪い。冬のクリアラン
スセールが始まっているが、財布のひもはまだ緩まな
い。

商店街（事務局
長）

販売量の動き ・年末年始に気温が下がり、衣料品の動きは良かった
ものの、雑貨や飲食等は振るわず、店舗や業種によっ
て業績が分かれた。人通りは昨年より多いと感じる
が、売上には結びついていない。

一般小売店［酒
類］（経営者）

販売量の動き ・特に動きはなかった。

一般小売店
［酒］（販売担
当）

販売量の動き ・毎年１～２月は気温が低く、料飲店への足が遠のく
ため、販売量は伸びない。

一般小売店［書
籍］（営業担
当）

お客様の様子 ・必要な物しか買わない顧客が多く、買上点数が伸び
ていない。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・食品・大型専門店は好調な一方、衣料品・高額品は
苦戦している傾向が更に顕著になっている。

スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・競合店も同様に客足は鈍い。特段、業績が良いとい
う情報も聞かないことから、現況はあまり良くない。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・前年に比べ正月休みが１日少なかったことから、１
月上旬の客数が若干落ちている。客単価は値上げ等の
影響から前年を上回る状況が続いている。

スーパー（財務
担当）

販売量の動き ・買上点数を増やす努力をしているが、なかなか増え
ない。客数の微減を単価の上昇で補っており、売上は
横ばいの状態。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・１月はセール月であるため一定の来客はあったが、
昨年に比べて来客数は減り、販売単価も下落してい
る。

その他小売
［ショッピング
センター］（副
支配人）

来客数の動き ・来客数は横ばいか微減で推移している。

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・客足は少し伸びているが、売上はあまり伸びていな
い。賃金が上がらず、所得が増えない状況では客単価
は伸びない。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・年末商戦が終わり、新生活シーズンまでの間は落ち
着いた動きとなる。

通信会社（企
画）

お客様の様子 ・12月頃から、低廉なサービスが伸びている一方、高
価なサービスは減っている。売上は減少傾向にある
が、解約数は増加していないので悪くなっているとは
言えない。

通信会社（支店
長）

販売量の動き ・昨年９月頃が景気の底で、それ以降は上向いている
と考えているが、数値として現れるには至っていな
い。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・昨年並みで推移している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・特に変化がない。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・各種値上げによる消費マインドの低下が続いてい
る。

関連

(四国)
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設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・仕事は増えてきているが、儲けは出ていないと言う
事業者が多い。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・消費税増税前を除いて、例年とあまり変化は無い。

やや悪く
なっている

一般小売店［生
花］（経営者）

それ以外 ・人通り、来客数、販売量すべて減少している。繁華
街の人出は少ない。消費税増税の影響で、単価の安い
商品を購入する傾向がみられる。

百貨店（営業担
当）

販売量の動き ・必要な物しか買わない動きが見受けられ、来客数も
減ってきている。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・昼間に来店する主婦層の単価が下がっている。景気
に敏感な層なので、節約モードに変わったように感じ
る。他の時間帯では客単価に変化はない。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・年末年始の売上が振るわず、前年比マイナスのス
タートとなった。その後も、週末は前年割れが続いて
いる。

コンビニ（総
務）

来客数の動き ・気温や天候の影響が大きく、来店客数は前年割幅が
拡大している。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・年始は相当快調であったが、冬物バーゲンの調子が
悪く、結果的に１月の売上は前年に比べかなり減少し
ている。

衣料品専門店
（総務担当）

お客様の様子 ・売上は前年を大きく下回り、非常に厳しい状況であ
る。特にランクの高い顧客の動きが鈍く、ＤＭや電話
での訴求の効果が薄くなっている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新車の受注状況は消費税増税前の昨年に比べるとか
なり減少しているが、ガソリン価格の下落は受注回復
にプラスになると期待している。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・年が明けても、景気は落ち込んでいる。

旅行代理店（支
店長）

お客様の様子 ・国内旅行の申込は順調だが、海外旅行は円安や海外
で続発するテロの影響でヨーロッパを中心に申込が激
減している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・客単価が悪くなっている。また、平日の夜間や晴天
の日は客足が鈍い。

観光遊園地（職
員）

お客様の様子 ・夜の繁華街の客の混み具合は少ない。

競艇場（職員） 販売量の動き ・１月の売上高は、前月比５％増、３か月前比33％
増、前年比７％減となっている。また、平成25～26年
と過去２年間は１月の売上が10億円を超えているが、
今年は超えなかった。

悪く
なっている

タクシー運転手 来客数の動き ・例年、１～２月は悪いが、今年は１月の売上として
は、過去最低水準であった。２月も日数が少ないので
タクシー業界は悪く、明るい兆しは見えない。

良く
なっている

食料品製造業
（商品統括）

受注量や販売量
の動き

・食品は、節約の対象になりやすいが、価格も販売も
持ち直しつつある。

やや良く
なっている

繊維工業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・地域によってばらつきがある。外国人観光客が多く
訪れる地域は活況のようである。

鉄鋼業（総務部
長）

受注量や販売量
の動き

・当社主力の造船関連受注が順調である。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・当社は再生可能エネルギー関連の比重が大きい。国
策による固定価格買取制度の価格引下げなどの影響に
より、駆け込み受注が増えつつある。今後も受注量は
増えると見込んでいる。

変わらない 農林水産業（総
務担当）

受注価格や販売
価格の動き

・市場入荷量が少ないにもかかわらず、引き合いは強
くない。

一般機械器具製
造業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・堅調な国内受注に加え、海外も比較的順調に推移し
ている。

建設会社（経理
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注高、売上高とも横ばいで、利益が出そうにな
い。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注量、販売量とも堅調に推移しており、大きな増
減はない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注が伸び悩んでいる。

輸送業（営業） 取引先の様子 ・１月は12月の消費増の反動を受け取扱物量が著しく
低下した。２月以降に食品などの値上げが予定されて
いるが、駆け込み需要の兆候も見られず、円安による
物価上昇が日常生活に影響を及ぼしていると言わざる
をえない状況である。

通信業（部長） 取引先の様子 ・取引先の様子を伺う限り、アベノミクスはいまだ地
方にまでは浸透していない。

企業
動向
関連

(四国)
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公認会計士 取引先の様子 ・企業の決算を見ると、大多数の企業が前年とほとん
ど変わらない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・為替による原材料高騰が、利益を圧迫している。

電気機械器具製
造業（経理）

受注量や販売量
の動き

・得意先からの受注にもとづく販売量に３～５％程度
の微減傾向が見られる。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・顧客企業の荷動きは依然停滞気味である。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・職種にばらつきがあるものの、求人数は増加傾向に
ある。

人材派遣会社
（営業）

求職者数の動き ・企業の人材不足を解消するため、派遣、パート、契
約社員雇用から正社員登用型へと求人情報に変化がみ
られる。人的スキルがあれば、今後求職者の正規雇用
がさらに増加する傾向にあり、景気もその分良くな
る。

求人情報誌（営
業）

採用者数の動き ・2015年度春入社の新卒採用が終了しており、企業は
不足人数を中途採用で補充する動きがある。そのた
め、中途採用市場が活発化している。

職業安定所（職
員）

それ以外 ・12月の月間有効求人倍率は1.20倍で、３か月前と比
較して、0.1ポイント上昇している。

変わらない 人材派遣会社
（営業担当）

周辺企業の様子 ・一部の企業において、有効求人倍率の低い事務職で
正社員募集をかけはじめているものの、全体として
は、雇用を増やす顕著な動きはみられない。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・求人広告の件数は好調を維持しているが、折込チラ
シやSPなど企業向けへの販売部門は相変わらず低迷し
ており、消費税増税前の水準に戻る兆候はない。

民間職業紹介機
関（所長）

求職者数の動き ・転職を考える時に、今より好条件の職探しが難しい
と考えているケ－スが多いため、求職者数が減少して
いる。現在の勤務先に不安を感じている人が多いが、
転職に踏み切れないでいる。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

　10．九州（地域別調査機関：公益財団法人九州経済調査協会）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

スーパー（経営
者）

販売量の動き ・ガソリンをはじめ、日常品の単価が下がってきたの
で、購買意欲は高まってくる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・生鮮食料品の青果の相場が上がってきたので、生鮮
を中心に売上が前年比を上回っている。日用品、耐久
品は、昨年の消費税増税前の駆け込み需要の反動減で
厳しい状況だが、生鮮食料品の上昇分で前年比をクリ
アする。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・食料品の価格はこの２か月、前年並みになってお
り、安定してきている。

コンビニ（販売
促進担当）

販売量の動き ・関連店の売上げは、量販店が前年比102.7％、コン
ビニエンスストアが同比100％、リジョーナルスー
パーが同比110.9％であった。食パンに関しては、量
販店が111.0％、ローカルスーパーが126.2％、コンビ
ニエンスストアが横ばいであるが、食パンの販売数量
が徐々に伸びてきている。

衣料品専門店
（チーフ）

競争相手の様子 ・インバウンドの影響が非常に大きい。外国人客の買
上額は前年に比べると５％程度増えた。

乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・初売りから好調で、軽自動車の売行きが良い。

その他専門店
［コーヒー豆］
（経営者）

お客様の様子 ・売上は前年比でわずか数％だが伸びている。最近、
既存客より新規客が来店して購入する回数が今増えて
いる。客の新しい流れが見受けられる。

雇用
関連

(四国)

家計
動向
関連

(九州)
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その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（統括）

お客様の様子 ・燃料油の小売価格は下げ基調に入っており、毎週、
小売価格が下がっている。レギュラーガソリンについ
ては、地域内で120円台の看板も出始めた。個人顧客
は、定量購入から満タン購入にシフトしているよう
だ。

通信会社（業務
担当）

販売量の動き ・１月は特に大々的なプロモーションは行わなかった
が、昨年と比べても特に年初から12日までの販売数が
増えた。中旬は伸び悩んだものの、月末に販売数がま
た伸びた。

美容室（店長） 来客数の動き ・来客数が多少増加している。
変わらない 商店街（代表

者）
お客様の様子 ・特別に良い材料も悪い材料もないので変わらない。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・12月の年末商戦、１月の初売も大苦戦した。来客
数、購入単価とも減少が続いている。

一般小売店［青
果］（店長）

競争相手の様子 ・競合するスーパーのバイヤーの話では、どうにか前
年比を上回るか90％台後半とのことだ。当店も同様の
傾向である。

一般小売店［精
肉］（店員）

販売量の動き ・販売量に大きな変動はない。

一般小売店［生
花］（経営者）

販売量の動き ・景気が良いところと悪いところの差が広がり、二極
化が進んでいる。

一般小売店
［茶］（販売・
事務）

来客数の動き ・例年１月は来客も少ないため売上が低い。贈答品は
売れず客単価が低いが、家庭用は通常通り売れてい
る。他の商品の価格高騰が続いているため、お茶は値
上せずに販売しているが、売上は増加しておらず、例
年並みである。

百貨店（総務担
当）

販売量の動き ・アパレルテナントのセールは、まずまずの動きだ
が、入店客と客単価の減少に歯止めがかからず、サー
ビス、飲食等のテナントは前年実績を割り込む店舗が
多い。

百貨店（営業担
当）

来客数の動き ・来店効果の高い物産催事が苦戦している。駅弁は、
近隣のビジネス客の昼食需要、客の旅行やふるさとし
好により好調となった。しかし、各地の物産催事は開
催地域により集客効果にむらがあった。親子孫三世代
の来店を期待したキャラクター催事の流行の見極めの
必要を痛感した。全店、ＤＭ粗品催事初日の来店は多
いが、土日は、お目当ての商品購入後の引きが早く、
全館への回遊効果が弱かった。

百貨店（営業統
括）

お客様の様子 ・客単価をみると購買の二極化が進んでいる。宝飾・
呉服・美術などの高額品関連の購買単価は変わらない
が、衣料品・雑貨系の客単価は落ちている。

百貨店（経営企
画担当）

販売量の動き ・必需品の落ち込みはさほどではないが、衣料品を中
心に売上が前年を下回る状況が続いている。客の節約
傾向が強い。

百貨店（業務担
当）

お客様の様子 ・冬物衣料を中心にしたクリアランス期間に入ってい
るが、重衣料を中心にかさ高な商品の動きがみられな
い。消費税増税前の駆け込み需要の反動で、必要ない
ものは購入しないという傾向が顕著になっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・生鮮食品を中心に食料品の売上は安定しているが、
衣料品の売上が厳しく、客単価が落ちている。

スーパー（総務
担当）

それ以外 ・食品の売上は継続して前年を上回っているが、非食
品は前年の売上を確保できない状況が続いている。

スーパー（統括
者）

販売量の動き ・売上の前年比での伸びが厳しい。

スーパー（業務
担当）

販売量の動き ・経営体制の見直しを行なう複数のテナントが、年度
末に向けて退店の準備で、閉店セールを実施している
が、駆け込み需要といえるほどには販売点数が伸びて
いない。新規出店テナントが出そろうまではこの状況
が続く。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・景気浮揚の兆しは全くない。中央とは違い地方では
収入の増加がないため、客は必要な物だけ購入するよ
うな状況で、客単価が下がっている。

衣料品専門店
（店員）

販売量の動き ・冬のクリアランスセールが盛り上がらなかった。客
の買い方がとてもシビアで、単品買いが多く単価が低
かった。売上は前年割れになった。

衣料品専門店
（取締役）

お客様の様子 ・例年の初売りよりも客は少し落ち着いた購買行動で
あった。セールであってもピンポイントで必要な物を
求める傾向にある。

家電量販店（総
務担当）

来客数の動き ・年末までの暖冬で暖房商品の動きが鈍く、来店客数
へも影響している。
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乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・点検、車検のサービス売上は堅調に推移している
が、肝心の新車販売が低調である。財布のひもは固い
ままである。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・昨年は消費税増税前の駆け込み需要があったが、今
年は初売りから来客数も少なく、キャンペーンも今一
つである。

その他小売の動
向を把握できる
者［土産卸売］
（従業員）

販売量の動き ・昨年末に売場のリニューアルをしたが、その成果も
なく売上は前年を下回っている。

その他小売の動
向を把握できる
者［ショッピン
グセンター］
（統括者）

販売量の動き ・天候不順による減少がみられたが、概ね売上はイン
バウンドを中心に好調である。

高級レストラン
（支配人）

単価の動き ・注文単価が低いため、客の利用金額が少ない。

観光型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・宿泊・レストランの売上状況に関しては順調に推移
しているが、宴会は前年並みか若干下回るペースであ
る。

都市型ホテル
（販売担当）

販売量の動き ・12月からの状況をみると１月はやや売上が下がって
いる。初売などもあまり良くなく、１月の売上は前年
比マイナスになる予定である。結婚式も予算を落とし
ているようだ。

都市型ホテル
（スタッフ）

お客様の様子 ・各部門においては、低単価商品よりも高単価で付加
価値がある商品が順調に販売できている。以前に比
べ、お金をかけたい部分にはかけるが、無駄と判断し
た物には一切お金をかけない傾向が露骨に出ている。
景気の判断は難しいが、安ければ売れるという状況で
はない。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・最近の傾向として、外国からの観光客の消費パワー
が全体を押し上げている。

都市型ホテル
（副支配人）

販売量の動き ・昨年の12月までの勢いはなくなったが、前年同月比
でみれば上向いている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・企業の出張需要は、海外・国内ともに引き続き好調
である。一方、レジャーでの海外旅行は、円安の影響
もあり低調である。

タクシー運転手 来客数の動き ・１月にしては昼間の予約状況が大変良く、車の稼働
は良かった。ただし、日中の買物客や夜の繁華街の客
が若干減って売上は変わらなかった。

タクシー運転手 来客数の動き ・今月は天候にも恵まれ人出もまずまずで、景気の変
化もなく昨年並みであった。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・３か月前の10月は、行事やイベントがなく客が少な
かったので、年明けで雰囲気が良くなることを期待し
たが、１月に入っても静まり返っているようで活気が
全くない。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［介護
サービス］（管
理担当）

それ以外 ・４月からの介護報酬のマイナス改定方針が決定した
ことにより、介護事業全体の売上減が想定される。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・不動産部門のマンションや戸建の分譲における来客
の動きはあまり変わりないが、成約が鈍化している。

住宅販売会社
（代表）

販売量の動き ・消費税増税以降、来客数は減っている。それととも
に売上も伸び悩んでいる。補助金や助成金制度がある
ときは、それを目当てにリフォームや新築をしたいと
いう客もいる。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・年始商戦の客足は郊外の大型店に流れ、市街地中心
部の商店街の客は少なかった。客単価は上向きである
が、来客数が減少している。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・当店が対象とする比較的高い年齢層は、流行に関係
なく今持っているもので間に合わせて新調しない。ま
た、子供が親に買うということもなくなった。また、
以前は親に良い物を勧めていたが、今はなるべく安い
物しか買わせない傾向が強い。非常に厳しい状況であ
る。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・通常１月になると消費は減るが、昨年と比べると良
い。
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商店街（代表
者）

お客様の様子 ・今年は冬の訪れが早かったため、年末商戦が好調
だった。その反動からか年明けてバーゲンシーズンに
入ったものの客の購買欲は鈍い。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・３キロ圏内にできた大型スーパーのオープンもあり
人通りが少なかった。

百貨店（売場担
当）

競争相手の様子 ・当店と関連店舗の売上げの見通しは、前年比で92.5
～102.5％となっている。当店に関しては今までにな
い悪さで、入店客数が91％となった。業態では、百貨
店がかなり苦戦している。食品と雑貨以外は全て苦戦
している。雑貨では化粧品等が良いが、宝飾貴金属が
71％と足を引っ張っている。

百貨店（店舗事
業計画部）

販売量の動き ・初売りから３連休あたりまでは順調に推移していた
が、気候の差が影響し、昨年と比べると下旬は伸び悩
んでいる。冬物のバーゲンも初めの堅調さに比べ、少
し冷え込みが緩むと一気に動きが止まるなど不安定で
ある。年末までと比べ一段と買い方が慎重になってい
る。

百貨店（企画） 販売量の動き ・昨年の消費税増税前の駆け込み需要の反動減に増税
の悪影響が重なり、厳しい状況となっている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・商品の単価自体が上がっているので客の買上単価は
増えているが、販売量に減少がみられる。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・客の出足が鈍く、周りの店も客数が伸びない。

衣料品専門店
（総務担当）

お客様の様子 ・先月と同様、ミセスの中間層における客の動きが非
常に悪い。安い物を買うにあたっても非常に慎重な購
買態度が見受けられる。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・昨年は消費税増税前の駆け込み需要が1月から始
まったため、前年比でみると良くない。しかし、大物
商品が出ていないと言うだけで、感覚からするとそこ
まで悪くない。

家電量販店（広
報・IR担当）

来客数の動き ・前年は消費税増税前の駆け込み需要が始まる時期で
あった。回復基調ではあるが、現在もその反動減の影
響を引きずっている。

その他小売
［ショッピング
センター］（広
報担当）

販売量の動き ・消費税増税後の売上の伸びがみられない。昨年のこ
の時期は増税前の駆け込み需要があり、その分を超え
ることができていない。

高級レストラン
（経営者）

来客数の動き ・今月は、飲食店にとって一番の繁盛期である12月を
過ぎてかなり暇な月であった。1月末から、10年続い
ているイベントで2500円均一のランチを提供した際は
客が増えたが、夜の予約はあまり入ってこなかった。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・昨年と比べ来客数が減っている。激減ではないが、
客単価からみても決して景気が良くなっていない。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・昨年に比べ年始の集客が良くなかった。

居酒屋（経営
者）

来客数の動き ・出入りする業者に聞いてもどこも良くないと言う。

タクシー運転手 来客数の動き ・病院に通う年配者がかなり減っており、タクシー利
用も少なくなっている。また、歓楽街のサラリーマン
の動きが非常に悪い。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今年に入って特に１月上～中旬のタクシーの動きは
悪く、月末にかけて夜は少し盛り返したがあまりパッ
としなかった。

ゴルフ場（従業
員）

来客数の動き ・当ゴルフ場は観光地にあり、県外や海外から客が来
る。正月明けまでは非常に良い状態であったが、中旬
以降さっぱり客の足が止まっている。これから先の問
い合わせもかなり鈍っており、少し停滞気味となって
いる。

美容室（経営
者）

販売量の動き ・景気はだんだん良くなりそうな気配であったが、足
踏みしているようだ。円安の関係もあり、値上げする
仕入商品が結構多くなってきている。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フィッ
トネスクラブ］
（営業）

来客数の動き ・新規契約の申込が減少している。

悪く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・暴力団問題で取り締まりがかなり厳しく、歓楽街に
は客がいない。その影響で我々商店街も悪くなってい
る。
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百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・来客数、販売量、購入単価いずれも落ちている。富
裕層の消費は引き続き活発でかなり持ち直してきてい
るが、それ以外は特に衣料品が厳しい。将来に対する
不安が影響している。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・新年になり、商店街の売出しや毎週金曜日の金曜市
をやっているが、来客が全く増えない。

自動車備品販売
店（従業員）

単価の動き ・昨年は消費税増税前の駆け込み需要があったが、今
年は駆け込み需要がない。

高級レストラン
（専務）

来客数の動き ・気候と正月が終わった影響で、市内の人の出足が非
常に悪くなってきている。観光客はある程度いるが、
県内の景気はかなり悪くなっている。

良く
なっている

○ ○ ○

やや良く
なっている

繊維工業（営業
担当）

受注量や販売量
の動き

・受注量が増えている。円安の影響で生産が戻りつつ
ある。しかし、資材のほうが間に合わない。また後継
ぎ不在による廃業の増加に伴い、仕事量が増えてい
る。

家具製造業（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・年度末が間近になり官公庁や民間企業の備品や事務
用家具などの需要見込みが、前年度より５～10％近く
増えている。２～３月の需要期用在庫積増しのため、
生産量を増やす下請メーカーが例年以上に多くなって
いる。

電気機械器具製
造業（取締役）

取引先の様子 ・取引先の業況や人繰り状況等をヒアリングしたとこ
ろでは、やや良くなっているようだ。

輸送業（総務） 受注価格や販売
価格の動き

・直接の荷動きはあまり変わりないが、燃料価格が下
がっているので物流部門の収支は徐々に改善されてい
る。

通信業（経理担
当）

受注量や販売量
の動き

・公共システムの受注が好調であり、ＩＴ基盤整備へ
の投資が積極的に実施されている。

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・企業、家庭においても大きな変化はみられない。た
だし、ガソリン価格の低下によって、消費税増税によ
る消費マインドの低下はやや和らいでいる。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

受注量や販売量
の動き

・自社の受注件数・金額が伸びており、企業の投資意
欲が上向いている実感がある。

経営コンサルタ
ント（代表取締
役）

取引先の様子 ・年が明けてあまり大きな経済的な変動がなく、比較
的順調に動いている。特にガソリン価格等燃料関係が
落ち着いてきたことは、地方としてメリットが大き
い。

変わらない 農林水産業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・例年１月は正月疲れもあり、スーパー、居酒屋は弱
含みだが、今年は落ち込みが少なかった。加工メー
カーも全体的な鶏肉不足で相変わらず引き合いが強
い。我々の業界は相次ぐ鳥インフルエンザの影響で仕
入活動が制限され、原料となる鶏の不足から工場の稼
働が悪くなっている。

化学工業（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・当工場の製品は景気の変動をあまり受けず、販売量
等があまり変動しない。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・受注的には前年よりもいくらか良くなっているが、
秋口と比べるとあまり変わってない状態である。消費
者は、残業分の給与が増加しているので、そこは良い
判断材料となっている。

金属製品製造業
（事業統括）

受注量や販売量
の動き

・現在、建築業界は受注拡大の動きがあるが、土木業
界は発注が止まり、入札不調が続いている。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・ユーザーの動きが不透明である。円安による外国生
産量の調整がなかなかつかないが、その分の受注が国
内工場に戻ってくるとも言えない。ユーザーの様子見
である。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・機械設備及びその部品のコスト対応が厳しく受注が
伸びない。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・発注先から仕事量が公表されても、直後に変更にな
ることも多く、確実な数字が得られない。そのため、
材料や人材の対応で大変混乱をきたしている。変更の
ない計画を立てて欲しい。

建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・客の様子をみると流れは現在変わっていない。

輸送業（総務担
当）

競争相手の様子 ・預かっている荷物の荷動きが悪くなっている。食品
関係、アパレル、日用雑貨とすべて荷動きが良くな
い。

企業
動向
関連

(九州)
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金融業（従業
員）

取引先の様子 ・消費税増税の反動減の影響が和らいでいるとはい
え、住宅や自動車の売上は前年を下回っている。一
方、百貨店、スーパー等の売上は回復してきている。
また、労働需給は改善してきており、雇用者所得も増
加傾向をたどっている。

金融業（営業担
当）

取引先の様子 ・不動産業及び建設業の業績は引き続き堅調である
が、物販、卸売、飲食業は苦戦が続いている。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・資金需要の変化がない。

金融業（営業） 取引先の様子 ・製造業を始め、生産の水準は比較的高いが、横ばい
と考える。建設業も公共工事の増加と単価の上昇によ
り、受注は十分な状況である。ただし、良くなってい
るとは言えない。

経営コンサルタ
ント

受注量や販売量
の動き

・いろいろと営業活動を行っているが効果が出ない。
全体的に活気がなく新規の事業に取り組む意欲が少な
い。

経営コンサルタ
ント（社員）

受注量や販売量
の動き

・おせちの販売価格は、1万2千円、1万5千円、2万
円、3万円だが、注文の80％が1万2千円である。回復
感は持てない。

その他サービス
業［設計事務
所］（代表取締
役）

競争相手の様子 ・市町村の業務委託の入札で安い金額で入札する業者
がでてきた。これまで、入札金額は高止まり傾向に
あったが、発注量が少ないため、最近、ダンピングす
る業者が出てきた。

その他サービス
業［物品リー
ス］（支社長）

取引先の様子 ・多くの取引先で設備投資案件が増加していない。ガ
ソリン価格が低下しているものの、エネルギーコスト
の削減提案など、経費削減や合理化提案が望まれてい
る。一部業績好調な企業は、新規の設備投資に前向き
である。年度末に近づき、償却目的の商談も増加して
いる。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・お歳暮製品を取り扱っているが、消費税増税後初め
ての年末で、税額表示により消費者は出費に敏感に
なっている。

食料品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・季節的要因と、実際に消費の伸び悩みにより悪く
なっている。

建設業（社員） 受注量や販売量
の動き

・現在は、手持ち工事は確保してあるので良いが、年
度末に向けて完成工事の物件が多くなり、その分の受
注工事は増えていない。官公庁の発注物件が極端に少
なくなっている。

悪く
なっている

その他製造業
（産業廃物処理
業）

受注価格や販売
価格の動き

・今月に入り、原油価格が続落した影響を受け、販売
価格相場も暴落し仕入れ値を割っている。現状では販
売できないため、在庫として抱えるしかない。これほ
ど暴落したのはここ最近では珍しい。

広告代理店（従
業員）

受注量や販売量
の動き

・今年度で一番の落ち込みである。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・有効求人倍率の上昇とともに、就職率、充足率など
数値的には上昇傾向にある。しかし、企業訪問時に業
況等について聴取したところ、景況感が好調であると
する企業は少なく、あまり変わらないとする企業が多
い。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は９～11月の３か月の総数でみると、昨
年度の総数9010件に対し、今年度は総数10488件と
なっており、求人数は1400件以上増加している。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・以前と同じように求人数は多いが、３か月前と比較
すると変わらない。

人材派遣会社
（営業）

雇用形態の様子 ・派遣法の改正は一旦流れたものの、今年中に動く見
込みもあり、派遣から紹介予定及び直接雇用への変更
は増加傾向にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・例年１月は求人数が増えるため、採用率が悪くな
る。今年も人材の採用は厳しく、人手がないために仕
事の受注ができないという建築関連の会社の声もよく
聞く。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・正規雇用が増えている。

雇用
関連

(九州)
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新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・地場の中小企業を回ると、まだ今春の新卒採用を
行っている企業もある。内定辞退も多かったようで、
地元での人材確保は厳しい。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・製造業において、仕事量は確保できているが、単価
が依然として上がらず、業績は厳しいとの声が聞かれ
る。

職業安定所（職
業相談）

求職者数の動き ・有効求職者数の減少傾向は続いているが、前年比で
の減少率は小さくなってきている。

民間職業紹介機
関（社員）

求人数の動き ・人の動きに伴う季節的なものが要因で、派遣依頼件
数は微増である。派遣からアウトソース案件への動き
もでてきている。

民間職業紹介機
関（支店長）

求人数の動き ・繁忙期需要、時季需要といったものが、ほとんどみ
られなくなってきている。

学校［大学］
（就職支援業
務）

採用者数の動き ・今年度卒業予定者の就職活動がほぼ終了し、2016年
度卒業者対象の採用にシフトしている。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人数の推移に変化はない。特にサービス関係・福
祉関係では今年度新卒の就職活動が終盤になっても、
求人の引き合いが強いままである。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・求人数について、ここ２～３か月前年割れとなって
おり、景気は停滞している。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・生命保険コールセンターの新規立ち上げにより求人
数は増えているものの、一部の業種に限られており、
求人全体としては伸びていない。

悪く
なっている

－ － －

　11．沖縄（地域別調査機関：一般財団法人南西地域産業活性化センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）
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良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

百貨店（営業企
画）

販売量の動き ・菓子銘店の改装効果や同業他社の閉店等、引き続き
堅調な伸びとなっている。前年同月比では、衣料品
７％増、食品10％増、また、入域観光客が後押しとな
り、インバウンド売上も５倍となっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・海外からの旅行者や、観光客、修学旅行生の客数が
やや増加している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・近隣の商店街の活性化により、来客数が前年比５％
伸長している。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・円安の効果で外国人客の来客数が良い。

ゴルフ場（経営
者）

販売量の動き ・利用人数並びに単価ともある程度予想を上回って推
移している。

変わらない スーパー（販売
企画担当）

単価の動き ・１点単価が前年比３％もアップしている。買上点数
は若干下がっているが、それでも客単価はアップして
いるため３か月前と変わらない状況が続いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・来客数は減っているが、客単価は前年を上回ってお
り売上をカバーしている。地域によって差はあるが、
この数か月は変わらず安定していると判断する。た
だ、菓子類と雑誌は売上が伸びない状況である。

観光型ホテル
（マーケティン
グ担当）

販売量の動き ・稼働率の前年同月実績との比較が３か月前とほぼ同
様である。

旅行代理店（マ
ネージャー）

来客数の動き ・予約状況からみても、前年と比べてもたいして伸び
ていない。

通信会社（店
長）

販売量の動き ・12～１月にかけてはボーナス商戦で売場も活気付く
のだが、客数が少なく販売量も前年を維持するのが厳
しい状態だった。

住宅販売会社
（代表取締役）

お客様の様子 ・住宅建築相談はあるものの、それに充てる建築予算
は厳しい案件が多い。

やや悪く
なっている

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・年末や年明け直後は良かったが、正月も終わり日が
経つと通常の生活に戻るため、客の動きも景気も鈍
る。

住宅販売会社
（営業担当）

来客数の動き ・来場数が前年比で40％減に落ち込んでいる。

家計
動向
関連

(沖縄)
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悪く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・最近の中心商店街に関しては、来客数も減りつつあ
り、また単価などでも厳しい状況となっている。アベ
ノミクスの影響が早めに来ないと、特に零細企業等は
大変な状況下に陥っているため危惧される状況であ
る。

その他専門店
［楽器］（経営
者）

販売量の動き ・観光客は増加しているが、それは、中国、台湾、韓
国などのアジア系外国人や、本土のリピーターの観光
客で、当店には現在はあまり関係ない人達である。目
抜き通りの大型店の閉店も多少影響が出ているかもし
れない。地元の訪問者が減少している。リピーターで
何度も来店する客も多いが、売上の増加にはいまいち
である。

その他飲食［居
酒屋］（経営
者）

来客数の動き ・例年成人式前までは新年会などでかなりの入客がと
れるが、今年は正月明けから平日は地元客が全く入ら
ない。超激安店や、女性に人気のバルに集まってい
る。目抜き通りの観光客も少なく感じる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

食料品製造業
（総務）

受注量や販売量
の動き

・観光客の最高値更新のニュースや、大型ショッピン
グモール開業に向けての求人数の増加など明るい
ニュースが多い。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・公共工事向けは、前年比増で、民間向けは前年比減
で、全体では横ばいである。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・新築の申込、リフォームの契約件数とも上向いてき
ている。

変わらない 通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・仕事の確保が容易で景気は上向きと感じられるが、
安価な契約に変化はない。働いている側からみると給
与、賞与が上がる要素はないような印象がある。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・派遣依頼が堅調に続き、１事業所から複数のスタッ
フ依頼というケースが多くなっている。新規依頼も、
問い合わせを含めて、今までより増加している。

求人情報誌製作
会社（編集室）

求人数の動き ・例年どおり、新年明けてから求人を出す企業が殺到
したが、勢いはこれまでにないほどであった。ページ
制限の都合上、締切を１日前倒しして対応したが、毎
週50～100件近くの求人の掲載をお断りする形になっ
た。

学校［専門学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・県内最大の商業施設がこの春オープン予定で、それ
に伴い求人数が増えている。県内初進出の企業もあ
り、選択肢が広がっている。

変わらない 人材派遣会社
（総務担当）

求人数の動き ・引き続き企業からの求人の動きは活発だが、求職者
の動きはやっと月後半から出てきた感がある。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －

企業
動向
関連

(沖縄)

雇用
関連

(沖縄)
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